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第一章　英雄の条件





「わたしも、マキトとこづくりしたい」

　俺にまたがったままラニ──いや、ラニ『さん』は不思議な光を宿す目で俺を見つめてくる。

　女の子特有の香りが漂ってきて、俺から抵抗する力を奪う。それでなくてもドワーフは元々、その小さな体に怪力を秘めているという話だ。俺がここから逆転できる可能性は、万に一つも無さそうだった。

　俺一人の力でどうにかなる状況じゃない。とっさに俺は、隣のベッドに助けを求めた。

「ククルーっ！　助けてー！」

　もぞ……と、身じろぎをする音。よし、まだ起きていてくれた。一度寝たらなかなか起きないククルだけに心配だったけど、俺の声は届いている。二対一ならこの状況にも活路が開ける──はずだった。

「……眠い」

　無情にも、隣のベッドで毛布を頭からかぶって丸くなる気配がする。まさかと思ったがどうやら俺のパートナーは、本気で睡眠欲を優先するつもりのようだ。

「ちょっとククル!?　こっち見て！　俺、今大変なことになって──」

　俺の唇にラニの人差し指が添えられる。ぞくり、と今までに感じたことのない寒気を覚えた。

「マキト。夜なんだから騒いだら迷惑だよ？　……塞いじゃおっか、この口」

「──っ！」

　ラニの唇が重なる。湿った感触がしたかと思ったら流れるようにラニの舌が俺の口の中に滑りこんできた。

　それは、未知の感覚だった。蹂じゆう躙りんするようなククルのそれとも、おぼつかないレティシアのそれとも違う『こづくり』。

　その感覚に全身が痺しびれる。ますます体に力が入らなくなり、徐々に抵抗しようという気力が削られていく。

　これまでなのか──と心が折れかけた瞬間だ。コンコン、とドアを叩たたく硬い音。次いで、ドアノブを回す音がした。

「マキト、騒がしいけどいったいなんですの？」

　少し眠たげな声に虚うつろだった意識が覚醒する。これは、間違いない！　隣の部屋にいる監督役様だ！

　案の定、暗闇でもわかるシルエットがドアを開けて現れる。腰まで流れる豪ごう奢しやな螺ら旋せん。俺の危機に駆けつけてくれたのは、レティシアだった。

「──ってぇえええええ!?　……はふん」

　という絶叫を上げたかと思うと、マリオネットの糸が切れたように脱力するレティシア。そういやレティシア、初めて俺とククルのこづくりを見たときも気絶したっけ。

　最後の希望さえも断たれた──と思った瞬間、レティシアは倒れる寸前で踏みとどまった。目を見張るようなバランス感覚だ。

　脚に力をこめたレティシアは、猛然と詰め寄ってくる。

「ななな、なにをやってますの!?　わたくしとククルだけでは満足せず、ラニにまで手を出すつもりでして!?」

　状況を見ろ。どう考えてもラニの方から襲ってきたんであって俺の意志じゃない──ということを目で訴える。

　任せろ、とばかりにレティシアがうなずき返した。頼りになるやつだ、本当に！

「ラニ、交代ですわ！　マキトが『次はレティと』って目をしてますの！」

「してねェよ！」

　とっさに声を上げられたのは、ラニが俺を解放してくれたからだ。ラニは顔を上げると、前髪の向こうにある目を俺やレティシア、ククル……という具合に落ち着きなく、きょろきょろさせる。

「そう、なの？　でも、困るな。そしたら聖骸アルビオンに乗っても生まれるのはレティシアの聖骸でしょ？　それとも、二人分の要素を持って生まれるのかな？」

「上書きされるか融合するか、ってことですわね？　言われてみれば確かに。ククル、その辺どうなんですの？」

　まだ起きていたのだろう。毛布にくるまっていたククルはわずかに身じろぎして淡々と返す。

「知らない。でも、やればわかると思う」

「待て待て待てお前ら！　とりあえずやってみよう、なんて軽い考えでやっちゃいけないことだろ、こづくりって！」

　女子一同を冷静にさせようとしてみるが、むしろ逆効果だったようだ。反発心を刺激してしまったようで口々に言われる。

「別に、軽い考えのつもりじゃないよ？」

「見くびらないでくださる？　誰でもじゃない。あなただからこそ、ですのよ」

「わたしも、マキト以外としたくない」

「……」

　喜ぶべき場面なのだろうが、こういう経験がなくてどう反応したものか戸惑う。まさか複数の女の子から言い寄られるだなんて、田舎で牛や羊の世話をしていた頃には思えなかった。

　気の利いた言葉も思い浮かばず間抜け面づらを晒さらしていると、ラニはおずおずとククルやレティシアの顔をうかがう。

「とりあえずはわたしにも聖骸、生ませてほしいんだけど」

「ここでラニの提案を呑のまないのはわたくしの立場をも否定することになりかねないし、仕方ないのかしら……？」

　レティシアは不ふ承しよう不ぶ承しようという感じでうなずきかけ、かと思いきや腕組みをして考えこむ。

「かといってこれ以上、謡巫女バルドを増やすとマキトにとって悪影響じゃなくって？　そのうち浮気の正当性を唱えて際限なく謡巫女を増やしていってしまうかも」

「いや、しないから。そんなこと」

　どう思われているのか知らないが、俺の言葉はレティシアに届いていないようだった。まだ一人でなにか考えているっぽい。

　この様子じゃ、しばらく戻ってこないな。ラニもそう思ったのか再び俺の頬ほおに手を添える。

「っていうことでマキト。続き、しよ？　もしかしたら足りないかもしれないし」

　どこかにトリップしていたレティシアは瞬時に引き戻され、声を上げる。

「そ、それはなりませんわ！　あれだけすれば充分！　充分ですわよ！　わたくしのときはその……ちゅ、ちゅっちゅするだけで事足りましたし！」

　言っちゃいましたわー、わたくしとしたことがはしたない！　などと独り言をつぶやきながらその場でくるくる回るレティシア。浮かれた言動はともかくとして……レティシアはラニにこれ以上こづくりをさせるつもりはなさそうだ。俺が再びラニに押さえつけられても止めに入ってくれるだろう。

　いざとなったらククルも助けてくれるかもしれない。ラニも分ぶが悪いと感じたのか、俺の体の上からどいた。

「そう、だね。そういうことなら、今日はここで退ひいといた方が得策ってやつかな」

　損得の問題なのか……。心に地味なダメージを受ける俺を尻目にラニは、そそくさと退散する。

「じゃ、マキト。また明日ね」

　友人同士がするような別れのあいさつ。俺も、いつもなら軽く応じたいところではある。

　だが俺は、待ち受けている明日というものに光がさしているようには思えなかった。

　レティシアだけでもまだ心の整理がついてないっていうのにその上ラニもだなんて……どうなるんだよ、俺の生活。





　　　○





　体内時計というものは呪わしいもので、現実から目を背けたくてもきっちり目が覚めてしまった。

「朝、か……」

　どんな顔をしてラニに会えばいいんだろう？　そう考えると気が重くなり俺は、思わず頭を抱えた。

　できればこのまま二度寝してしまいたくもある。だけど間違いなくパートナーまでそれに付き合ってしまうので渋々俺は、隣のベッドでさなぎのように丸くなっている体を揺すった。

「ククル、起きろ。顔洗って朝メシ、行くぞ」

「……ごはん」

　ぼんやりとつぶやくとククルは体を起こす。キレイな銀髪には寝癖、唇の端にはヨダレの跡をつけたククルの手を引いて俺は、洗面所まで向かう。朝のピークタイムということもあり洗面所は女子たちでごった返していた。

　女子寮に男──ということで一瞬だけ身構える女子たち。だけどさすがに慣れてきたのか、すぐにお喋しやべりだの朝の支度だのに戻った。

　顔を洗い終えると部屋に戻り、俺とククルはそれぞれ制服に着替える。着替え中のククルを見ないように背を向け、ネクタイを締め終わるとちょうどククルから声がかかった。

「マキト。着替え終わった」

「よし。じゃあ、後ろ向いて」

　ククルをイスに座らせると俺はブラシを持ち、長い銀髪を梳とかしていく。自分のことは自分で、という教育方針だけどこれだけは例外としてやらせてもらっていた。

　この時間が好きだ。無言のままただ過ぎていくこの時間があれば、この先にどんな戦いが待ち受けていても大丈夫だって思わせてくれる。

　髪を梳かし終わって俺は、ククルの肩に手を置く。

「よし。いいぞ」

「ありがと」

　ひょいとイスから立ち上がるとククルはこちらに向き直る。

「マキト」

「ん？」

　顔を上げると同時に俺の肩に乗るククルの両手。なにがなんだかわからないうちにククルの唇が、頬ほおにそっと触れる。

　いつもの濃厚なやつとは対照的な、あっさりとした接触。俺は触れた頬が熱くなるのを感じてうろたえる。













「な、なんだよ、いきなり？」

　ククルは相変わらずネコみたいな瞳で俺を、じっと見上げる。

「言ったでしょう？　他の人とこづくりしたら、わたしにもして、って。でも本当にこづくりしちゃうとマキト、またラニとやり直さなきゃいけないかもしれないから、今はこれだけ」

　そういえば、そんなことを言っていた。それより意外なのは、ククルがその言葉通りにこづくりをしなかったことだ。

　以前のククルだったら後先考えずにするような印象がある。そこをラニのために我慢するっていうのは、失った記憶を取り戻せなくても、この一ヶ月でククルもククルなりにいろいろ考えるようになっているってことだろうか？

　ククルの変化が俺に穏やかな喜びを与えてくれる。この嬉うれしさをどう伝えたものか、と思うと自然と手がククルの頭に伸びた。

　梳すいたばかりの髪を乱れないよう慎重に撫なでる。指の間をくすぐる感触は、上質の織物を撫でているように心地いい。

「マキト？　どうしたの？」

「どうもしない。メシ、行くか」

「ん」

　詠士ドルイドとしてどう謡巫女バルドたちと接していくのか。それを真剣に考えるべきなのだろうけど、とりあえず今はこの時間を幸せと思っておこう。

　なんてことを考えながらドアを開けると、すぐ脇にレティシアが立っていた。

「あ、マキト。よかったら朝食、ご一緒してよろしくって？」

「いいけど……お前、まさかずっとそこで待ってたのか？」

「そ、そんなことなくってよ？　声をかけたら急せかすようで悪いかしら、とか思ってずっとドアの前をうろうろしてたなんてことありませんわっ」

「……してたのか」

「あ……ぅう」

　図星を突かれて、返す言葉もなくうつむいてしまうレティシア。耳と尻尾があったら、しゅんと垂れ下がっている感じだ。

「……次からは、声かけてくれ」

「わ、わかりましたわ！」

　意気込むように答えるとレティシアは、俺の腕に自分の腕をからめてすり寄ってくる。さすがにこのまま歩くのは恥ずかしい。

「レティシア。せめて公共の場所でベタベタするのはやめないか？」

「あら、いいじゃないですの。見せつけて差し上げましょう」

「慎みを持とうぜ。貴族なら」

「それもそうですわね。いずれあなたの元へ嫁ぐとはいえ、わたくしにアブソリュートの意志が受け継がれていることには違いないのですから」

　なんて顔をほころばせるレティシア。その不意打ちめいた笑顔に俺は、どきりとする。同時に、レティシアが戻ってきてくれたということを改めて実感した。

　自分の居場所を求め、暴走してしまったレティシア。レティシアの渇望は、他国に寝返るまでのものだった。

　そんなレティシアが、また俺の隣にいてくれている。大切な仲間が巡り巡って戻ってきてくれた喜びを俺は、噛かみしめた。

　それはいいんだけど──

「あの、レティシア？　ナチュラルに『嫁ぐ』とか言ってるけどお前の中ではそれ、もう決定事項なのか？」

　おそるおそる問うとレティシアは、愕がく然ぜんと目を見開いた。

「え……ち、違いますの？」

「いや、お前としてはそれで本当にいいのかなーって」

「いいに決まってますわ」

「即答っ!?　一生に関わることだぞ!?」

　俺の指摘にレティシアは、螺ら旋せんを描いた特徴的な髪をくるくるといじりながら、拗すねたように尖とがらせた唇でごにょごにょと返す。

「だって、その……マキト以上の殿方なんていないでしょう？」

「──」

　すさまじい断言に俺は、返す言葉を失った。ここまできっぱり言い切られると、期待を裏切ってしまった時にとんでもなく失望されてしまいそうで俺は慌てて言葉を紡ぐ。

「い、いや、でも俺なんかが──」

　言葉は途中で遮られ、ネクタイを掴つかんで引き寄せられた。間近にレティシアの、にっこりとしていながら額にきっちり怒りのマークを浮かべた顔が迫る。

「俺なんか、とか卑ひ下げしないでくださいまし。わたくしが選んだ殿方でしょう？」

「そ、それはありがたいんだけど……」

　俺の煮え切らない態度に引っかかったのだろう。レティシアは「はっ」と青ざめた。

「そういえば『レティ』って呼んでもくれませんし……も、もしかしてわたくし、ただのうっとうしい女ですの？」

「そ、そんなことはないんだけど」

「本当ですのっ？　ふふっ……嬉うれしいですわー」

　屈託のない笑みを見せるレティシアだが、これ以上この話題を続けるのは危険だ。そう感じた俺は強引とは思いつつも話題を変える。

「そ、そういや昨日は悪かったな。騒がしくしちゃって」

「いえ、構いませんわよ」

「でもルームメイトだって起こしちゃったんじゃないか……って、あれ？」

　口に出して違和感に気づいた。

「レティシアの部屋ってルームメイト、いたか？」

　俺たちと同じく、特例として一般の生徒より早めに入寮したレティシア。しばらく一人部屋生活を満喫していたようだが、教導院での生活が始まって一ヶ月が経たとうとしている今でもレティシアからルームメイトの話を聞いたことがない。

　レティシアは「今さらですわねぇ」と呆あきれたような苦笑を見せる。

「陛下なんですわよ。でも陛下、研究室に泊まることが多くて」

「あー、なるほど」

　初めて会ったときもあそこで寝てたっけな、陛下。……あの研究室の惨状は思い出したくないけど。

「寮母さんがボヤいてましたわ。外泊届けが出てないことが多すぎるけど陛下に注意するのも、って」

「あの人も、さすがに陛下には頭が上がらないか」

　寮母さんは料理上手で美人なのだがおっかないのが玉たまに瑕きずだ。なんて思っているうちに食堂に着いて、件くだんの寮母さんがせっせと料理を作っている姿にお目にかかれた。

「おはようございます」

　俺に続いてククルやレティシアもあいさつをする……が、寮母さんから返されたのは冷ややかな視線だった。

「……アンタらさ、するのはいいけど静かにしろ、って言ったよね？」

「は、はぃい!?」

　予想外のことを言われてしまった俺は、裏返った叫びしか出なかった。奇矯なリアクションにも眉一つ動かさず寮母さんは、半はん眼がんのままため息をつく。

「夜遅くにギシギシと……。あたしの部屋アンタらの真下だから、響くんだっつーの。死ねばいいのに」

「ご、誤解ですよ！　最後まではしてませんから！」

「最後まで。ふぅん。じゃあ、手前まではしてるんだ？」

「──う」

　しまった。墓ぼ穴けつを掘ってしまった。周りの寮生からもなにやらヒソヒソとささやかれているし。

「ちっ。色ボケ学生が」

　舌打ちしてスープをよそう寮母さんに、放心してなにも言い返せなかった。それくらい俺の中ではショックが大きい。

　ふらふらと、おぼつかない足取りで席に向かう。そんな俺の気も知らずククルは言われた意味がよくわかっていないようなきょとんとした顔、レティシアは「色ボケだなんてそんなことないですわー」とか言いつつ舞い上がった表情だ。

　今日のメニューは選べる三種の焼きたてパンにベーコンエッグ、オニオンスープとサラダというオーソドックスなもの。パンはおかわり自由という大盤振る舞いだ。

　俺たちはみんなで「いただきます」と告げてから朝食を摂とる。相変わらず寮母さんの料理は絶品。時間をかけて煮込んだスープはふくよかな香りだけでパンがおかわりできそうだし、ベーコンエッグのベーコンはステーキにもなろうかというほどに分厚い。

　……だというのに気が重いせいか、いつもより味わえていない気がする。いつもだったらパンをおかわりしているのにどうも今日は……胃と頭が痛い。

　レティシアのことだけでもまだ心の整理ができていないというのに、ラニまで謡巫女バルドになるとか言い出した。その事実に砂をかむような気持ちでパンを口に運んでいると、冷やかすような声がかけられた。

「はっ。どうした、朝から不景気な面つらしてよォ？」

「アンタの周りだけ湿っぽいニオイしてるわよ？」

　顔を上げると、テーブルの向こう側にいたのはおなじみの白黒コンビ。アーリーとエセルだ。

　元々は東の聖骸アルビオンの乗り手だった二人が教導院に編入したのは数日前のこと。制服の用意がなかったことでしばらく私服で通っていたのだけど、ようやく仕立てあがったのか今朝は制服姿だ。

　それはいいんだけど──

「……お前その格かつ好こう、風紀委員に怒られても知らないぞ」

　エセルに関しては問題ない。俺が指摘したのはアーリーの着こなし方だ。

　上着の前は全開、ノーネクタイ。シャツの裾は出しっぱなし。ボトムスにいたっては指定のものですらなく、アーリーが普段はいている細身のやつだ。

　俺の指摘にアーリーは不機嫌そうに眉をひそめる。

「あン？　こんな堅苦しいもんきっちり着てられるかってんだ」

「アタシは嫌いじゃないけどねー、この制服。ババアの作ったムダに露出の多い服より、かなりマシ」

「アレには参りますわよね……」

　しみじみとため息をつくレティシア。そういえば東に行ったとき、下着以上の露出度というか、肝心な部分だけを隠した「服なのそれ？」って訊ききたくなる格好をしていたけど、クズノハのデザインだったのか。

　状況が状況だったせいでじっくり見ていられなかったが、思い返せばすごくもったいないことをしてしまったのかもしれない。……いや、『かもしれない』じゃない。もったいないことをしてしまっていたのだ、俺は。

「アレはアレで意味があるらしいわよ。なんでも、魔力の伝導率が高くなるとか」

「それにしたってあの格かつ好こうはないでしょうに」

　エセルとレティシアが何か言っているが、俺の耳には入らなかった。なんでもっと目に焼き付けておかなかった、俺。いや、でもあのシリアスな場面で……。

　と頭を抱えて悩んでいるとアーリーが俺を指差した。

「おい、大丈夫かこいつ。ますます具合悪そうになってんぞ」

「あら本当。マキト、大丈夫ですの？」

「んー？　マキト、病気？」

　両脇から俺の顔を覗のぞき込こんでくるレティシアとククル。俺は慌てて取り繕う。

「あ、いや。大丈夫。平気だ」

　危ない。まさかエロ衣装について懊おう悩のうしていたなんて知られてはならない。幸い、アーリーがすぐ話題を切り替えてくれた。

「で、さっきの質問に答えてもらってねェんですけど？　呑のん気きな面つらしてるテメェにしては珍しいじゃねェの」

　呑気な面をしているつもりはないのだが、とりあえずは答えることに。

「いや、詠士ドルイドとしての務めに悩まされているというか、まさか謡巫女バルドが増えるとは思ってなかったっていうか……」

「はっ。なーるほどな。ンなことで悩んでるたァ、つくづくおめでてェな」

　アーリーの言葉には棘とげがあったが、ふと俺は思い出す。

「そういや、お前たちのところもサブの乗り手を用意しとこうとしてたんだよな？　その辺どうするつもりだったんだ？」

「アタシは、一夫多妻とか断固反対だからねっ！　そんなことしたらきょせーよ、きょせー！」

　たちまち眉をつり上げて吠ほえるエセルにアーリーは、肩をすくめる。

「一夫多妻？　多頭飼いの間違いじゃねェの？　ま、どっちにしろオレぁゴメンだけどよ。この駄犬の世話だけで手いっぱいだっつーの」

「アンタの世話になってるつもりないんだけど!?」

　きゃんきゃん吠えるエセルだけど、まあこの二人の絆きずなを今さら疑うこともないだろう。アーリーも言葉こそひねくれているものの「浮気なんかするかよ」って言っているようなものだし。

「ってか、アタシとしてはアンタらの気がしれないって感じなんだけど。いいの？　自分のパートナーが他の女連れてて」

　と、ジト目を俺の両脇──ククルとレティシアに向けるエセル。ククルは「んー？」と首をかしげてネコのような目で俺を見上げた。

「ダメなの？」

「なの？　って俺に訊きかれてもなぁ」

　かわいい仕草に和みそうになるけど、突きつけられている問題は重かった。俺は、これからずっと付き合うことになるであろう悩みに、つい肩を落とす。一方でレティシアは目を輝かせて問うてくる。

「わたくしは別に、平等に愛してくれるのならそれで構いませんわ。わたくしが認めた殿方ですもの。それくらいできる度量の持ち主ですわよね、マキト？」

「……善処します」

　レティシアを直視することができず俺は、顔を伏せて短く答える。一切の疑いのない視線が俺の胸をえぐっていた。

　それぞれの答えを聞いたエセルはキツネ色のトーストの上にベーコンエッグを乗せつつ、気のない返事をよこす。

「そーいうもんなのねー。アタシにはちょっと理解できない世界だわ。……あ、アーリー。ベーコンちょうだい」

「持ってけ。どうせ食えねェし」

　器用にベーコンエッグからベーコンだけをはがしてエセルの皿に移動させるアーリー。二人ともこの話題にはあまり興味がないようだ。

　話しているうちに頭痛と胃痛を忘れ、気づけばぺろりと朝食を平らげていた。アーリーたちにそのつもりはなかったのかもしれないけど、感謝だ。

　ククルとレティシアも食べ終わっているし、「お先」と告げて立ち上がる。アーリーも「おう」と鷹おう揚ように返し、続ける。

「後ろの方の席、とっといてくれ」

「オッケー」

　教室は席が自由なので早めに行って良いい席を確保するに越したことはない。うちのクラスはいい意味で平等で、初日に後ろの席に座れなかったからってずっとそれに甘んじることはなかった。

　食器をカウンターに返し、俺たちは寮母さんに浅く頭を下げる。

「ごちそうさまでした」

「うぃ。お粗末さん」

　淡々としているが寮母さんはやはりまだなにか言いたそう。そそくさと立ち去り、廊下に出たところでレティシアが俺の耳に唇を寄せた。

「ね、マキト」

「ぅお」

　耳に息がかかる感触に、つい体を引いてしまう。レティシアはそれにも構わず、俺の手を両手で包みこんで、はにかみながら見上げてくる。

「その……マキトが望むのなら、あの時の服、また着てもいいですわよ？」

　唐突過ぎて一瞬、レティシアがなにを言っているのか理解するのを頭が拒んだ……が、言いたいことは明白だ。

　どうやら、俺が頭を抱えていた原因をレティシアは見抜いていたらしかった。
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　長く鳴らされる鐘。

　それは今日の授業の終わりを告げる音だ。

「よし、今日はこれまで。解散」

　壮年の教官が告げると同時に演舞場の空気が弛し緩かんする。今日の選択教科は操そう鎧がい演習であり、早い話がシミュレーターを使った教習、演舞ロンドだ。

　散り散りになる生徒たちはまっすぐ寮に帰る者、クラブ活動に出る者、街に繰り出す者と様々。俺も一般生徒だったらクラブ活動にも興味があったのだが、一応『準軍属』という立場なので帰宅部をしている。現生徒会長──レティシアの姉でもあるカノン・アブソリュート先輩は生徒会と軍属を掛け持ちしているけど、あれは特例だろう。あんなこと、よっぽどのキャパシティがなければ務まらない。

　とはいえ今日は呼び出しを食らっているわけでもない。寮の自室で予習・復習に努めようかなどと考えつつ隣の筐きよう体たいへつま先を向ける。

　まだ演舞で使うミニチュアに同調していた感覚から自分の体に戻った違和感があるのだろう。難しい顔のまま微動だにしないククルに俺は声をかける。

「ククル、お疲れ。操縦、だいぶ上う手まくなったな」

　ククルは顔を上げると、琥こ珀はく色いろの目を向けて首をかしげる。

「偉い？」

「ああ、偉い偉い」

「んふふ～」

　よしよし、と頭をなでられて目を細めるククル。そこにレティシアも駆け寄ってきた。

「マキトっ。わたくしはっ？　わたくしはどうでしてっ？」

「レティシアも相変わらず頼りになるよ。っていうか、前より強くなってるんじゃないか？」

「ですわよねっ、ですわよねっ」

　ご満悦なレティシア。東での事件がきっかけだったのか、技に磨きがかかったような。演舞ロンドならば以前までは俺の勝率が一〇割だったけど、今やれば五分五分といったところだろう。

　頼もしい反面、負けていられないな、と気を引き締める。そんなところに、よろよろとおぼつかない足取りで歩いているアーリーを見つけた。

　片手で口元を押さえ、もう片方の手を壁について体を支え、エセルに付き添われている。

「おーい、大丈夫か？」

　声をかけると、アーリーはいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらをさらに険しくして言い返す。

「うるせェ。話しかけんな……うぷっ」

　顔面は蒼そう白はくで、乗り物に酔ったみたいに見える。演舞にしろ機鎧ラウンド・ギアにしろ、同化を解除すると大なり小なり違和感に悩むものだけど、ここまで症状が重いやつは初めて見た。

　俺が心配しているのと裏腹にエセルは、アーリーのこういう有り様を見慣れているのか気軽に尻尾を振っていた。

「聖骸アルビオンだと大丈夫なのに機鎧とか演舞だといっつもこうなのよ、こいつ。アーリー、肩貸す？　お肉奢おごってくれるなら貸してあげるわよ。んー、羊もいいけど、たまには鶏って気分？」

「だ、誰が駄犬の世話になんかなるかよ……」

　強がっているが、脚が生まれたての仔こ馬うまのごとく震えている。エセルも調子に乗って「ハイヨー！」とか言ってアーリーの尻を叩たたく始末だ。

「この……駄犬。あとで絶対泣かす」

「やれるもんならやってみなさいよ。こーんな情けないザマして！　ふふん、日頃の鬱憤、思い知りなさい！」

　無邪気に笑ってアーリーの尻を叩くエセルからは鬱憤のようなものは感じられない。むしろ犬が飼い主にじゃれついているようであり、気の置けない幼なじみをからかうようでもあった。つまりは、いちゃついているだけだ。

「そういやお前、本当に操縦ヘタクソだな」

「……ちっ。装備違うんだから慣れてなくって当然だろうが」

　不機嫌そうに舌打ちするアーリーだが、これが本当に笑えないレベルだったりする。下手すると留年とかもありうるくらいに。

　装備が違う、というのは銃での遠距離戦を中心とする〈ガンドッグ・ルヴァ〉の詠士ドルイドとしてはもっともらしい言い分に聞こえる。パートナーのことさえなければ「そういうものなのか」と納得していただろう。

　でもそれは言い訳に過ぎない。なにしろ──

「それにしては、エセルが上う手まいのが意外なんだよな」

　さっきの模擬戦でもかなり周到に立ち回っていた。単純な腕前なら俺やレティシアにはまだ及ばない。だが定じよう石せきにない奇襲を閃ひらめく発想力とそれを実行できる決断力、腕前を兼ね備えている。

　俺の指摘にエセルは、はにかむように苦笑する。

「アタシが訓練したところで聖骸アルビオンの操縦には関係ないんだけどね。ま、やらないよりましかなーってことでサボリ魔の代わりに練習してたのよ。アーリー、誠意を持って頼めばコツ、教えてあげなくもないわよ？」

「余計なお世話だ。……クソ。すぐに追い抜いてやる」

　と、アーリーがぶっきらぼうに言うと演舞場のドアが開いた。少し癖の入った金髪とメガネが特徴的な少女はきょろきょろと辺りを見渡し、俺たちを見つけると顔をほころばせて近寄ってくる。

「ああ、皆さん。よかった、まだ帰っていなくて。急いで来たかいがありました」

　第一四代ペリクリーズ王国君主、オリヴィア・ペリクリーズ。両親が急きゆう逝せいしたという事情で学生をやりつつ女王の務めもこなすことになった苦労人だ。

　政務に追われつつも、聖骸や機鎧ラウンド・ギアの研究についても率先してやっているらしく教導院の研けん鎧がい科に身を置いている。カノン先輩と似たように、学生と女王という二足のわらじを履いている立場だが、陛下はどこかいっぱいいっぱいな感じがする。

　今日だって、呼びつけてくれればいいものを陛下自ら足を運んで俺たちの元まで来た。逼ひつ迫ぱくした事態というわけではなく、これが陛下にとって当然のことらしい。

「陛下。なんでこんなところに？　なんか仕事の依頼ですか？」

　俺が畏おそれ多さを感じつつ問うとに陛下は、首を横に振る。

「今すぐというわけではないのですが、そうなりますね。立ち話もなんですし、どこか移動しましょうか。とはいえ、私の研究室はちょっとその、アレですし」

　ばつが悪そうに口ごもる陛下。たしかにあの部屋は陛下の言うとおりアレなのだが、とはいえそれを肯定もできず苦笑するしかない。

　どう反応していいものか困っていると、アーリーが観客席を顎で示した。

「そこのベンチでいいんじゃねーの？」

　俺たちは演舞ロンドの筐きよう体たいがあるところから一段上の、観客席へと移動する。階段を上り、古代の闘技場のように円形に並んだ座席に座るとアーリーは、生まれつきらしい不機嫌そうな目を陛下に向けた。

「で、なんの用だよ女王サマ？」

　アーリーの半はん眼がんにおびえた表情を見せつつ陛下は、一通の手紙を取り出す。

「ウィンザーで行われる〈披ひ露ろう戦せん〉に呼ばれているのですが……」

「〈披露戦〉って、操鎧士ラウンダーたちの腕前を見せる、あの？　東でもやってたんですか？」

　なんでも、学期末にそういうイベントがあって進路に影響する、という話は聞いていた。陛下はうなずき、続ける。

「ええ。〈披露戦〉は数少ない、他国同士が交わるイベントなのですよ。とは言っても招待されるのは一部の貴き賓ひんだけで、一般の民が観光気分で見に行ける、というものでもないのですけど現地ではお祭りみたいなイベントになっていますね」

「へえ」

　南の〈披露戦〉すら見たことがない俺にとっては、興味深い話。ククルも隣で「お祭り」と目を輝かせていた。

　浮かれた俺たちと裏腹に陛下の顔は晴れない。

「問題なのは、招待客のリストの中にあなたたちの名前もありまして。いかがなものかと」

「俺たちの名前が？」

　一部の貴賓しか呼ばれないところに？　場違い感が漂い、怪け訝げんそうにオウム返しにすると陛下は双そう眸ぼうを鋭くする。

「クズノハ様に何らかの思惑があることは確かでしょう。なにしろ観客ではなく、選手として参加してほしいなどという要望まであるのですから」

　さすがにそれは、耳を疑った。

「参加って言われても……俺、機鎧ラウンド・ギア動かせませんよ？」

「ええ、クズノハ様にもそう返しました。ですが聖骸アルビオンでも構わない、と」

「機鎧の大会に聖骸で、ってことですか？　ちょっと、大人げないんじゃ」

「そこは、クズノハ様のことですから。東の機鎧が聖骸にも匹敵しうるということを誇示したいのかもしれません」

「ババアらしい発想ね。あながち、陛下の推測も間違っちゃいないかも」

　苦々しい顔で言うエセル。その隣でアーリーは小さく手を挙げる。

「一つ、いいか？　ババアは俺たちにも参加しろ、って言ってんのか？」

「あ、すいません。選手として誘われているのはマキトたちだけですね。謡巫女バルドについては試合ごとの乗り換えも可、とのことです」

「ずいぶんこっちに都合がいいというか……向こう、余裕ですね」

　なめられているようで俺は、むっとする。俺以上に気にくわないのかエセルは「ぐぬぬ」と犬けん歯しをむき出しにして俺に告げた。

「いつものことだけどむかつくババアね。アタシたちの代わりにあいつに恥かかせてやってきてよ」

「お、おう」

　言われなくてもそのつもりだったが、エセルの剣けん幕まくにプレッシャーをかけられる。負ける気はないけどもし負けたら、えらい事になりそうだな。

　と思っていると、閃ひらめいた。

「けど、〈ユリゼン〉でもお前たちの聖骸アルビオンを生めるならそれで出ちゃえばいいんじゃないか？」

　ナイスアイディア！　と思ったのだがアーリーは呆あきれて眉み間けんの皺しわを深くする。

「オレたちが対戦することになったらどうすんだよ」

「あ、そうか」

「クズノハ様もそのあたりを考慮しての提案でしょうね」

　陛下にも苦笑されてしまう。いくらなんでも浅はか過ぎたか。

「ま、〈ルヴァ〉が直ってるっつーんなら話は別だけどな。どうなんだ？」

　俺が反省している一方で、アーリーに視線を向けられた陛下は、少し得意げに顔をほころばせる。

「ようやく補修の方法がわかりました。ですがあの〈ダグザ・ドライブ〉に使われている〈ファルの心髄〉がどうやら特別なものらしく現在、調達を急いでいるところです」

「作業自体は進んでるわけか。んじゃ、気き長ながに待ちますか」

「朗ろう報ほうね」

　不敵な笑みを浮かべて意気込む二人。たしかに二人が──〈ガンドッグ・ルヴァ〉が戦列に加わってくれるとなれば心強いなんてものじゃない。手ごわい敵だったからこそ、それが味方になれば頼もしい。

　二体の聖骸が並び立ち、共闘する。そんなシチュエーションに俺が胸を躍らせている一方でレティシアが話を進める。

「で、いつなんですの？　向こうの〈披ひ露ろう戦せん〉は」

「再来週の週末です。そこで、申し訳ないのですが……」

　陛下は急に口ごもった。

　そわそわと、落ち着きなく目を逸そらす陛下に身構える俺たち。誰もが嫌な予感を抱き『誰か行けよ』、『いやお前が行けよ』という視線をかわしあった後、結局ククルが小鳥のように首をかしげる。

「なに？」

　肩を縮め、俺たちの顔をうかがうような上目遣いになるという女王らしからぬ態度で陛下は、俺たちに尋ねる。

「その、移動の日程などを考えるとどうしても授業を休まないわけにはいかなくて。それで補習やレポート提出などという形で欠席した分の穴埋めをすることになるのですが、よろしいでしょうか？」

　補習！

　よくわかっていないっぽいククル以外の顔に緊張が走る。別に学業が嫌いというわけでないしその必要性もわかっているのだけど……補修というその響きがまず、気を重くさせる。いかにも、落ちこぼれのレッテルを貼られるみたいで。

　他の生徒が解放される中、残って勉強をさせられるというシチュエーションに抵抗を覚える……が、そう言ってもいられないだろう。

「俺は、行きます。クズノハに逃げたって思われるのは嫌ですし」

「マキトが行くなら、わたしも行く」

「わ、わたくしもですわっ」

　俺が宣言すると、ククルとレティシアがそれに続く。一方でエセルは考えこむような顔をして何度もベンチを尻尾でたたいていた。

「どうする、アーリー？」

　うつむき、眉根をなぞっていたアーリーはため息をついてから答える。

「二度とあの土地に踏み入るつもりはなかったけど……向こうに置いてきたままの荷物とかもあるからな。ババアも戻りたきゃいつでも戻って来いって言ってたし、せっかくだから便乗させてもらうか」

　決まりだ。陛下は俺たちの顔を順に見回し、大きくうなずく。

「けっこうです。それでは各自、当日まで準備をよろしくお願いします」

　今日はそれで解散。「まだ仕事があるので」と去って行った陛下を除き俺たちは、ぞろぞろと寮へ帰ることとなった。
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　飛ぶように月日が過ぎ去り、いよいよ東へ向かう当日。

　六限目が終わるとその足で俺たちは、集合場所である軍本部へ向かったのだが、そこは予想以上の人で溢あふれていた。

「え、これ全員、東に行くのか？」

　てっきり前回の潜入みたいに少数精鋭で動くのかと思っていた。俺が驚き戸惑っていると、横にいるレティシアからすかさず解説が入る。

「お忍びってわけじゃありませんし、〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉の護衛は必須。機鎧ラウンド・ギアを遠征させるなら補給や整備の人員もいりますし、これでも少ない方ですわよ」

「女王が移動するって大変なことなんだな。改めて実感するよ、〈披ひ露ろう戦せん〉が一大イベントだ、って」

　今さら緊張してきた。ヤバい……心臓の鼓動がどんどん強くなっていく。

　落ち着け、と思えば思うほどかえって力が入っていく体。そんな俺の背後から、両肩を包み込むように手が置かれた。

「硬くなる気持ちも分かるけど、肩の力を抜いていこう。リラックス、リラックス」

　耳に心地のいいアルトボイス。こんな優雅な声の持ち主、俺は一人しか心当たりがない。

「お、おはようございます、カノン先輩っ」

　振り向く俺を迎えたのは、まぶしいくらいの笑顔だった。

「や、おはよう」

　束ねてさらりと流した金髪に、レティシアと同じコバルトブルーの瞳。教導院の男子制服が包む体は、俺より小柄で華きや奢しやだ。

　一見するとただのさわやかな好青年だが、この人こそカノン・アブソリュート。〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉最年少団員にして生徒会長という、天才という言葉のほうがかすむくらいの傑物である。

　先輩は俺の肩をもみながら、さわやかな笑顔をククルたちにも向ける。

「巫み女こ様とレティもおはよう」

「おはよう」

「おはようございます、お兄様」

　のんきにあいさつをかわしているが、俺は気が気じゃない。身をよじって、先輩の肩もみから逃げた。

　先輩は不思議そうに、目をぱちくりさせる。

「おっと、強くもみ過ぎたかい？」

「いや、先輩に肩もみされるって、めちゃくちゃ気まずいんで」

「そうかー。まあ、緊張がほぐれたならなによりだ」

　緊張がほぐれたというよりは、びっくりして緊張が吹き飛んだといったほうが正しいのだけど、こんな後光が差すような笑顔を見せられたら訂正できない。俺は苦笑して「ありがとうございました」と言うしかなかった。

　それにしても、ここに先輩がいるってことは──

「先輩も〈守護竜牙団〉として陛下の護衛ですか」

「そういうことだ。これから数日、よろしく頼む」

「はい、こちらこそ」

　先輩がいてくれるのは心強い。〈守護竜牙団〉の実力は今さら疑うまでもないが、先輩はその中でも特別に見える。

　一方で、別な懸念があった。

「あ、先輩。一つ質問いいですか？」

「ん、なんだい？」

　俺は周りを気にしてから、声を小さくする。

「あの……軍の人たちって先輩の秘密、知ってるんですか？」

　男の格かつ好こうをしているが先輩は、れっきとした女である。なんでもカノン先輩の父親が、生まれる前から男だと言いふらしてしまったせいで引くに引けなくなったとか、そんな軽率な理由で男として育てられてしまったとのことだ。

「いや、誰も知らない……はずだ。一応、男ということで通っている。最近……隠しづらくなってきてるけど」

　と、さわやかな笑顔から一転して、恥らうように自分の胸のあたりを気にする先輩。たしかに……むしろあれだけのボリュームをよくここまで押しこめていると驚きよう愕がくするほどだ。

　レティシアも俺の隣で、先輩の胸を凝視する。

「そういえばお兄様……また大きくなってなくって？」

「し、しかたないだろっ。好きで大きくしているわけじゃない。メ、メイフィールドも、じろじろ見るなっ」

「すいません！」

　危ない。完全に無意識的に視線が吸い寄せられていた。誤ご魔ま化かすように俺は、すかさず気になっていたことを指摘する。

「でも、団体行動だとバレるリスク高くないですか？　そこ大丈夫なのかな、って」













「まあ、ボクの男装も年季が入ってるからね。注意を払うポイントはわかってるし、隠しとおして見せるさ」

「さすがはお兄様ですわね」

「だろう？」

　なんか姉妹並んで自信満々にしているけど不安だ。レティシアのうっかり癖が、もしかしたら血統なんじゃないかという疑惑がある。でなければ、あんなあっさりと俺にバレるわけがないだろう。

　半信半疑。俺が先輩の水浴び中に出くわしたのは偶然で、普段はもっと上う手まくやっているのかなー、なんて思っていると聞き覚えのある声が人ごみの向こうからする。

「アーリー、こっち。こっちからアイツの匂いがする」

「そりゃいいけど駄犬。歩くスピード速すぎだ」

「アンタが遅いだけでしょ。ちんたら歩いてると年寄りみたいよ？　アンタ、白髪だし」

「白髪は関係ねーだろうが白髪は」

　これって、あいつらだよな……と思っていると人垣を越えて予想通りの顔が見えた。

「おい、南の……っと」

　声をかけようとしたアーリーは、俺たちが先輩と話しているのに気付くとこちらに背を向けた。

「取りこみ中なら後でいい。話があるから、終わったら聖骸アルビオンのところに来い」

　さっさと踵きびすを返すアーリーたちを、先輩は引き止める。

「あ、ちょっと──」

「あン？」

　怪け訝げんそうに振り返るアーリーに先輩は、はにかみながら笑みを向ける。

「あ、その……ありがとう。この前、レティ──妹を助けてもらった件、ずっとお礼、言いそびれていたから」

　まっすぐすぎる先輩の視線にアーリーは、露骨に顔をそむけた。

「……けっ。別にテメェのためにやったわけじゃねーよ。クソババアに一泡吹かせたかっただけだ」

「アーリー、もうちょっと言い方ってもんがあるでしょ？　アタシたちがあのババアをコケにしたかったってのは事実だけどさ」

　ひねくれた物言いをするアーリーを咎とがめるエセル。そんな二人に先輩は、おおらかに笑いかけた。

「いや、いいさ。キミたちがどういうつもりで行動したかは関係なくて、ボクが感謝しているってことを伝えたかった。それだけなんだ」

「……」

　後光が差しているようなさわやかな先輩の笑顔にアーリーたちは声を失ったようだった。実際、あれを目の前にするとなにも言えなくなってしまう。オーラが圧倒的過ぎて。

　アーリーはむず痒がゆそうに自分の白髪をかくと、半はん眼がんで言い返す。

「借りだと思うんなら、とっとと返してくれ。それでチャラだ。いつまでも恩に感じてもらってるっつーのはウザったくてしょうがねェ」

「ああ。そうさせてもらう」

　と、カノン先輩が微笑ほほえむと遠くから先輩の名前を呼ぶ声があった。

「おっと、ミーティングだ。じゃ、そういうことでよろしく」

「はい、こちらこそ」

　一礼して先輩を見送ると俺は、アーリーに向き直る。

「で、なんの用だ？」

　俺の問いにアーリーは、ぶっきら棒に答えた。

「聖骸アルビオン運ぶのに今日はどっちが乗るかっつーことだよ。テメェが巫み女こサマの体力を温存しときたいっつーんなら、全日オレらが運んでもいいけどよ」

「そこはレティシアを謡巫女バルドにするから問題ないんだけど……悩むようなことじゃないし、こいつで決めちゃうか」

　と俺はコインを取り出す。アーリーも異論はないようでうなずいた。

「表なら、今日はオレらってことで」

「オッケイ」

　コインをはじき、空中でキャッチして手の甲に。伏せていた手をどかして現れたのは、

「──表。んじゃ、今日はよろしく頼む」

「おう。駄犬、行くぞ」

「いぬじゃないっ」

　いつものやり取りをしながら物陰へ向かう二人を見送ると、俺たちも歩き出した。

「じゃ、俺たちも行くか」

「ん」

「ですわね」

　ククルやレティシアとともに自分たちの馬車へと向かう。用意されていたのは、箱型の四輪馬車で俺たちは御者に「よろしくおねがいします」と頭を下げて、中に乗りこむ。

　東までの道のりは三日。長旅であり、馬車の中でじっとしているよりは聖骸で警護に当たっている方が性分に合っているかもしれない。一日座ってみて、ダメそうだったらアーリーに半日交替を提案しよう。

　そのうち、準備ができたのか機鎧ラウンド・ギアの重い足音が響き始める。それに合わせて馬車もゆっくりと進み出した。

　王都を出て、城壁の外へ。西日に染まる街道を一団は進んでいく。都会的な街並みはすぐ麦畑や放牧されている羊たちに変わり、ククルは物珍しそうに窓から身を乗り出していた。

　そんなククルを俺とレティシアで和やかに見つめる。穏やかな時間が続いたかと思いきや、不意にククルが呼びかけてきた。

「マキト。誰か来た」

「え？」

　どういうこと？　と俺もククルの横から外に向かって首を出してみる。ククルの言うとおり、一台の馬車がこちらに並走しようとしているところだった。

「そこの馬車に寄せてくれ。いや、違う。そっちじゃない。その後ろだ」

　ガタゴトと馬車の車輪の音に混じって、そんな声が聞こえてきた。向こうの馬車の窓が開く。乗っていたのは細ほそ面おもてで隻せき眼がんの中年ともう一人……あれは、ラニの親父おやじさんか？

　格納庫ハンガーで何度か見たことがある、『主任』と呼ばれている人。その耳はドワーフの特徴として尖とがっており、前髪は目元を隠すように伸ばされている。

「な……」

　レティシアは隻眼の中年を見たまま唖あ然ぜんと固まっている。そんなに驚くような人物なのだろうか？

　と思っていると、その当人から声がかけられた。

「マキト・メイフィールド……というのは君でいいか？　いいな。うん、間違いない」

　軍服に身を包んでいるがその中年が片手に持っているのは酒の瓶だ。〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉でありながら警護に当たっていない？

「確かに俺はマキト・メイフィールドですけど何者なんですか、一体？」

　俺が不審そうに問うと中年は、残った片目を細めた。

「ふむ……。まあ、見てわかれというのも無む茶ちや振りか。子どもたちは妻に似ているものでね」

「はい？」

　子ども……って？　と首をかしげたところで、俺の肩越しにレティシアが叫んだ。

「な、なにをしに来ましたの、お父様！」

　おとうさま？

　え？　それじゃ、子どもって……レティシアで？　っていうことはつまり──

　混乱する俺がおかしかったのか隻眼の中年は、肩を揺らした。

「クリフ・アブソリュート。この国で元げん帥すいをやらせてもらっている者だ」

　──つくづく俺は、この国の重鎮にからかわれる運命にあるらしい。

　血の気が一気に引く。レティシアの父親っていうのも衝撃的だが、それ以上にその肩書きが俺を緊張させる。元げん帥すいってことは軍のトップではありませんか。

　頭が真っ白になってしまってなにも反応できずにいる俺に元帥は、構うことなく続ける。

「こっちで黙っているのは、ザジ・ロックスミス。何度か見たことがあるだろうが、本部の格納庫ハンガーで主任をやっている。以後よろしく頼む、聖骸アルビオンの乗り手たち」

　軍本部の主任というのも、かなりの上流階級だったりする。普通ならド田舎の農村出身の俺が口をきける立場ではない。

　それでも、なにか言わなくては。とっさに俺は、頭を下げた。

「こ、これは失礼しました！　そ、それで、そそそそ、その、げ、元帥閣下様と、しゅ、主任が、俺ごときになんの用でしょうか？」

　目を合わせられるわけがなく、声は思いっきり裏返る。情けないにもほどがあった。

　そんな俺に元帥は、カノン先輩を思わせる余裕のある態度で接する。

「なに、そう固くなってくれるな。娘たちが世話になっているようだから、あいさつをしようと思っただけだ」

　と告げると元帥は、「はっ」と緊張感に満ちた顔つきになった。

「やば。娘たちとか言っちゃったよ。カノンが女だってこと、気づかれてないかな？　なあ、どう思うザジ？」

「知るか」

「えーっと、大丈夫ですよ？　もう知ってるんで、先輩が女だってこと」

　……やっぱりうっかり癖、遺伝なんじゃないだろうか。これでよく今まで女だってこと隠し通せてきたな、カノン先輩。

　と、俺が心配すると、うろたえた様子から一転して元帥は鋭く尋ねてきた。

「知ってる？　はて……それはどうして、かな？」

「い、いや！　この前東に遠征した時、たまたま水浴びしてたところに出くわしただけで、決してそれ以上の関係ではないです！」

「水浴び……だと？　つまり君は見たわけか？　私の娘の、裸を」

「マキト、どういうことですの!?」

　今度は親子から追及が来る。下手に誤ご魔ま化かして事態を悪化させるよりは、ありのままを説明してしまった方が得策か！

「す、すみません！　でも、あの時は仕方なかったんですよ！　敵の哨しよう戒かいが近づいてて、一刻も早く先輩に伝えなきゃってこっちも必死でしたし！」

　必死に弁明する俺に、ククルが不思議そうに目を丸くする。

「カノンって女の子だったの？」

「お前はまずそこから説明しなきゃいけなかったの!?」

　混こん沌とんだ。あらゆる情報が錯さく綜そうする状況に元帥は、小さくため息をついた。

「まあいい。今日声をかけたのはあいさつということもあったが、君のその奔放な性欲について一言物申したかったんだ。このザジも、同志でね。なんでも君は、ラニにも手を出そうとしているらしいじゃないか」

「奔放な性欲って」

　別に性欲で動いているわけじゃないんですよ、と言い返したかったが向こうの放つプレッシャーがそれを許さなかった。ラニの親父おやじさんも言葉こそ出さないものの圧力だけはすごいし。

　代わって、というわけではないがレティシアが眉をつり上げて言い返す。

「そんなこと、お父様に言われる筋合いないですわ！」

「レティ。たしかに私も若いときはやんちゃしたものだがね、妻と出会ってからは妻一筋だよ？」

「それ、単にお母様が怖かっただけですわよね？」

　ぎくり、と元げん帥すいの顔が引きつる。

「な、なにを言っているのかわからないな。最愛の妻が怖いだなんて、そんなことあるはずないだろう」

　元帥が自分に言い聞かせるようにつぶやいているので俺は、こっそりレティシアに問う。

「レティシアのお母様って、そんなに怖いのか？」

「っていうか入り婿なんで基本的に立場弱いんですのよ、お父様」

「レティ。余計なことを言わなくていい」

　苦虫をかみつぶしたような顔で注意する元帥。でも仮に俺がレティシアの家に婿に入るって考えると……たしかにそれだけで胃が痛くなるような気がする。古くから続く名家に身一つで入れだなんて想像を絶するプレッシャーだ。

　その重圧を乗り越えて今、元帥という立場にいる。その意味について改めて考えると、目の前の人物がとんでもなくデカく見えた。

　一目置いていると元帥は、酒を一気に煽あおって続けた。

「とにかく、だ。聖骸アルビオンの戦力的有用性も詠士ドルイドとしての事情もわかっているつもりだ。だが私は──我々は軍人である前に父親なんだ。聖骸のシステムそのものを受け入れられない気持ちを理解してほしい」

　意外な言葉だった。軍のトップというと家庭よりは国家を大事にするようなイメージを勝手に抱いていたが、この人はどうもそうじゃないらしい。

　だからこそ俺は、未熟なりに真しん摯しな言葉を探す。

「はい。もちろん、わかってるつもりです。俺なりに責任の取り方っていうか、なんとか誰も不幸せにしない方法を考えてはいるんですけど」

「……ふん。若いくせに知った風な口をきく。私が君くらいの年ごろには、もっとふてぶてしかったものだがね」

　言葉の刺とげ々とげしさとは裏腹に、元げん帥すいの声自体は柔らかい。その矛盾する態度の意味を考えるのもつかの間──元帥は再び声に緊張感を持たせる。

「だが同時に、この国の戦力を預かる身としても君の不ふ甲が斐いない戦いぶりについて指摘しないわけにはいかない。伝え聞いただけのことで申し訳ないが、ただの機鎧ラウンド・ギアに苦戦したらしいな？」

「──っ」

　喉が委縮してしまう。その間にも元帥はつらつらと続けた。

「聖骸アルビオン──それが実際にどれほどの力なのか測ることはできないが神話に謡うたわれ、かの〈審判の獣パニツシユメント〉すら退けたというものを使っておきながら機鎧にてこずるとは情けない話だと思わないか？」

「……その通り、です」

「お父様──」

　なにか言い返そうとするレティシアを俺は、すかさず止める。

「いや、レティシア。いいんだ。元帥の言うとおりだ」

　返す言葉もない。たしかにクズノハは強かった。あの機鎧も規格外の性能だった。

　だが、それがどうしたというのか。

　俺が乗っていたのは聖骸だ。機鎧の原形とされた、最強の四機の一つだ。それに乗っておきながらカノン先輩の手助けがあってようやく撃退できたなんて醜しゆう態たいを見せた俺の実力に、疑いの目が向けられるのは当然のことだ。

　俺という人間を見定めるように元帥は、片方だけの目を刃物のように鋭くしてこちらを見据える。

「それだったらまだ、カノンの方が適任だ……というのは親馬鹿の発言だな。ともかく、君以上の人材がいるんじゃないかと考えている、ということだ」

　俺よりふさわしい人間がいる。たしかにそうかもしれない。

　だけどそんな自問自答、もう何度だって繰り返してきていることだ。

「操鎧士ラウンダーとしての実力は、俺より先輩の方が間違いなく上でしょう。それでも現状、詠士ドルイドとしての役目ってものを俺は、誰よりも理解しているつもりです」

　これだけは譲れない。ククルが目覚め、ずっと俺に教え続けてくれたこととして。

　それが俺の矜きよう持じ。恐れず、元帥の視線を真っ向から受け止める。元帥は窓まど枠わくに頬ほお杖づえをついたまま「ふむ」とため息をつく。

「なるほど。ならば君に私を見返すチャンスをあげよう」

「チャンス？」

　問い返すと元帥は、片方だけの目を鋭く細めた。

「折しも東の〈披ひ露ろう戦せん〉に招かれているということだ。そこで君が詠士ドルイドとしてふさわしい結果を残してくれればいい」

「──」

　思いがけない提案に虚をつかれ、目を丸くした。

　元げん帥すいの視線にあるのは、値踏みするというよりはもっと稚気を含んだもの。言語化するなら、そう──




　見せてみろ。君の実力を。




　元帥の挑発めいた笑みは、言葉にしなくても直接俺の頭にそう告げるようだった。

　細められた隻せき眼がんが俺の反応を楽しむようにこちらを覗のぞいている。普通なら得体の知れない圧力に尻ごみするところ。軍のトップを相手にこんな反応をするなんておかしいだろうけど……俺は元帥の提案に、滾たぎっていた。

「──ありがとうございます。そういうわかりやすい方法は好きですよ、俺も」

　気づけば俺も、口元が勝手に笑っていた。詠士としてふさわしい。その言い回しに引っかかるところもあったが、要は優勝してしまえばいいだろう。

　燃えてきた。クズノハに踊らされるようで気にくわなかったけど、こういうモチベーションがあれば話は別だ。

　元帥はさっきから一言もしゃべらないラニの親父おやじさんに確認する。

「ということだ。ザジもいいだろうか？」

「構わない」

　相変わらずラニの親父さんは口数が少ない。そういえば格納庫ハンガーで働いてる時も、指示とか最小限の言葉で済ませていたな。

「茶番だ、なにもかも」

「え？」

　なにか確信をつくような……それでいて「話すつもりはない」という圧倒的な拒絶の意志をラニの親父さんは身にまとう。それでも俺は尋ねてみた。

「何のこと、ですか？」

「……」

　返事はない。ラニの親父さんは再び口を重く閉ざし、馬車がガタゴト揺れる音だけが響く。もともと無口な人なのかもしれないが、言いようのないざわめきを俺は胸に感じた。

　この遠征……どうやらクズノハの思惑以上に一ひと波は乱らんありそうだ。









　　
第二章　賢人の宴





　王都を発たってから四日目の夜。ぼんやりと魔力の光が灯ともる城壁がようやく見えてきた。

　城壁の上には月と瞳をモチーフにした不気味な国章が描かれた旗が、風に揺れている。ここが東の国……ウィンザーの首都か。

　堅く閉ざされた城門を前にして俺は聖骸アルビオンとの合一を解き、地面に降り立つ。それとほぼ同時に豪ごう奢しやな馬車が横に並び、陛下が降りてきた。

　威圧的な城壁に身構えていた俺とククルに陛下は、ほんわかとした笑みを向ける。

「長旅、お疲れ様でした。ようやく着きましたね、東に」

「陛下こそお疲れ様です。ところで、聖骸とか機鎧ラウンド・ギアってどうするんですか？」

「〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉には申し訳ないのですが城壁の外で野営してもらいます。聖骸も彼らが守りますので、ご安心を。聖骸はこのまま門の前に置いたままでいいそうです。あとで運んでもらう手はずになってるので」

「なるほど」

　見れば〈守護竜牙団〉の団員たちやその他の補給や整備の兵たちは、城壁からやや離れたところでテントの設営を始めている。その手際はさすがに手て馴なれたものだった。

　門が開く。向こうから現れたのはキツネの耳と尻尾を持つ少女だ。

「よくおいでなすった、南のご一行。歓迎するぞ」

　ここっ、と喉の奥で押し殺すような特徴的な笑い方をする少女は、古めかしい口調通り外見相応の歳としではない。三〇〇年生き、機鎧の生みの親でもある東の賢人、クズノハ。俺たちをこの地に招いた張本人だ。

　馬車から降りた陛下は、クズノハに向かって丁寧に頭を下げる。

「クズノハ様自らお出迎えとは、恐れ入ります」

「ウチもついさっき研究所ラボからこちらに着いたばかりでの。せっかくだから顔を見せに来たまでよ。恐縮する必要はない」

　続いてクズノハは、俺たちに向き直る。

「来てくれたか、南の乗り手たち。あからさまに怪しいし断られても仕方ないと思うていたのじゃが、嬉うれしいぞ。ヌシらがおれば祭りも盛り上がろう」

「祭りを盛り上げるだけが目的か？」

　警戒心丸出しで俺がジト目を向けると、クズノハは意味ありげにキツネ耳をピコピコ動かしてみせた。

「無論、それだけではない。というか、もう一人の客人もすでに着いているとのことじゃ。ヌシらさえよければさっそくそっちの用事から済ませてしまいたいのじゃが、どうかや？」

「俺は構わないけど……どうですか、陛下？」

「今日できることを明日に回すな、と言いますしお誘いに乗らせてもらいましょう。ですが、もう一人──とは？」

　注意深く問う陛下にクズノハは、あからさまな渋面になる。

「なに、気に掛けるほどのやつでもない。『なんかそこにいる』程度に思うてくれればよい。ウチとしてはなるべく呼びたくなかったんじゃが……ま、事が事だけにのう。呼ばぬわけにはいかぬ」

　クズノハにこんな顔をさせる人物？　常に飄ひよう々ひようとして狡こう猾かつなこいつの手を煩わずらわせるようなやつがいるっていうのか？

　きな臭さが漂う一方で、興味深くもある。クズノハは俺たちに愚痴ってもしょうがない、といった感じで切り替えた。

「おい、伝令。宿に、呼びに行ってくれ。ウチらは先に迎賓館に行かせてもらう」

「はっ！」

　盾と槍を壁に立てかけ、駆け足で去っていく番兵。クズノハは続けて陛下に向き直った。

「アーリーやエセル、それにレティシアにも同席願いたいのじゃが、頼めるかや？　というかまず、あのバカ息子ども来ておるかのう？　ウチの誘い、無視してそうじゃが」

「来ていますので、掛け合ってみます。ちょっと待っていてください」

　陛下は颯さつ爽そうと、アーリーたちの乗る馬車に向かって走り出してしまう。一言命じてくれれば俺が行ったものを、その隙すら与えない行動力だ。

　クズノハも陛下のフットワークの軽さに、あきれるようにため息をつく。

「やれやれ。やつにはもう少し人を使うということを覚えてもらわねばのう。あんな調子ではいつか倒れるぞ。ヌシもそう思わぬかや？」

　急に話を振られたのが意外で戸惑ったが、クズノハの言うことには一理ある。研究室で寝泊まりをするくらいなら、もっと周りを頼ってもらいたい。

　とはいえ主君に対して意見をするのもはばかられ、俺の口調は自然と歯切れが悪くなる。

「陛下らしいって言えばそれまでなんだけど……たしかに働き過ぎなところはあるな」

「そう思うのなら、気にかけてやってくれぬか？　ウチでは目が届かぬ」

「ああ。陛下に進言するのは畏おそれ多いけど……倒れてからじゃ遅いからな」

「ここっ。よろしく頼むぞ」

　上機嫌に尻尾を揺らすクズノハに俺は、呆あきれて苦笑する。

「世話好きだよな、あんたも。他国の君主の体調を気遣うなんて」

　俺の指摘にクズノハは、はにかむような笑みを浮かべた。

「まあ……オリヴィアは、ウチにとっても特別な存在──友の、妹じゃからのう」

「友？」

　オウム返しに問うが、その答えを聞くよりも早く、陛下が息を弾ませて戻ってきた。

「お待たせしましたっ」

　続いて、陛下の一歩後ろでぴったりとレティシアが足を止め、そのさらに後ろからアーリーたちがいかにも気が乗らなそうにだらだらと歩いてくる。クズノハはアーリーたちの姿に目を丸くした。

「呼んでおいてなんじゃが、意外よのう。ウチの顔なぞ見とうないと、誘いを断ると思っていたのじゃが」

　それに対してエセルは、今にも威嚇のうなり声を上げそうな顔つきで返す。

「アンタが陛下たちに変なこと吹き込まないように見張りに来ただけよ。アタシの鼻だったら、アンタがなにか隠してても気づけるし」

「ふむ、うちの発言がまやかしや詐称でないことをヌシが保証してくれるということか。それはありがたい」

　飄ひよう々ひようと受け流すクズノハにエセルは、尻尾を逆立てて吐き捨てた。

「ぐぬぬぅ……あいっかわらずムカつくババア！」

　貫かん禄ろくが違いすぎる。エセルには悪いけど、傍はたから見ている分には舌ぜつ戦せんで勝ち目はないな。

「さて、ここで無駄話をする道理もあるまい。場所を移すぞ。ついて来い」

　クズノハに連れられながら俺たちは歩き出す。メインストリートは祭りのためか歩行者天国になっており、馬車用の道路にまで人があふれていた。

「ククル」

　人の波に呑のみこまれたらククルみたいにちっちゃいやつを見つける自信がない。手を差し出すとククルは「ん」とうなずき手を握り返した。

　ククルをかばいながら、器用にひょいひょいと人ごみを縫って進むクズノハの背を追う。時折、街の人々からかけられる声にクズノハは手を振って応えていた。

　中には声をかけるだけにとどまらない者もあった。五～六歳くらいのコボルトの子どもたちは、笑みを浮かべて近寄ってきたかと思うとクズノハの尻尾にしがみつく。

「クズノハさまだー」

「しっぽモフモフさせてー」

　クズノハは気分を害したそぶりもなく、子どもたちの頭を撫なでつつやんわりと尻尾から引きはがす。

「こっこっこ。これからちょいと野や暮ぼ用ようなので、また今度のう」

　東の民の気き質しつのせいなのかクズノハの人柄のせいなのか知らないけど……歴史を変えるような発明をした偉人に対してこの扱いはすごいな。たとえば俺が、陛下にこんな態度で接することができるかっていうと、とてもじゃないがそんなことはできない。

　でも、クズノハ自身もまんざらじゃなさそうだし民たちも心からクズノハを慕っているようだ。異国との違いをさっそく肌で感じたわけだが、気づいた差はそれだけでなかった。

「東は、木造の建物が多いんだな」

　街並みを眺めて抱いた感想をそのまま口にした。南の王都とは違う、独特の趣がある。祭りを前にして浮き立っている空気もあるが、もっと根本から南との違いを感じた。

「東はウチの研究所がある大森林を始め、木材が手に入りやすい環境ゆえにのう。その分、火の気には細心の注意を払っておる。灯りも魔力に頼るところが多い」

　俺のつぶやきにクズノハは、丁寧に解説してくれる。俺は、「なるほど」とうなずいて続けた。

「たしかに、火事でも起こったら一発でアウトだもんな。けど……なんかいいな。この雰囲気」

「南の石造りの街並みもウチは好きじゃがのう。建物そのものの意匠はもちろん、都市としてのデザインが秀逸じゃ。南の初代殿の慧けい眼がんゆえじゃろう。ウチも首都を移転する際に参考にさせてもらった」

「首都、移転してるのか？」

　俺の問いにクズノハは、わずかに目を眇すがめた。

「……王制から議会制に移行する際にのう。ま、いろいろあったのよ。いろいろと」

「へえ」

　クズノハの声にトゲを感じ、俺も生返事みたいになる。どうやらこれ以上、この話をしたくないようだ。

　クズノハが俺たちを連れてきたのは、街の外れにある館だった。大きさは南の軍本部と一緒くらいだが、あっちが軍本部という性質から物々しさを覚えさせるのに対しこちらは、街で見たどの建物よりも凝った意匠で、華やかに感じる。

『ウィンザー連邦迎賓館』と書かれた札が掲げられている門の両脇には、異族デミヒユーマンの番兵たちが立っている。彼らはクズノハの顔を見ると、背すじを伸ばして敬礼をよこした。

　楽にせよ、という感じのジェスチャーを返し、二人の間を通り抜けるクズノハ。俺たちもそれに続き、館の中に入った。

　外から見た印象のとおり、館の中は全体的に暖色系で統一されており、なにやら格調が高そうな雰囲気を漂わせている。足元は絨じゆう毯たんで、ふわふわと足裏を包む感覚がどうも落ち着かなかった。

　落ち着かないのはそのせいだけじゃないだろう。クズノハがなんのために俺たちを誘い、会談の場まで設けたのか──それを考えると気負うな、というほうが無理な話だ。

　分厚い樫かしのドアを開き、クズノハは部屋に入る。いかにもお偉方が会談をする場、という長いテーブルが置かれた部屋を俺は想像していたのだが──

「円えん卓たく？」

　部屋の中央に坐ざするのは、軽く十人は座れそうな大きな円えん卓たく。クズノハは少し自慢げに胸を反らした。

「うむ。ウチら四方の賢人が使ったという謂いわれもある、由緒正しき円卓じゃ。心して座るがよい」

「そ、そう言われると余計に緊張するだろ」

　イスに座ることすらためらわれたが、俺以外の面子メンツはすんなりと着席してしまう。俺もおそるおそるイスを引き、腰を掛けたけど体を包みこむ感触が心地よすぎて逆に落ち着かなかった。聖骸アルビオンの硬い座席とは雲泥の差である。

　そうしているうちに陛下がクズノハに向かって尋ねていた。

「それで、クズノハ様。やはり、もう一人の参加者について教えていただけると、こちらも心構えができるのですが」

　城門で迎えられた時に言っていたことを思い出す。クズノハにとっては招きたくない客だったようだが、いったいどんな人物だろう？

　クズノハはけだるげに頬ほお杖づえをつくと、アーリーを思わせる仏ぶつ頂ちよう面づらになって告げる。

「やつについてなぞ、語りたくもない。じゃが、考えてみればわかるはずよ。この面子に並んでいてもおかしくない者は多くなかろう──と言っているうちに来たか」

　足音でも聞こえたのかクズノハのキツネ耳がピコピコと動く。ノックはなく、ドアが開く音と同時に入ってきたのは俺たちと同じ年頃に見える少女だ。

　大樹を思わせる深い緑色の長髪に、切れ長の眼めが印象に残る。おそらく、木精ドライアドと呼ばれる異族デミヒユーマンだろう。

　手足が長く、均整のとれたプロポーションは街を歩けば大半の男が振り返るに違いない。思わず俺も見み惚とれてしまった。

　同時にその身には、大物だけが放つオーラがあった。まるで何百年とかけて育った大樹──いや、それよりももっとデカい、森そのもののような存在感だ。

　クズノハは彼女に向かって、頬杖をついたまま口元を上げて牙を見せる。

「久しいのう、ティターニア」

「ふん。相変わらずだな、駄だ狐ぎつね」

　クズノハに対しても物もの怖おじしない態度となにより、その名前。もしかして──

「西方のティターニア……か？」

　クズノハと並んで教科書に載る名前。〈四方の賢人〉と呼ばれる機鎧ラウンド・ギアの開発者の一人だ。

　つい先日知ったことだが、異族の中には精霊種という寿命が特別長いというか、そもそも魔力の素である魔素エーテルの結晶体であるために死ぬとか生きるとかいう考え方そのものがない種族がいるらしい。概念が形を持った存在とも言われ、クズノハにはその血が流れているらしいが、ティターニアもそのクチだろうか？

　たしかにクズノハの言うとおり、この面子メンツに並んでもおかしくないどころか、むしろ俺みたいな田舎者が同席するのが場違いなんじゃないかっていう存在。クズノハに続いてこんな大物にお目にかかれるなんて、俺の人生どうなってるんだ？

　驚きよう愕がくするのを通り越して放心しているとティターニアは、聞こえよがしに舌打ちをした。

「口のきき方に気をつけろ。年長者にはそれ相応の敬意を払え、クソ童貞が」

「どっどどどどど、童貞ってぇええ!?」

　初対面の相手に向かっての第一声か、それ!?　なんの根拠もないのにいきなりそんなこと言うか普通!?

　不意打ちで頭が真っ白になっているところに、ククルが無む垢くな表情で俺の腕をつついてくる。

「マキト、マキト。ドーテーってなに？」

「い、いや、お前が気にすることじゃないんだ。むしろ知っちゃいけない」

　引きつった笑顔で説明する一方で、陛下とレティシアがこそこそと話し合う。

「今の反応って、つまり、事実って考えて……いいんですかね？」

「そうですの？　そうですの？　田舎って他に娯楽がないって聞いてたけど」

　風評被害だ。だって……しょうがないじゃないか。朝から畑仕事と家畜の世話して暇を見つけては妹や弟たちの面倒見て休みの日には演舞場で技を磨いて受験勉強もして、ってやってれば恋人を作る暇なんかないに決まってるだろ。

　俺が演舞ロンドでＫＯされたみたいにうなだれているとティターニアは、参加している面々をぐるりと見回して鼻を鳴らした。

「ふん。しかしまあ、並べてみると見事にガキどもばかりだな。詠士ドルイドや謡巫女バルドに覚醒する条件に年齢制限があるのではないかと勘繰りたくなるくらいだ」

「ここっ。それこそ童貞であることが条件であったりしてのう」

　こづくりみたいなことを毎回させておいて童貞であり続けろとか聖骸アルビオンの設計者はサディストなのかよ。うんざりしてくるがティターニアからあっさりと否定される。

「安心しろ。その点についてはすでに否定材料ができている」

「ほう？　ヌシのところの詠士かや？　そやつらも連れて来いと手紙に書いておいたはずじゃが、どうした？」

「やつらにはやつらでやることがあってな。それより、こんなガキばかりで会談になるのか？　はるばる私を西から呼び寄せたんだ。ろくでもないことだったらその皮かわ剥はがして襟えり巻まきにするぞ」

「無論。というか、ウチもこんな事態でなくてはヌシを呼びなどせぬわ」

「だろう、な。わざわざ首相とは別に呼ぶほどだ。式典のたびにお前と顔を合わせるのが嫌で女王をやめたというのに、これでは何のために退位したのかわからない」

「ウチだってヌシの顔など見たくないわ」

　毒づき合う二人を見て俺はこっそり陛下に尋ねた。

「二人、仲悪いんですか？」

「私もウワサ程度にしか知らないのですが、水と油みたいな関係らしく」

　賢人というからもっと貫かん禄ろくのある人間を想像していたのだけど……。長生きしようが、ある程度のところで人間は成長を止めるのかもしれない。

　クズノハは、テーブルに突っ伏した姿勢から体を起こしてイスにふんぞり返る。

「ま、ともかくこれで揃そろったか。現存する賢人とその末まつ裔えいが全員集合とは……ここっ、自分で言うのもなんじゃが豪勢なものよの」

　全員集合。その言い回しに違和感を覚えた。

「北からは誰も呼んでないのか？　賢人本人がアンタみたいに精霊種じゃないならとっくに寿命だろうけど、子孫なり国王なりいるだろ？　陛下がそうであるように」

　クズノハは上機嫌から一転して、訝いぶかしげに眉をひそめる。

「は？　ヌシはなにを言うておる？」

「……え？　アンタこそ、なに言ってるんだよ？」

　どうにも話がかみ合わない。クズノハはそのまま、眇すがめた目を陛下に向けた。

「オリヴィア。どういうことじゃ？」

「すみません。父が……先代国王が、その情報を意図的に伏せていました。国民の間に動揺が走らないように。いえ──」

　陛下はうつむき、痛みに耐えるように浅く唇を嚙んだ。

　どこか見覚えのある横顔だ、と思うと同時に俺はすぐその情景を思い出す。

　あれは以前、入院していたカノン先輩を見舞いに行くレティシアの後ろ姿を、馬車から見ていたときと同じ顔だ。

「父も、認めたくなかったのでしょう。息子の亡骸なきがらが、滅びた地で野ざらしになっていることを」

　陛下の答えにクズノハも、切なげな顔をしてキツネ耳を半分伏せる。

「そうか……ウチも野や暮ぼなことを訊きいてしもうたな。すまぬ」

「いえ。そう言っていただけるだけで、私も気が休まります」

　陛下は心の整理がついたように落ち着いた顔を見せるが、俺としては気が気じゃなかった。

「どういうことですか？　滅びた地って」

　話が見えない。いや……見えているのに認めたくない、といったところか。それこそ先代の王のように。

　そんな俺の目を覚まさせるようにクズノハは、鋭い声音で告げる。

「聞いてのとおりよ。賢人もなにもあそこは……北方・シンベリンは国ごと滅びておる。南と違ちごうて賢人の末まつ裔えいすらおらぬ」

　いざ率直に告げられてもにわかには信じられなかった。

　だって──

「北との国境って、俺の故こ郷きようの村からすぐなんだぜ？　それが滅んだっていうのに……俺たちは何も知らず、のうのうと暮らしていたっていうのか？」

　ペリクリーズでも北部の端に位置する俺の故郷。レティシアには『田舎中の田舎』なんて言われるような土地だ。

　北の国とは険しい山脈で隔てられ、それがそのまま国境となっており俺たちも山の向こう側に気を配ることなんてなかった。だけどそんなすぐ傍そばのことを今までずっと知らずに生きていた──生きていられたという自分の鈍感さにこそ俺はショックを受ける。

　そんな俺を慰めるようにクズノハは、穏やかな声をかける。

「そういうものよ。多くの民衆は、いざ我が身に災いが振りかからねば危機感を抱かぬ。ヌシだけ特別に鈍感というわけではない。気にするな」

　じゃが──と間を置くとクズノハは、うって変わって鋭い目つきになった。

「今回ばかりはそうはいかぬ。ことが起こってからでは遅い。北の二の舞にならぬためにものう」

　クズノハの言葉に、それまでつまらなそうに自分の爪をいじっていたティターニアが初めて反応を見せた。

「そのために私を呼んだということか？」

「そういうことよ。ヌシも、西の地が北と同じ末路をたどるのは不本意じゃろう？」

「ふん。どんな災いが来るか知らないが、駄だ狐ぎつねの甘言に踊らされるまでもない。つるまなければいけないというのは弱者の理屈だろう？　私の国は──西方・ヴェローナはそんなものを必要とはしない」

「ここっ。文字通りの古株よのう。自分の土地に根付いてばかりで外の世界に目を向けようとせぬと、いずれ腐って倒れるぞ？」

　濃密に漂う不穏な空気。急速に高まる場の圧力に俺が心臓を締めつけられるような気分になる一方で、陛下はさすがに踏んだ場数が違うというか、いつものにこやかな態度のまま二人の間に割って入った。

「まあまあ、お二方とも。ケンカするほど仲がいい、とは言いますがまずは本題に戻りませんか？」

　陛下の表情に毒気を抜かれたのか、クズノハとティターニアはすんなりと矛を収める。クズノハはぐるりと参加者を見回すと厳かな顔をし、

「先日、ようやく東の聖骸アルビオンの所在を掴つかめた」

　次いで告げられたクズノハの言葉を、すんなりと理解できる者はいなかった。

「……は？」

　俺の口から間抜けな声が漏れる。いや、だって……なにを言っているんだ、クズノハは？

　東の聖骸アルビオンは俺がこの手で倒し、南で補修されているはずだ。あれが東の聖骸でないのなら、アーリーたちが乗っていたのはなんだというのか。

　西にも、ペリクリーズとウィンザーの聖骸が交戦した記録が伝わっていたのだろうか。ティターニアは色濃い不信を宿した目でクズノハを睨にらみつける。

「駄だ狐ぎつね。なんの冗談だ？」

「まあ、口先だけで告げられても実感はわかぬわな。現物をこの場に用意できれば言うことなかったのじゃが、生あい憎にくそうもいかなくてのう。古代の技術で封印されており、解除にはちと手間取りそうじゃ」

「そんな事情はどうでもいい。お前に問うことは二点。一つ、それは本当に聖骸なのか。二つ、だとしたら南に鹵ろ獲かくされているというものはなんなのか」

「問いに答えよう。一つ、嘘偽りなく、東の聖骸である。二つ、南に現在捕らわれているのもまた、聖骸である」

　斬り結ぶような緊張感を持って、鋭く言葉を交わし合う賢人たち。おいそれと口を挟むわけにはいかず牽けん制せいし合う空気の中、陛下は流れるように問いを突き入れた。

「五体目の聖骸。それが存在した──と、いうことですか？」

「そういうことよ。そもそも、そこのバカ息子どもが乗っていた聖骸。あれは東に坐ざすると伝えられる聖骸、〈ルヴァ〉ではない」

「は？　んじゃ、ありゃなんだってんだよ？」

　怪け訝げんそうであり、不機嫌そうでもあるアーリーにクズノハはあっさり正体を明かした。

「あれこそが真の南の聖骸、〈ユリゼン〉じゃよ。で、ウチが見つけた五体目。こっちが東の王朝に伝わる聖骸、〈ルヴァ〉じゃ」

「なっ……!?」

　絶句する俺と同じように、誰もが声を失う。クズノハは興奮しているのか、牙を見せる獣の笑顔になって続けた。

「この国のあり方が王政から各異族デミヒユーマンの首長による議会制へと変わる際のドタバタの最中、〈ルヴァ〉はずっとその姿を消していてのう。それが先日、ついに見つかった」

　上機嫌なクズノハに対し陛下は、気色ばんでテーブルの上に身を乗り出す。

「そんな、まさか。それでは私たちがずっと守ってきたあの聖骸……巫み女こ様が眠っていた南の聖骸は、いったいなんだと──」

「中央の聖骸」

　動転する陛下の言葉を切り捨てるように、クズノハの言葉は鋭かった。

　誰も、反応することすらできない。その存在を考えたことすらなかった俺たちは、ただ黙ってクズノハが続きを口にするのを待つしかなかった。

「いや、この言い回しは本来なら正しくない、か。やつの研究によると、本来なら中央に坐ざするそれこそが聖骸アルビオンと呼ばれるものであり、四方のそれは別の名を持つ、ということであったな。ま、とりあえずは他の聖骸と同様に識別名コードを与えるとして──中央の聖骸には〈オリジン〉とでも名付けておくかのう」

「識別名なんて、この際なんでもいいです。『やつ』というのは……」

　その答えを予想していながらあえて問うように陛下は、クズノハの顔をうかがった。クズノハはもったいぶることもなく、端的に告げる。

「ヴィクトール・ペリクリーズ。ヌシの兄よ」

　陛下の、兄？　一六年弱、ペリクリーズで生きてきたけど初耳だ。

　──と思うと同時にティターニアは、相変わらず気け怠だるそうな態度のまま問う。

「不可解だな。『中央』というものを、なぜ南の王家が持っている？　というか本来の〈ユリゼン〉がなぜ東に渡っている？」

「前半の問いについてはウチが知るところではないが、後半の問いにだけは答えよう。あれはヴィクトールが南の辺境で見つけたとのことじゃ。〈ルヴァ〉が消え、ウチの研究が停滞するのを見かねてこっそり貸してくれたのよ」

　クズノハの答えにティターニアは、失笑する。

「おいおい、正気か？　南の第一王子と駄だ狐ぎつねのウワサは西にも届くほどだったが、聖骸を貸し出すなんて頭が沸いているとしか思えないだろう」

「お言葉ですがティターニア様。兄は確かに変わり者でしたが、考えもなしに聖骸を貸すほどお人ひと好よしではありませんよ」

　静かだが力強く陛下は口を挟み、クズノハへと視線を移す。

「なにか目的があった。兄様とクズノハ様が手を組まなければならないような。……違いますか？」

「察しのとおりよ。ウチとヴィクトールは、前々から同じ脅威を感じておった。すなわち──〈審判の獣パニツシユメント〉の復活」

　一様に戦せん慄りつが走った。陛下は声を抑えることができず、テーブルに手をついて身を乗り出す。

「あり得るのですか？　そんな……〈大崩壊〉が、もう一度起こるようなことが！」

「南の小娘の言うとおりだな。妄言もいい加減にしろ駄狐。どこにそんな根拠がある？」

「目立たぬが、近頃起こっておる禍獣カラミテイの異変と似たような事例が過去にも起こっておる。また、十二年前──かの北方、シンベリンが滅んだ事件も無関係とは言えぬじゃろう。だからこそあの阿あ呆ほうは自ら調査に行って、あげく帰ってこんかったのよ」

　苛いら立だちや悲哀、寂しさ。複雑な感情が混ざった目でクズノハは続ける。

「そしてなにより……円環の巫み女この覚醒。これが一番の理由じゃろうのう」

　一同の視線がククルに集まった。ククルの表情は相変わらず読めず、クズノハの言葉に対してどんな感想を抱いているのかわからない。

「やつの研究によると、中央の聖骸アルビオンは四方の聖骸がそろって初めて真の力を発揮できるとのことじゃった。森羅万象──すべてを繋つなげ、力にするもの。それこそが中央の聖骸であり……繋がりの象徴たる『円環』の〈法〉を持つ謡巫女バルドの役目じゃろう、と」

　クズノハの言葉を受けて陛下は、神妙な顔で口を開く。

「四方の聖骸……ですか」

「ああ。そうでなくしては〈審判の獣パニツシユメント〉の打倒は厳しかろう」

「ほう？　ということは踏み入るか、あの土地へ」

「そうせねばならぬのう」

　賢人たちの間でなにやら話が進んでいるが、俺にはなにがなんだかだ。

「あの、そっちでは共通の理解があるようだけど、どういうこと？」

　クズノハは「やれやれ」とばかりに小さく肩をすくめた。

「四方の聖骸をそろえる必要がある。で、あるのなら手に入れなければならぬものがあろう？」

　四方の、とクズノハがその単語を強調してくれたおかげで俺もピンと来る。今、俺たちに足りないのは──

「北の聖骸か」

　アーリーたちが乗っていた、修復中の〈ユリゼン〉。

　クズノハが見つけた真の東方の聖骸、〈ルヴァ〉。

　そして西方、ヴェローナも聖骸を生めているような口ぶりだった。それでいて『四方の聖骸をそろえる必要がある』と言うのなら足りないのは、亡国の地に眠る北の聖骸だ。

「そういうことよ。ウチの第一目標は北の地で眠る聖骸、〈アーソナ〉の回収とするつもりじゃ」

　満足げにうなずき、明確な指針を示すクズノハだが陛下の顔は晴れない。苦痛に耐えるように声を絞り出すくらいだ。

「クズノハ様、それは──」

「わかっておる。北の地にはヌシの兄ですら命を落とすことになった雷の禍獣カラミテイが待ち受けておる。ヌシが雪辱戦という気になれぬのも仕方あるまい。なにせあのヴィクトールを返り討ちにするような禍獣じゃ。その力は禍獣の中でも群を抜いておろう」

　ヴィクトール殿下の力量がどれほどだったか知らないが、ただ一つわかっていることがある。禍獣の性質。引き起こす災いについて俺は考えを巡らせる。

　雷光──その速度と威力は言うまでもないだろう。おそらくクズノハの言うとおり、禍獣カラミテイの中でも最強の部類に入る。滅んだ北の地を三国がずっと放置し続けてきたのは、さわらぬ神にたたりなし、というやつだろう。

　そんなものを相手取るのにクズノハの目は意い気き軒けん昂こうだった。

「じゃが今なら──聖骸アルビオンという力を得たウチらが力を結集すれば、かの地に居い座すわる雷の獣を打破できるとウチは信じておる」

　勝利への確信。それ以上に俺が驚いたのは──

「結集……？　それって、つまり」

　俺の疑問にクズノハは、力強くうなずく。

「そう。もはや不干渉主義などという時代は終わった。ウチはこの世界の危機に際して、三国の共同戦線を提案する！」

　その宣言に驚かなかった人間が、この場にいるだろうか？

　六〇〇年続いた、国同士のあり方。それを今、変えようとしてるんだ、こいつは！

　その発想の大胆さに戦せん慄りつすると同時に、興奮する俺がいた。……繋つながるっていうのか？　この諸島が、一つに。

　あり得なかったはずの夢物語。それが現実になるかもしれない。みんなその光景をそれぞれ想像して声を失っていたところにクズノハは畳みかける。













「今のウチはウィンザー評議会議長でもなんでもない、ただの学者じゃ。それでもこの国の軍事の一端を預かる者としてできる限りの力を──」

　そこまで言いかけてクズノハは、不意に笑みを漏らした。

「いや、そんなことはどうでもよい。ウチが何者であろうとのう」

　クズノハは立ち上がると、飄ひよう々ひようとしたいつもの態度からは考えられない殊勝な面持ちで頭を下げる。

「友と、約束をした。この地を守ると。じゃから……どうか、すまぬ。ヌシらの力を貸してほしい」

　その行為に俺は、少なからず動揺した。天の意志だと思われていた禍獣カラミテイにすら抗あらがい、四方の賢人とまで呼ばれた存在にまさか頭を下げられるなどとは思わなかった。

　他の面々も俺と似たり寄ったりの心境だったのだろう。だれもが反応をしかねる空気。その中で真っ先に反応したのは、陛下だった。

「断れるわけがありません。南の地を預かる君主たる身として。また……兄様の妹として。その遺志を受け継ぐのが私の使命です」

　陛下らしい、誠実さが伝わってくる言葉。それでこそ陛下だ、と自分の主君を誇らしく思う一方──

「くくっ……はっはっはっはっは！」

　ティターニアはいきなり、堰せきを切ったように笑い出した。

　その反応に誰もが呆あつ気けにとられる。それくらいティターニアの反応は、『異常』の一言に尽きた。

　ティターニアの笑い声だけが部屋に虚むなしく響く。やがて波が引いていくようにティターニアは落ち着き、気の置けない友人に向けるような笑みでクズノハに問う。

「おい、駄だ狐ぎつね。私を呼んだのはそのとっておきの冗談を聞かせるためか？　なるほど、それだったら遠路はるばる来てやったかいがあるというものだ。久しぶりに笑わせてもらったぞ」

「冗談と思うてもらったのなら、心外じゃのう。なにゆえそう思う？」

　淡々と構えるクズノハに対してティターニアは、テーブルに肘をついて身を乗り出し、凄せい絶ぜつなまでの笑みを浮かべた。

「お前がなにをやっていたのか、私の耳に入っていないとでも思っていたか駄狐。今さら世界を救って、善行気取りか？　それとも自分のしてきたことに大義名分が欲しいのか？　なあ、参考までに聞かせてほしいんだが……お前のくだらない研究のために何人犠牲にした？」

　本心からその数を知りたいわけじゃないなんてことは、わかりきっていた。

　ただクズノハの所業を責めるだけの問い。そこにあるのは、濃厚で純粋な悪意だ。

　仲が悪いことをどうこう言うつもりじゃない。クズノハのやったことが正しいとも思わない。

　なのに俺は、なぜかティターニアの言い方に反感を覚えた。

「アンタ──」

「おい緑のババア」

　俺の声に被かぶせるように声が響く。

　その声の主──アーリーは左右で色が違う目でティターニアを見据えていた。

　血の気が引いた。いくらなんでも、『緑のババア』なんて呼び名はそのまんま過ぎて挑発として使うのもためらわれる。だがアーリーはそれを、この西の賢人に対して使った。

「……おい。それは私のことか？」

　案の定、ティターニアも余裕を取り繕おうとしていてもできないのか頬ほおがひくついている。アーリーはそれを面白がるかのように皮肉めいた笑みになった。

「はァ？　テメェ以外に誰がいますかァ？　頭の内側にもカビ生えてんのかよ」

「カ……カビ、だと？　私の髪がカビ色だと言いたいのか？　目上の人間への口のきき方には気をつけ──」

「目上だァ？　寝ぼけてんのかテメェ。オレがテメェに借りをつくったことなんて一度でもあったかよ？」

　それはアーリー独自の価値観なのかもしれない。貸し借りだけが全てで、地位も生い立ちも年齢もなにも関係ない、すべての人が平等だという前提に基づいた人生観。

　だからこそアーリーは、この賢人に対して臆さない。虚勢を張るわけでもなく、一欠けらの後ろめたさも持たず問いを放つ。

「寒くて死にそうなところに風呂に入らせてくれたか？　ハラ減ってるところにパンとスープをくれたか？　寝床を用意してくれたか？　路地裏でコソ泥としてしか生きられなかったオレに居場所をくれたか？　──オレに、守りたいものを守る力をくれたか？」

　その問いは、まさに弾丸のよう。

　付け入る隙を与えず狩人アーリーは畳みかける。

「全部このババアはくれた。オレはその借りを返した。返し切ったと思ったから今、オレの好きなようにしてる。それだけだ。よそ様に口出しされることじゃねェ。それともなんだ？　西じゃいちいちよそ様の家庭事情に首突っこむのが流儀なのか？　近所づきあいが盛んそうで、まるでド田舎だなァ」

　一いつ気き呵か成せい。鬱憤をぶちまけるようにまくし立てられて呆ぼう然ぜんとするティターニアにアーリーは、とどめとばかりに吐き捨てる。

「ババアがなにやってたかなんて関係ねェだろ。テメェはテメェの国のことだけ考えてりゃいいんだよ。テメェの国を守りたきゃ協力しろ」

　ぶっきら棒にふるまうアーリーに、クズノハとエセルがそれぞれボヤく。

「家庭事情、のう」

「ったく、甘いんだから」

　その反応にアーリーは「あン？」と眉をひそめた。

「なに笑ってんだ？」

「ここっ。なんでもない」

「ばーか、ばーか。人のこと、お人ひと好よしなんて言えないじゃないの」

　二人の言いたいことは鋭くない俺にもわかる。『家庭事情』──なんだかんだ言いながらアーリーは東を自分の家庭と……クズノハを自分の母親だと思っているんだ。

　外野の俺には、あれこれと推測することしかできない。ただ、今のやり取りを見ただけでも、アーリーとクズノハの間には絆きずなと呼べるものがある気がした。

　ティターニアは、舌打ちをする。

「正直、世界がどうなってもいいのだがな。まあ、退屈しのぎにはよさそうだ。駄だ狐ぎつね、乗ってやるぞ、その話」

「始めからそう言え。それとな、ティターニア。死人はゼロじゃ」

「は？」

　怪け訝げんそうな顔をするティターニアにクズノハは、穏やかに目を糸のように細める。

「さっきのヌシの質問に対する答えよ。ヌシがどういうつもりで『犠牲』という言葉を使ったか知らぬが、幸いにして死人はゼロじゃ。ウチが養子にした者ども一五六人のうち心身に変調があったものは一五五人。侘わびにもならぬがウチはこの数字を胸に刻んで墓場まで持っていくつもりじゃよ」

　クズノハの答えにティターニアは、冷笑を浮かべて肩をすくめる。

「死人は出していないから許してくださいとでも言うつもりか？」

「アホめ。誇っておるのよ。ウチの実験に死人が出なかったことを」

「誇る、とはまた御ご大たい層そうな言葉が出たな。それほど自分の手腕に思い上がっているのか？」

「……つくづく救えぬな、ヌシは。本当に頭にカビが生えたかや？」

　ティターニアを憐あわれむように目を伏せたクズノハは、顔を上げると同時に会心の笑みを見せた。

「ウチが誇っておるのは、無む茶ちやな実験に耐えきった子どもたちよ」

　その笑顔はいつもの人を食ったような老ろう獪かいなものではない。無む垢くな子どものようであり、母親の慈愛を含んでいるようでもあった。

　そんなクズノハにティターニアは、どこか寂しげな顔をした。

「感傷的になったな」

「ヌシも子を持て。それでわかることもあろう」

「そんな言葉が聞けるとは、昔のお前からは考えられないな。家庭なぞ持たないという主義だけは唯一お前に共感していたんだが」

「意外と楽しいぞ？」

「ふん……」

　ティターニアは不機嫌そうにそっぽを向いてしまう。完全に言い負かされた形だ。

　さっきまでの余裕は消え、ティターニアは苛いら立だたしげにテーブルを指先で叩たたきだして問うた。

「言いたいことはそれだけか駄だ狐ぎつね？　終わったのならとっとと帰らせろ」

「うむ。まあウチからは以上じゃが……オリヴィアや他の。なにかあるかや？　せっかく賢人と、一応賢人がそろっておる場じゃ。疑問があればとりあえず、ぶつけてみるのもよかろう」

「おい駄狐。その『一応』というのは私のことか？」

　ドスを聞かせた声を出してクズノハを睨にらむティターニア。二人の口くち喧げん嘩かがまた始まる前に俺はおずおずと手を挙げた。

「……あー、いいか？」

　せっかくだ。ダメもとでもいいからこの際、訊きいてみても損じゃない。

「それぞれの国って、どんな経緯で聖骸アルビオン生めたんだ？　南はククルっていう例外的な存在がいたから成り行きで生めたけど、少なくとも東にククルみたいな存在はいなかったんだよな？」

　具体的に言うとアーリーとエセルがどうやって〈ガンドッグ〉を生めたのかな、と。俺の時はククルから『こづくり』をしてくれたのがきっかけだったのだけど、エセルがククルのような巫み女こじゃないのなら、聖骸を生むのにこづくりが必要だという知識はないはずだ。

　そもそもあの儀式はなんなのか。なぜ生めるときと生めないときがあるのか──諸もろ々もろの疑問についての答えをこの賢人たちは持ってはいないだろうか？

　そんな期待に応えてくれたのはまず、クズノハだった。

「東については、たまたま生めたというのが真相じゃな。ぶっちゃけるとウチの功績とは言えぬし、その辺は当人に聞いてみなければわからぬ。で、どうなのかや？」

　ニヤニヤとアーリーたちに視線を向けるクズノハ。アーリーはいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、ぶっきら棒に返す。

「黙秘だ」

「そ、そう！　もくひ！　もくひよ、もくひ！」

　エセルもきゃんきゃんと声を上げる。よっぽど言いたくない事情があるんだろうが世界が滅ぶか滅ばないかの状況で情報を伏せないでほしい。

　クズノハは、再びテーブルに肘をついて身を乗り出し、もふもふした尻尾を揺らす。

「保護者の観点から言わせてもらえば二人の相性が良かったというのがまず一つじゃな。狩りを好む詠士ドルイドの気き質しつと、謡巫女バルドの『狩猟』という〈原初の法ロスト・コントラクト〉。この二つが組み合わさったことによって生まれたのが〈ガンドッグ〉、というのがウチの推測じゃ。……まぁ、そういう観念的な思考についてはヌシの方が得意じゃろう。どう思う、ティターニア？」

　クズノハに振られて、眉をひそめたまま成り行きを見守っていたティターニアは、渋々といった感じで語る。

「一つ、言えることは謡巫女には自身の〈法〉──いや、この場合は本質と言い換えた方がいいか。それについて理解や自覚が不可欠だということだ」

「理解や、自覚……」

　その言葉をかみしめるように俺は繰り返す。そういえば〈フォートレス・ユリゼン〉を生み出す前、レティシアは言っていた。

『今なら、思い出せますわ』

　自分の起源──どうして操鎧士ラウンダーを志そうと思ったのか。『なにかを守りたい』という自身の本質を自覚したからこそ、あの聖骸アルビオンは生まれたんじゃないだろうか？

「なんとなく思い当たる節がありますわね」

　レティシアも、毛先をくるくる弄いじりながらつぶやく。ティターニアは俺たちの顔を一いち瞥べつすると、さらに情報を与えるように続けた。

「〈法〉とは謡巫女の本質を表す、いわば心の力だ。なんのために聖骸を生むのかもわからない人間に聖骸は生めないさ。駄だ狐ぎつねが言う相性もあるのだろうが、もし聖骸が生めないコンビがいるのなら私はこう問う」

　一息。俺たちの反応をうかがってからティターニアはその問いを口にする。

「お前らはどうしたい、とな」

　どうしたい。それはつまり──

「聖骸を生むのは『意志』……ってことか」

　陛下が語った、英雄の資質。その結論に辿たどり着ついた俺にティターニアは、苛いら立だったままだった態度を初めて和らげた。

「意志、か。ふん。定義が曖昧な言葉だが、たしかにそうと言えるだろう」

「ありがとうございます。参考になりました」

　俺が一礼すると、陛下も静々と一礼する。

「私からもお礼を言わせてもらいます。まだ具体的な答えは出せませんが、考える方向性というか……光明が見えた気がしました。ありがとうございます、ティターニア様」

　ティターニアは陛下から露骨に目をそむけ、爪を気にしながら吐き捨てた。

「ふん。この程度のことで礼を言われる筋合いはない。頭を下げるくらいなら有力な情報の一つでも得てほしいものだな」

　その態度をからかうようにクズノハは「ここっ」と喉の奥で笑う。

「面目躍如、といったところかのう？」

「うるさい。駄だ狐ぎつねめ」

　忌いま々いましげに吐き捨てるとティターニアは、半はん眼がんをククルやレティシア──謡巫女バルドたちに向ける。

「〈法〉についての話が出たついでだ。お前たち、どこまで使いこなせている？」

「どこまでって言われましても……」

　教導院の授業みたいに評価の基準がないから、説明が難しいのだろう。弱ったような顔をするレティシアにティターニアは、すぐさま続けた。

「問い方を変えよう。術式シフトはどこまで進んでいる？」

「術式？」

　問い返すレティシアにティターニアは、講義をするように語りだす。

「〈法〉に限らず聖骸アルビオンは、機能に何重もの制限ロツクをかけられている。私の見立てでは、これらは乗り手の感情やお互いの理解に呼応して段階的に解放されていくものだ」

　ティターニアは顔の横に手を掲げると、順番に指を立てていく。

「初期から制限なしに使える第一術式フアーストシフト。階かい梯ていは順に〈ダグザ・ドライブ〉の超過駆動イグニツシヨンを以もって発動する第二術式セカンドシフトへと移行し……至るのが、最終術式ラストシフト。〈法〉の原点にして、究極と呼べる理ことわりだ」

　ティターニアの言葉には聞き覚えがある。謡巫女の謡うたに共通して用いられている定型句なようなものにそれがあった。

「第二術式までだっけ、俺たちは」

「ん」

「ですわね」

　俺の問いかけにうなずくククルとレティシア。ククルの〝サーキュラースイング〟、レティシアの〝ランパートストライク〟がこれに当たる。

　続けてアーリーとエセルも口を開いた。

「オレらも第二までだな」

「たしかに〝シャドウディバイダー〟の上になんか術式があるっぽいのは薄々気づいてたけど、次でもう最後なのね」

　その口ぶりに疑問を感じ、俺は口を挟む。

「あれ？　お前たちってもう全部そろってるんじゃないか？　たしか三つ使ってたよな、術式」

　術式の名前までは思い出せないがそれぞれ『影から武器を作り出す』『超威力の弓』『気配遮断』と記憶している。二番目が一番目の派生、みたいなことだろうか？

　俺の問いにエセルは、両手の指を一本ずつ立てた。

「第一術式フアーストシフトが二つある、ってことになるのかしらね。〝シャドウディバイダー〟以外の二つは超過駆動イグニツシヨンしなくても使えるもの」

「そういうことだろう。一つの階かい梯ていに複数の術式シフトを持つ者もいる」

　と、けだるげにうなずくティターニアは、そのまま小さくため息をつく。

「だが、話にならないな。こちらは最後の階梯──最終術式ラストシフトまで至っている。轡くつわを並べるつもりなら、最低でもその域に達することだ」

　悔しいが、ティターニアの言うとおり。俺たちが今の段階では、一歩遅れていることには違いない。一日でも早く聖骸アルビオンの真の力を引き出さなくては。

　他の乗り手たちも、表情にそんな意志をみなぎらせている。ティターニアはそれをうかがうと、けだるげに締めた。

「私からは以上だ」

「さて、他になにかないかや？」

　クズノハは促すが、質問は出なかった。〈審判の獣パニツシユメント〉の復活にしろ三国の共闘にしろ、いきなりな話だし、みんなまずは、それぞれ頭を整理する必要があるのだろう。

　ならば、とクズノハは続ける。

「今夜はこれで終わりじゃ。本格的な北方出征についてはまた場を改めて話し合おう。とりあえずは明後日の〈披ひ露ろう戦せん〉を楽しむがよい」

　と締めくくり、それぞれ席を立つ。その音にまぎれて俺は、人知れず息を呑のんだ。

（歴史が動く、か）

　ゆっくりと、だが重々しく。

　歯車が回り始める幻聴を聞いたような気がした。





　　　○





　夜も更けたことだし俺たちは、まっすぐ宿に向かう。ロビーでクズノハは、改めて今日の参加者一同をぐるりと眺めまわした。

「それでは皆の者、今日はご苦労であった。披露戦は明後日じゃし、明日は祭りを楽しむなり休養するなり羽を伸ばしてくれ」

　解散し、それぞれの部屋に向かう。用意されていた部屋は、今まで俺が泊まったことがないような豪華なものだった。ここに来るまでに泊まってきた宿だって安宿ではなかったが、それよりさらにひとつグレードが上がる。部屋の広さからして一般的な宿の倍はあり、ベッドだってやはり倍くらいのサイズ。シーツも一見しただけで最高級品ということがわかるほどだ。

　ベッドに座り、シーツを撫なでる。思わず「うおっ」と声が出た。尻を包みこむ感触もシーツの手触りも未知のものだ。

　これは寝るのが楽しみだ。さっそく風呂に入ってこよう──と呑のん気きなことを思っていられたのはここまでだった。

　ふと、気づく。俺の高揚と裏腹にククルが、うかない顔をしていることに。

「どうした、ククル？」

　ククルは上目づかいに俺の顔をうかがうと、拳一つ分ほど空けて俺の隣に座る。それから自分の膝をじっと見つめながら、ぽつぽつと不安を口にした。

「ずっと考えてた。わたしって、なんなのか」

　なんなのか。

　漠然とした問いだったが、ククルの立場になって考えてみる。

「中央の聖骸アルビオンのこととか、円環の巫み女この役割についてか？」

　ククルは「ん」と小さく首を縦に振る。

「怖い、かも。いろいろ、わかったこともあるのに。それでも、わたしが誰なのかわかるどころか逆に、わたしがわたしじゃなくなっていくみたい。……ぜんぶ思い出したとき、それは本当に『わたし』なの？」

　ククルは顔を上げると、涙がにじんだ切実な瞳で訴える。

「わたしは、今のわたしが好き。知らない昔の誰かじゃなくて、今ここにいるわたしが。マキトと一緒に戦ってきたわたしが」

　いつもより細く見える両肩。ククルの悩みを聞いていたせいで、本当にこいつがこのまま別の誰かになってしまいそうな気がして、消えてしまいそうな『今ここにいるククル』を離したくなくて──

　気づけば、思わず抱きしめてしまっていた。

「マキト？」

　不思議そうな声が耳元をくすぐる。俺はククルと、俺自身を落ち着かせるようにククルの柔らかな髪をなでる。

「……大丈夫だ。お前が何者だろうと、俺にとっては『ククル』だから」

　もう何度こづくりしてきただろうか。この距離にどきどきすることはなく、むしろ落ち着くくらいだ。

　指でククルの髪を梳すく。そうしているうちに自分の胸の中でもやもやしていたものが形を得ていくような気がした。

「なあ、ククル。俺、絶対的な存在ってないと思うんだ。誰がどのように見ても同じ感想しか抱かない絵がないみたいにさ」

「絵？」

「まあ、ものの喩たとえで絵じゃなくてもいい。音楽でも演劇でも、一人一人の感想があるみたいに、俺にとってのお前がいるし、レティシアにとってのお前や陛下にとってのお前がいる」

「わたしが、いっぱいいるの？」

　ククルは首をかしげるが、正直俺もよくわかっていない。こうして自分の想おもいを口に出すことによって考えをまとめられれば、というつもりだ。

「お前が本当は何者なのかにかかわらず、それを決めるのはお前を見ている誰かなんだよ。そうやって繋つながってくれる誰かがいてくれるってことが存在って言葉の意味──『ここにいる』ってことだと、俺は思う」

「……？」

　ククルはまだ不思議そう。でもここまでしゃべったおかげでようやく、本当に言いたいことが整理できた。

「お前が何者だろうと俺にとって『ククル』は『ククル』だ。俺のかけがえのないパートナーだ。それだけは、覚えておいてくれ」

　俺なりに、言葉にできるだけの想いをこめて伝える。拙つたなく、伝わりきらなかったかもしれないけどククルはうなずいてくれた。

「……ん。忘れない。マキトにとって、わたしはわたし」

「ああ」

　ククルはネコが懐くみたいに頬ほおをぐりぐりと俺の肩にすり寄せると、ひょいと隣のベッドに移る。

「もう、だいじょぶ。なんか、ほっとした」

　その顔からはさっきまでの不安がぬぐわれていて、俺も一安心した。

「お風呂入ってくる」

「俺もそうするか」

　ベッドの上に乗せられていたタオル一式を手に取る。その下に、なにか服のようなものが畳まれているのに気付いた。

　おもむろに俺は、それを広げてみる。バスローブに見えるが、もっと薄い。クズノハが着ている服と似ているけどあれより地味で、丈が長い。

　ククルも俺をまねてびろーんと、その服のようなものを広げて尋ねる。

「マキト。これ、なに？」

「部屋着、ってことか？　クズノハにでも訊きいてみるか」

　クズノハが、下の階の階段からすぐそばの部屋に入っていったのを見ている。風呂に行く途中に訪ねてみよう。

　階段を下り、クズノハの部屋のドアをノック。しかし、返事はない。ということは──

「あいつも風呂かな？　ククル、会ったら訊きいてみてくれ」

「ん」

　こくこくとうなずくククルを連れて大浴場まで。入口で別れて俺は脱衣所に入る。

　南と同じで、籐製の籠がならんだ脱衣所。俺は服を脱ぎ、浴場へと向かう。

　木材を組み合わせて作られた高い天井は、デザイン性と機能性を両立しているように見える。こういう建築になるのはやっぱりドワーフっていう、職人気き質しつの種族が多いからだろうか？

　もちろん、お湯加減もちょうどいい。寮の風呂よりは少し熱めだが、長旅の疲れが癒いやされるというものだ。

　風呂はそれだけじゃなく、蒸し風呂的な部屋があったりさらに奥に続いていたり。気になってそちらに向かってみると、露天風呂になっていた。

　岩に背を預け、天を見上げると満天の星。風情に浸っていると、壁の向こうからククルが呼びかけてきた。

「マキトー」

「おー、どうしたー？」

「あ、ここにいた」

　てっきり壁越しに声が返ってくるのかと思ったら、ククルの顔がひょこっと向こうから出てくる。顔というかむしろ、鎖骨のあたりまで出ていて、つまりギリギリ胸が見えるか見えないかの際どいラインだった。

「お、お前なぁ！　ちょっとは恥じらいってもんを持ってくれ！」

「？」

　ククルは不思議そうに首をかしげる。俺はククルから視線をはずしたまま尋ねた。

「……で、どうした？」

「部屋着のこと。クズノハに訊いたら、見てのとおりバスローブ代わりだって。浴衣ゆかたっていって、東ではあの恰かつ好こうのまま出歩くみたい」

「そうか。わざわざ、サンキュ」

「ん。じゃ」

　ククルが壁の向こうに消える。俺も改めて脱力して、肩までお湯につかった。

　遠くから聞こえてくる祭りの喧けん騒そうと、近くでお湯が流れる音。こうしていると、世界が危機に瀕ひんしているなんて考えられないくらい平和だ。

　だからこそ──

（守るんだよな、俺たちが）

　会談で決意を語ったクズノハの表情を思い出す。最初は非人道的な実験も平気でする、いけ好かない奴やつかと思っていたけど、きっとあいつもこの気持ちは同じだ。

　祭りで盛り上がる人々を。星空を見上げてのんびりお湯につかるような、なんでもない日常を守る。

　賢人としての義務ではなく、友と交わした約束のためにそれを目指す。会談のクズノハから伝わってきたのは、そんな意志だ。

　まだ戦友と名乗るにはおこがましい。それを名乗れるようになるにはティターニアが言っていた聖骸アルビオンの真の力──最終術式ラストシフトの解放を始め、やることは山積みだけど、

（まずは、明後日の〈披ひ露ろう戦せん〉だな）

　クズノハがなんのつもりで参加させるかは知らないが、元げん帥すいにあんな条件を出された以上は勝たねばならない。

　想おもいを馳はせていると、つい長湯になってしまった。のぼせかけて、少しふらふらしながら風呂から上がると、さっそく浴衣ゆかたとやらに着替えてみる。風通しのいい着物は、火照った体にちょうどよかった。

　暖の簾れんをくぐって脱衣所から出ると、ちょうど隣の女湯からも二人連れが出てきた。

　しっとりと湿ったきらびやかな金髪。白い肌はほんのりと朱に染まり、いつもと違った色っぽさを持った陛下とレティシアは、お湯に体をほぐされたようにほっこりとした顔で声をかけてくる。

「あら、奇遇ですわね」

「マキトも、上がったところでしたか」

　二人も俺と同じく、郷に入いっては郷に従えということなのか浴衣姿だ。この二人が着ると薄手の格かつ好こうがすごいことになるというか……良いい文化だな、東！

　あまりじろじろ眺めすぎてもいけない。紳士らしく努めて気にしないようにし、できる限りのさわやかさで応じる。イメージ的にはカノン先輩っぽく、だ。

「どうも。陛下たちも風呂、入ってたんですね」

「ええ。ククルやクズノハ様もご一緒だったのですが、二人は先に上がっちゃいました」

「ククルにはちょっと、お湯が熱すぎたようですわね」

「水分、取らせておいた方がいいかな？」

　俺がそう言うと陛下は、廊下の突き当たりを指差す。

「それなら、たしか向こうの食堂で牛乳を売っていたはずです」

「いいですね、牛乳」

　風呂上がりに牛乳。王道だ。否定する要素が一切なかった。

　食堂に行くと、クズノハが一人でくつろいでいた。体ごとのけぞるように木製のジョッキを傾け、中身を喉に流し込んでいる。

　小さな喉がごっきゅごっきゅと動いたかと思うと「ぷはぁ！」と口元をぬぐい、

「おーい、ビール。もう一杯」

　と、店員にお代わりを注文してから俺たちに気づいた。

「おー、上がったか。ヌシらも一杯どうじゃ？」

　クズノハはいつもの丈の短い着物ではなく、俺たちと同じ宿の浴衣ゆかた姿。上機嫌に空のジョッキごと手を振ってくるのはいいのだけど、俺はクズノハの誘いを断った。

「まだ飲める歳としじゃないんで」

「ああ、次の誕生日が来てようやく飲める歳になるんじゃったか。なら牛乳でもおごってやろう。おーい、牛乳追加。こやつらの人数分プラス一つで」

　と、クズノハは店員に注文をする。プラス一はククルの分だろう。気を遣ってもらったらしく俺は礼を言う。

「サンキュ」

「なに。この程度、礼には及ばぬ」

　店員がクズノハの酒と俺たちの牛乳を持ってきた。クズノハはさっそく、ジョッキを豪快にあおる。

　その飲みっぷりに俺は、しみじみとつぶやいた。

「アンタが酒を飲んでるって……なかなかシュールだな」

　中身はともかく、外見だけならただの子どもなのだ。それがオッサン顔負けにグビグビと杯を乾ほしているというのをシュールと言わずなんと言えばいいのか。

　俺の指摘をクズノハは、鼻で笑って受け流す。

「なにを言うか。東で酒造を発展させたのはウチじゃぞ」

　何気にすごいことを言われる。文明レベルを引き上げるほどの酒豪なのか、この人。

　圧倒されて俺がなにも言えないでいると、陛下は「くすっ」と笑みを漏らす。

「そういえばクズノハ様、兄の葬儀の時もたくさん飲んでいましたよね。お一人で樽たる一つ空にしたりなど」

「あれはヤケ酒でもあったがのう。年とし甲が斐いもないことをしてしもうた」

　恥じるように苦笑し、キツネ耳を伏せるクズノハ。樽一つって……あの小さな体のどこに入るのだろうか？

　ともあれ、目的は果たした。ククルが心配だし、部屋に戻るか。

「じゃあ、お先に失礼します」

　一礼して下がると、陛下から声をかけられた。

「はい。マキト、ククルによろしくお願いします」

「かしこまりました」

　牛乳瓶を両手に部屋に戻る。灯りは……つけっぱなしか。

「ただいまー。ククル、クズノハから牛乳もらって……ってぇ！」

　思わず素すっ頓とん狂きような声が俺の口から飛び出る。なぜかってククルが、浴衣ゆかたを羽織っただけでベッドに寝転がっていたからだ。

「お前、帯締めろよ！　なんで前、開けっ放しなの!?」

「暑いー……」

　きわめてシンプルな理由だった。部屋にいる限りは俺が見ないようにすればいいだけで、視界に入らないように自分のベッドに移動しつつ注意する。

「ね、寝る前にはちゃんと前閉じろよ？　腹、壊さないようにな。あと、牛乳もらったから。喉、乾いてたら飲んでくれ」

「ん。ありがとう」

　背中越しにククルの声を聞き、俺もベッドに入る。それがスイッチだったかのように眠気が襲ってきた。

　慣れない土地で連日の行軍に、クズノハが打ち明けた世界の危機──そして、不干渉が原則だった国家の共闘。めまぐるしく押し寄せる事態の整理に体が休息を求めたのだろう。俺はその要望に逆らわず、眠りについた。

















　　　○





　目が覚める。顔だけ動かして枕元の時計を見た。

　七時、か。いつも通りの起床時間。もうちょっと寝ていてもいいだろうに俺の体内時計は、相変わらず憎らしいくらい正確だ。

　隣のベッドのククルは、予想通り起きる気配がないほど熟睡している。一度くらい、起こさないまま放っておいたらいつまで眠っているのか試してみたくなるが、規則正しい生活を心がけねば。

「ククル。朝飯、行かないか？」

　ククルは身じろぎしたかと思うと、寝起きのとろんとした目で俺を見上げる。こういう無防備な姿を見せられると、こっちがたじろいでしまう。

「……ごはん、いくー」

　まだ眠たげで、足取りが危ういククルの手を引いて部屋から出る。クズノハの話じゃ、この格かつ好こうのまま出歩いてもいいらしいのでせっかくだからそうしてみよう。

　食堂に行くと、宿の従業員が丁寧に頭を下げて俺たちを席に案内する。席で待っているとすぐに朝食が運ばれてきた。

　朝食は燕えん麦ばくの粥かゆをメインにおかずが数品。宿の豪華さに比べれば質素に思えるが、朝から豪勢なものを出されても胃が困るのでこれくらいがちょうどいい。

　木のスプーンで、粥を口に持っていく。好みにもよるけどちょっと、薄味か？

　他のおかずにも同じことが言える。食事をしているうちに小柄な影が食堂に入ってきた。

「……お？　ゆっくり寝ておればいいのに、早いのう？」

　手櫛で寝癖を直しつつ隣のテーブルに着くクズノハに俺は、顔を上げて答える。

「生活リズム、崩すのもなんだかなーって。アンタこそ早いな」

「ウチは今日もいろいろと野や暮ぼ用ようでのう。とっとと隠居させてほしいものじゃがそうもいかぬ」

「隠居って柄じゃないだろ。数回会っただけの俺が言うのもなんだけど」

「ここっ。いや、たしかにヌシの言う通りかもしれぬ」

　上機嫌に尻尾を揺らすクズノハは、不意に俺やククルをじろじろと見る。悪意は感じられなかったが、妙な気持ち悪さはあった。

「なんだよ、まじまじと見て」

「いや、昨日も思うたのじゃがヌシら、こっちの衣装も似合うなと思うてのう。せっかくじゃから、もっと洒落しやれたのを用意するかや？」

「洒落たのって、普段アンタが着ているみたいなのか？」

「あれも良いいが、もっと個性に合わせたものよ。うむ、ヌシらの姿はこの街じゃと目立ちすぎるしナイスアイディアかも知れぬな」

　クズノハの中ではもう決定事項となったのか、なにやら考えこみ始める。かと思うと、今度はククルに視線をやって問う。

「東の料理は口に合うかや？」

「おいしい。これ好きー」

　ククルは料理を味わっているのか、いつもより嚙む回数が多い。俺も改めて味わってみるけど、たしかに誤ご魔ま化かしのない深い味わいがあった。

「たしかに薄味なんだけど、素材本来の味っていうか、これはこれで旨いな」

「東は諸島四国の中でも随一の資源を持つからのう。先も話に出した大森林と、そこに住まう鳥獣。それ以外にも土地が肥沃で作物がよく実る。素材の持ち味を生かす傾向にあるのよ」

　と、自慢げに語るクズノハ。昨日、街並みについて語ったときも少し感じたけど……いい機会だし、遠慮せず訊きいてみようか？

「食べながらでいいからそういう話、もっと聞かせてくれるか？　地理の授業、補習ない代わりにレポート提出なんだよ。参考にさせてほしい」

「うむ。東との対比ということでまずは西を上げるべきじゃろうのう」

　西、というと昨日のクズノハのティターニアに対する態度が思い出される。嫌う相手の国のことだ。そこにはたっぷりと主観が入りそうだ。

「なるべく、客観的な意見で頼む」

「無論、心得ておる。まあ、まずはアレじゃな。なにより西の国土の半分を占める塩の砂漠。海かい嘯しようの禍獣カラミテイのせいで沿岸に近寄れぬウチらにとって貴重な塩を一手に握っておるのが西の最大の特徴よ。代わりに、農耕や牧畜に使えるような土地はほとんどなく、食糧は輸入に頼っておるのが現状じゃ」

　メモ帳がないため、クズノハの言葉を頭に刻みつけるように耳を傾ける。俺の態度が気に入ったのかクズノハは、さらに饒じよう舌ぜつになった。

「そういう背景のおかげか、向こうでは食材の加工技術が発展してそれが諸国に広まっておる。塩を使った加工はもちろん、ジャムやチーズといったものの製造には、西に一いち日じつの長ちようがあるのう」

「なるほど。北は……もうないけど、どうだったんだ？」

「北では古代文明の出土品が多く、その技術の復元に力を入れておったのう。魔力を用いた道具も、発想の元は北からの出土品によるものが多い。ウチら東の民の気き質しつを『職人』とするとやつらはさしずめ『学者』じゃのう。南も北と似て多くの遺跡を持つが、他の三国の特徴をバランスよく兼ね備えておる。特色を上げるとすれば、機鎧ラウンド・ギアのドライブにも使われておる〈ファルの心髄〉の産出量が四国の中でトップ、といったところか」

　さすが、この世界を三百年にわたって見てきた賢人。自分の『世界』がどれだけ狭かったか、思い知らされる。

　考えてみれば今まで他国の文化について知ろうなんて思ってなかったけど、興味深いな。クズノハが言い出した三国協定のこともあるし、理解を深めるいい機会だ。

「サンキュ。いいレポートが書けそうだ」

「代わりと言ってはなんじゃが、完成したらウチにも見せよ。今の説明でどこまでヌシに伝わったのか知っておきたい」

「ああ。わかった」

　再び〈大崩壊〉が訪れようとしているとは思えない、のどかな空気。

　そこに、ツナギに身を包んだ異族デミヒユーマンの男が二人、血相を変えて飛び込んできた。

「クッ、クズノハ様！」

「なんじゃ、朝から騒々しい。大の男がみっともない」

　露骨に眉をひそめるクズノハに男の片方が、申し訳なさそうに頭を下げながら報告する。

「昨夜、軍本部の格納庫ハンガーに何者かが侵入しました。パーツや設計図が流出した形跡はないのですが……機鎧ラウンド・ギアが数体、分解されていまして」

「大方、祭りの空気で浮かれた妖精たちの仕業ではないかや？　ウチの研究所でも稀まれによくある」

　稀なのかよくあるのかどっちなのか。そのテキトーな反応からもクズノハがこの件に対し、あまり興味がないことがうかがえた。

「妖精って、子ども向けの絵本とかに出てくるアレか？」

「南にはおらぬらしいのう。ま、精霊種になりきれんかった魔素エーテルの結晶体みたいなものよ。性質としては絵物語に描かれるとおり、自由奔放というか無秩序。人間が寝ている間に仕事をしてくれることもあれば、今回のように害をなすこともある。ま、規模の小さい禍獣カラミテイのようなものと思うて諦めるしかない」

　と語るクズノハだが、整備士の顔は晴れなかった。

「いえ。発見者によると、その手口がどうも──と、私は今朝からの当番で、第一発見者は昨夜、夜勤だったこの人なのですが……」

　今までしゃべっていた整備士は、自分の背後に視線を向ける。彼の上司なのだろうか？　やや年老いた整備士は、どうにも様子がおかしかった。

「ア、アイツだ……間違いない。アイツが帰ってきやがったんだ」

　恐慌に染まった目。なにやら呟つぶやいていたかと思うと年老いた整備士は、しわがれた声をぶつける。

「クズノハ様なら、わかってくださいますよね!?　時計回りに、渦状に並べられたパーツの意味が！」

　その言葉を聞いた途端、クズノハの顔つきが目に見えて変わった。

「……下がってよい。ご苦労じゃった。しばし、休養を取れ。若いの、そやつを家まで送り届けてやってくれ」

「はっ！　かしこまりました！」

　去っていく二人の男を見送るとクズノハは、麦の穂のような金髪を苛いら立だたしげにガシガシと掻かく。

「やれやれ。祭りどころの話ではなくなってきたかのう」

「なにが起こってるんだ？」

　不穏な空気だけは感じるが、具体的なことはなにもわからない。俺の問いにクズノハは鋭く目を細めた。

「戻ってきたのよ。十六年前の、クーデターの亡霊が」

　十六年前──生まれたばかりのころ、それも異国の地のことを俺が知るわけもなく、クズノハはそれを察して説明してくれる。

「昔は、この国でも南と同じように王制が敷かれておった。それまで圧倒的な力を以もって君臨し続けてきたウィンザー王家が、四代目の跡目争いで極度に疲ひ弊へいしてのう。その上、選ばれたのが傍ぼう流りゆうも傍流……王族の血が流れているだけの、政治も知らぬ銀細工職人じゃった。新たな王の政策にも反発が多く、結果としてこの国は王家への反乱という熱狂に駆られたのよ」

　王への反逆。俺としては、考えられないことだった。

　クズノハはコツコツと、なにか思案を巡らせるように木のスプーンで器を叩たたきつつ続ける。

「民衆は王家を打倒し、新たな体制を作り上げた。しかし……クーデターの主要人物しか知らぬことじゃが、生まれたばかりの王の娘と側近の一人が最後まで見つからんでのう」

　クズノハの横顔にあるのはいつもの飄ひよう々ひようとした雰囲気でも野生の獣が持つ警戒心でもない。なにかもっと、思いつめたようなものに見えた。

「その側近は王の近この衛え兵へいでありながら、機鎧ラウンド・ギアの整備に関しても優れた腕を持っていたのじゃが、一つ妙な習性を持っていた。なにかイライラすることがあると手当たり次第に周りのものを分解すること。また殺された王も、銀細工を作るときにしろ民からの陳情書を見るときにしろ、渦を描くように並べる奇癖があってのう」

　クズノハの指先が時計回りにぐるりと回る。つまり、先ほどの整備士の証言と照らし合わせると──

「クーデターの際に身を隠していたその側近が、復ふく讐しゆうのために戻ってきた……ってことか？」

　クズノハは、「うむ」とうなずく。

「状況証拠からだけなら、そういうことになる。なにせ両者の癖について知る人間など、この国でもほんの一握りじゃからのう。犯人なりの宣戦布告というところか。……ふん。あやつらしくもないやり方じゃ」

　クズノハの口ぶりは、まるで機鎧ラウンド・ギアを解体した誰かを知っているようだった。

「クズノハは、知っているのか？　その容疑者──姿を消した、側近とやらを」

「当時はウチも、自分の研究所ラボを持たず本部の格納庫ハンガーで働いておったからのう。そやつと機鎧の運用などについて話すことも多々あった」

　遠い昔を懐かしむようにクズノハの声音は丸くなる。それはすぐに、憂鬱げにトーンを下げた。

「犯人を追うとして……あの駄犬がいれば正直、面倒が減るんじゃがどうしたものか」

「駄犬って……エセルか？」

　いぬじゃない！　と牙を剥むく顔がすぐに思い出される。俺の予想は当たっていたようでクズノハは軽くうなずいた。

「やつの嗅覚の優秀さは、コボルトの中でも随一でのう。あの鼻なら現場に残った匂いを追って犯人に辿たどり着つけるのじゃが……やつの力を借りねばならぬというのは気にくわぬ」

「エセルがアンタのことを嫌ってるっていうのはわかるけど、アンタもエセルが嫌いなのか？」

「猟犬とキツネの折り合いが良いいわけがなかろう。本能みたいなものよ、こればかりは」

　ふん、と不興げに鼻を鳴らすクズノハ。猟をしたことが無いわけではないが、どちらかというと畑作や酪農がメインだった俺にはピンと来ない。

　それよりはむしろ──

「そういや俺、ちょっと意外だった。昨日、アーリーがアンタをかばうような発言をしたこと。俺、誤解してたよ。アンタが研究のためだけにアーリーたちを実験材料扱いしてたんじゃないかって」

　憎まれて当然だと思っていた。

　だけどそこには、家族の絆きずながあった。

　部外者の俺には到底、理解できない関係。クズノハは微笑を浮かべると、スプーンを置いた。

「……意外なのはウチの方じゃ。死人が出んかったのは会談の場で言うたとおり、子どもたちがたまたま頑丈だっただけのこと。ウチは本来、責められるべきであってあんな弁護を受ける立場ではない」

　クズノハの声は、あくまで穏やかだった。自分がやってきたことをすべて認め、いずれ報いを受けても構わないと言わんばかりの達観した態度で続ける。

「自分が狂うておることなぞ、とうの昔にわかっておる。それでもウチは実験のたびに思わずにはいられぬのよ。生きていてくれて、ありがとう……とな」

『生きていてくれて、ありがとう』

　なぜだろうか──その言葉になにか、頭を揺さぶられるような気がした。

　俺が急に黙りこんだことを案じたのかクズノハは、顔を覗のぞきこんでくる。

「どうかしたかや？」

「いや……なんか、思い出しかけたような」

「なんじゃ、たかが十数年しか生きておらぬくせに物忘れかや？　若いうちからそれでは、先が思いやられるのう」

「俺としてはこんな感覚、初めてなんだけど」

　クズノハにからかわれても気にならない程度にはこの違和感は強い。考えこんでいるとクズノハもつられて腕組みをした。

「ふむ……記憶というとティターニアの領分なのじゃがな」

「そうなのか？」

「人の魂の在あり処かを探すのがやつの研究テーマでの。それが巡り巡って機鎧ラウンド・ギアと人の意識を同調させるシステムに至ったわけじゃ。魂というと曖昧じゃがつまりは意識や感覚、記憶ということじゃのう」

「へえ。いけすかないやつだったけど、ちゃんと機鎧の開発に貢献してるのな」

　俺が率直な感想を漏らすとクズノハは上機嫌になって尻尾を揺らした。

「いけすかぬと思うかや？　うむ、ヌシは物事の本質がよくわかっておる。偉いのでおかずを一品、持っていくがよい」

「……じゃあ、オムレツで」

　断ることを許されない雰囲気だったので、厚意に甘える。クズノハは、口をへの字に曲げて続けた。

「ま、非常に不本意じゃがやつの言葉を借りるならば、忘れるということはないらしい。引き出しの奥にしまったものが見つからないようなもので、記憶そのものがなくなるということはないとのことじゃ」

「なくならないって……いまいち真しん実じつ味みにかけるな。一週間前の晩飯がなんだったのか、なんてことまでいちいち覚えてる、ってことか？」

「そうなるのう。ウチらの魂の容量は、ウチらが思っている以上に大きい。なくしたつもりの記憶が自分を支えることも、忘れてしもうたと思っていた衝動に突き動かされることもあろう」

　ふと、レティシアのことが思い浮かぶ。あいつは自分がなんで操鎧士ラウンダーを目指すのか、そのきっかけを忘れてしまっていても一心になにかを守るために生きていた。

「……そっか。たしかに、そうかも」

「うむ。つまりは、記憶なぞふとした拍子で見つかるものよ。焦って見つけようとせず、今この時を楽しめ。ヌシらは寿命が短いのだからなおさらよ」

「含蓄があるんだかないんだか」

　俺のぱっとしない反応すら楽しむようにクズノハは、喉の奥で「ここっ」と笑う。

「ま、ヌシの記憶はともかく分解事件はウチら東の民の問題じゃ。ヌシらは気にせず、祭りを楽しむなり〈披ひ露ろう戦せん〉に備えるなりせよ」

「そう言うのなら、お言葉に甘えさせてもらう。それじゃ、お先」

　ちょうど食事も終わった。俺たちはクズノハに一礼すると、食堂を去った。





　　　○





　部屋に帰ると、クズノハから聞いた各国の特色を忘れないうちにメモしておく。ついでにある程度レポートの構成もまとめておこう。

　部屋に備え付けの机は広いので、ククルと並んで作業を進める。カリカリと鉛筆が走る音が続き、俺は体を起こした。こんなところかな……と。

　背伸びをするついでに時計を見ると、朝食を食べてから一時間ほど経たっていた。部屋でじっとしているのもなんだしクズノハに言われたとおり祭りの雰囲気を見て回るとするか。

　レティシアや陛下にも声をかけてみるべきだろうか。ククルと二人きりというのもいいけど、せっかくだからみんなで回るのもいいかも──と腰を上げたところでドアがノックされた。

「マキト。いまして？」

　レティシアの声だ。俺は反射的に返す。

「ああ。どうぞ」

　一拍置いてドアが開き、レティシアが顔を見せる。その後ろには、陛下もいた。

「あの……東の街、一緒に見て回りませんこと？　お祭りもやっているようですし」

「ちょうどよかった。こっちも、誘いに行こうと思ってたところだったんだ」

「そ、そうでしたのっ？」

　レティシアの顔が輝く。それはいいが、すぐ出かけるというわけにもいかない。食堂から帰ってきたまま、楽だという理由でずっと浴衣ゆかたを着たままだった。

「ちょっと、待っててもらえるか？　すぐ支度する。ロビーで合流ってことで」

「ええ、構わなくってよ！」

　バタン、とドアが閉まり俺は、ククルに促す。

「ってことなんだけどククル。準備、できるか？」

「ん。する。すぐする」

　鉛筆を放り出して着替え始めるククル。薄々思っていたけど……勉強、嫌いみたいなんだよな。

　追い追い、フォローしておこう。そう決意しつつ俺も着替え、集合場所であるロビーに向かった。

　陛下とレティシアもすでにロビーに来ている。待ち合わせ時間を指定していたというわけではないが俺は、心苦しくなって頭を下げる。

「お待たせしました」

　が、陛下はそれをやんわりと受け流した。

「いえいえ。待つ、というほどのものではないですよ。それではさっそく、行きましょう」

　と出かけようとしたところで、宿のフロントにいる従業員に呼び止められた。

「あ、お客さん方。少々お待ちを。クズノハ様から預かり物があります」

「預かりもの？」

　そういえば、さっき食堂で会った時に衣装を用意しておくようなことを言っていたような。仕事が早いというか、陛下のことを『働き過ぎ』だなんて言える立場じゃないんじゃないだろうか。

「はい。どうぞ」

　ともあれ、たまたま一番前に立っていたということで、俺が代表して紙袋を受け取る。みんなでのぞき合うが、一番上にあったのは手紙だった。

『南の者どもへ

　言い忘れておったがウィンザーでは人間──つまり異族デミヒユーマンでない者をあまり好まぬ。なおかつ祭りで皆、気が昂たかぶっておるゆえいらぬトラブルを生みかねん。そこで、異族に混じっても違和感がないように変装セットを調達しておいた。感謝するように。


クズノハ様より』



　手紙の末尾には以前、レティシアをさらった時の書置きにも残したキツネのイラスト。俺たちの姿が目立つ、というのを気にしていたのは東の事情のせいだったのか。

　気づかいはありがたいのだが──

「こ、これ……つけますの？」

「え、えぇ……？　さすがに、これは、ちょっと」

　レティシアと陛下は、手紙に添えられていたものを手に取って引きつった笑みを浮かべている。それもそのはず。紙袋に手紙と一緒に入っていたものは東の民族衣装と──

　動物の耳がついた、カチューシャだ。

　ご丁寧に、どれが誰用のものなのかタグがつけられている。俺に与えられたのは、髪と同じく黒い、半分だけ垂れたイヌ耳だった。

　揃そろって立ち尽くしていると宿の従業員は、にこやかに玄関の脇を示す。

「あちらに化粧室、ございますので」

　促されましても。というかその笑顔に邪気を感じるのは俺だけだろうか？

　クズノハが俺たちをからかっているのならこんなもの放り出すところだが、『トラブルを生みかねない』という一文がそうさせない。これをつけるだけで無用のトラブルを避けられる。そう、わかってはいるのだが──

　やはり抵抗があって俺は、往生際悪く問うてみる。

「陛下。クズノハの言うように、異族デミヒユーマンが人間を嫌うことってあるんですかね？」

「こ、小耳に挟んだ程度ですが、やはり外見から来る差別は大なり小なりなくならないようで……」

「そ、そうですか。まあ、俺も耳とか尻尾だけならともかく頭が丸ごとイヌだったりするのと見慣れた人間とを一緒に扱えるかっていうと無理ですし、向こうの立場からすると俺たちの方が異分子なんですかね」

　などと理論立てて、自分と周囲を納得させようとしてみる。……迷っているだけ時間の無駄だ。ものは試し、ということで化粧室に向かい、獣耳をつけてみた。

　鏡に映る自分を見て出た感想は、「うわぁ」だ。見るからに痛々しい男がそこに映っていた。

　これで変装になっているんだろうか。なっているのなら意味はあるけどそうでないのならこんな辱はずかしめを受けるほどの悪行を俺はしてきたのだろうか……と妙にセンチメンタルになりつつ化粧室から出るが──

「マキト、マキト。どう？　ずれてない？」

　俺に駆け寄り、見上げるククルのその姿に憂鬱はぶっ飛んだ。

　前々からネコっぽいイメージを感じていたが、頭の上の耳によってそれが完成された。その可か憐れんさときたら、心臓が「ズキュゥゥウン！」と締め上げられるほどだ。

　ククルのこんな姿を見られたのは、ひとえにクズノハのおかげだ。心の底から俺は感謝する。クズノハ、ありがとう。

　今すぐ抱きしめたくなる衝動を抑えて俺は、ククルの問いに答える。

「あ、ああ。大丈夫。ずれてないし、似合ってる」

「ネコー。にゃーん」

　上機嫌ですり寄ってくるククル。続いてレティシアが猛然と問うてきた。

「マキト！　わたくし！　わたくしはどうですの!?」

「うん。レティシアも、ばっちりだと思う」

　もともとイヌっぽいところがあったレティシアだけに、そのマッチ具合はククルのネコ耳に匹敵する。イヌっぽいからイヌ耳が似合うっていうのは褒め言葉になるのか、と不安になったがレティシアは顔を輝かせた。

「──ッ！　とっ、当然ですわね！　ですわね！」

　突然、回り出す。イヌが自分の尻尾を追いかけて回るのはストレスの表れと聞いたけど、レティシアの場合は逆らしい。ククルに勝るとも劣らない、最高の笑顔だった。

　にゃんにゃーん、わんわーんと手を取り合ってはしゃぐ二人。二人の周りに光があふれて、見ているだけで心が洗われるような気分だった。

「マキト。わたしはどうですか？　メガネがないと、どうも見えなくて」

　ほっこりしているところに、陛下が近寄ってくる。陛下の頭の上に乗っているものはククルともレティシアとも違い──

「陛下も、お似合いです。でもそれ……ウシ、ですか？」

　白黒斑ぶちの垂れた耳に、小さな角。そのカチューシャはウシの世話をして小遣いをもらってきていた俺ともなじみが深い乳牛を連想させた。

「みたいですね。わたしもネコとかイヌとか、愛らしいものがよかったのですけど。なぜウシなんでしょうか？」

　なんでってそれは……クズノハなりの厭いや味みじゃないのだろうか。陛下の胸に対しての。

「さ、さて。なんでですかねー」

　そんなこと口が裂けても言えるわけがなく俺は曖昧に誤ご魔ま化かす。レティシアも「こっちに振るんじゃないですわよ」と言わんばかりに、露骨に顔をそむけていた。

「マキト。お祭り、早く行こう？」

　幸い、ククルが急せかすのでそれ以上掘り下げられることはなかった。いつもは俺がククルの前に立って歩くことが多いが、今日は珍しくククルに引っ張られる形で表通りに出る。

　大通りは、昨夜以上に人で溢あふれかえっていた。その騒々しさに俺はつい、おのぼりさん丸出しの様子できょろきょろする。

　鬼ごっこでもしているのかエセルのような獣系の子どもたちが笑いながら俺の横を通り過ぎていったかと思えば、カフェのテラスではトカゲ頭とブタ頭が向かい合ってカードゲームをしている。顔だけでは判断がつかないが背せ格かつ好こうや薄汚れたチョッキという身なりからして、労働者階級のオッサンといったところだろうか？

　俺と同様にせわしなく辺りを見回していた陛下は、落ち着いたように顔をほころばせた。

「どうやら、変装した価値はあるみたいですね。私たちが異族デミヒユーマンでないことに、みんな気づいていなさそうです」

「ですね」

　俺がうなずくとレティシアは、自分の鼻先に指を添えて言う。

「コボルトとか、匂いでわかりそうなものですのにね」

「それはクズノハ様が、その種族と同じ匂いを変装セットにつけておいてくださったんじゃないでしょうか？」

「におい」

　陛下の言葉にククルは、俺の腕に鼻を寄せてくんかくんか鼻を鳴らす。

「……いつものマキトのにおい」

「こ、こら。恥ずかしいからやめなさい」

「落ち着くのに」

　むー、と不服そうに頬ほおを膨らませるククル。不機嫌そうな仕草ですらかわいいんだから反則だ。

　この場でククルを抱きしめてしまいたくなる。だけど今は、陛下やレティシアも一緒なわけで俺はエスコートに努めた。

「適当にぶらついてもいいんですけど、陛下は行きたい場所とかありますか？」

　俺がそう告げると陛下は、不意に辺りを警戒するように声を潜める。

「マキト。『陛下』と呼ぶと私の素性がばれるかもしれません。ですので今は、その……オリヴィア、とお呼びください。言葉づかいも、ククルやレティシアにするように」

　陛下の提案に俺は、恐れ多さや気恥ずかしさを感じつつ首を縦に振る。

「わ、わかった。オリヴィア」

「は、はい。そんな感じでお願いします」

　と、お互いに赤面する。妙なむず痒がゆさと同時に、不思議と懐かしさみたいなものを感じた。

　その感覚の正体を、陛下はすぐに突き止める。

「な、なんか、初めて会った時を思い出しますねっ」

「なるほど。だから、ですか」

　あの時のことは何度思い返してもぞっとする。俺は萎縮する思いで頭を下げた。

「知らなかったこととはいえ、すみませんでした」

「だから、お気になさらず。そうそう、巫み女こ様とレティシアもちょっといいですか？　今、マキトと話していたのですが……」

　と、陛下は二人にも耳打ちをする。ククルにとってはいつもどおりだけど、レティシアはさすがに驚いたのか声を裏返した。

「え、えぇっ、わたくしもですの？　それはさすがに、抵抗があると言いますか」

　貴族としてずっと仕えてきたアブソリュート家の子女としては、俺以上に受け入れがたいのだろう。だが陛下は、むしろこの状況を楽しんでいるかのようにうきうきとしていた。

「レティシア？　レティシアのうっかりのおかげで私たちの正体がバレてしまったらどうするつもりですか？」

　それを言われてしまうとレティシアも反論のしようがなかった。うつむき、髪をくるくるといじっていたかと思うと蚊の鳴くような声で陛下に答える。

「……もう。しょうがないですわね、オリヴィアは」

「はい。よろしいです」

　上機嫌な陛下の腕を、ククルは横からつつく。

「だったらオリヴィアも、巫み女こ様禁止」

「えっ？」

　不意打ちだったのだろう。きょとんと眼めを丸くする陛下にククルは、自分の胸を指差す。

「練習。呼んでみて」

　レティシアに対しての陛下がそうであるように、陛下もククルを敬っているのだろう。なかなか思い切りが付かなかったようだが、何度か口をもごもごさせるとようやくその名前を口にした。

「わ、わかりました。……ククル」

　恐縮そうにする陛下と対照的にククルは、顔をほころばせて大きくうなずく。

「ん。今日だけじゃなくて、ずっとそう呼んでほしいかも。わたしは、ククルだから」

「そ、そうですか……畏おそれ多いですが、考えておきます」

　ククル、ククル──と小声で繰り返す陛下と、それに嬉うれしそうにうなずいているククル。そんな光景を俺が横目で見ていると、背中から白い翼をはやしたリンゴ売りの女性に声をかけられた。

「お兄さん！　リンゴはどうだいっ？　お連れさんの分も含めてさ！　四つで銅貨四枚のところ、特別に銅貨三枚だ！」

　カゴに山盛りになったリンゴは、どれも瑞みず々みずしくて一目でいい品物だとわかった。俺は迷いなくサイフを取り出す。

「それじゃ、人数分」

「はい、毎度っ」

　ちゃりん、と銅貨をリンゴ売りの女性に手渡すと陛下は、自分の懐をまさぐり始めた。

「あ、マキト。お代──」

「いやいや。今日くらい俺がおごります……おごるよ」

　言葉遣いについて思い出し、慌てて言い直す。陛下も今日は主従としてではなく、友人として接すると自分で言いだした手前か、苦笑して済ませた。

「それじゃあ、お言葉に甘えさせてもらいます」

　俺はうなずき返し、陛下からククル、レティシアとリンゴを配る。レティシアは両手でリンゴを受け取ると、しげしげとそれを眺めた。

「マキト。これ、どうするんですの？」

「どうって、食うんだけど」

「皮ごと……ですの？」

「あ、そうか」

　レティシアみたいなお嬢様なら丸かじりとかしたことがないのかもしれない。ひょっとすると、はしたないとすら感じるだろう。

　その辺りを考慮していなかった自分の迂う闊かつさを恥じる。やっぱり女子には抵抗があるよな……なんて考えていると横で「しゃくっ」と軽快な音がした。

　そちらに振り向くと信じがたいものが目に飛び込んできた。陛下が、率先してリンゴを丸かじりしていたのだ。

「ちょ、ちょっと陛──オリヴィア!?」

　驚くレティシアと同様に、俺も意外だった。まさか王族ともあろう人が、ためらいなくこういうことをやるとは。

　目を見開く俺たちに陛下は、得意げに顔をほころばせる。

「夜食でよく食べるんですよ。片手で作業したまま食べられるので便利でして」

「そ、そうですの……」

　それでもまだ不安なのか、引きつった笑みになるレティシア。ダメ押しをするようにその横でククルが、両手で持ったリンゴにかぶりついた。

　無言。感想を口にすることはなくククルは、ただ食べるペースを速める。

「どう？　お嬢ちゃん、おいしいかい？」

　顔を覗のぞき込こむように背を曲げて尋ねるリンゴ売りの女性にククルは、一心不乱にリンゴをかじりながら「ん、ん」と首を縦に振る。













　いよいよ後に引けなくなったのかレティシアも「えいっ」という具合に目をつぶり、リンゴをかじる。モグモグとしばらく口が動いていたかと思うと、やがてレティシアは目を見開いた。

「──美お味いしい」

「そっか。よかった」

　こっちまで嬉うれしくなってしまい俺は、自然と笑顔になる。大口を開けた現場を見られたのが恥ずかしいのかレティシアは、頬ほおを染めてそっぽを向いた。

「ま、まぁ、たまにはこういうのもいいですわね」

　味はもちろん、丸かじりという行為が気に入ったのか続けてリンゴをほおばるレティシア。その横で陛下はリンゴ売りの女性に尋ねていた。

「ところでこれ、なにか特別な品種ですか？　こう、具体的にどう違うとは言えないのですが、いつも食べているリンゴより美味しいような」

「いや。どこにでもあるようなもんさ。違うとすれば、鮮度じゃないかい？」

「農作物は、穫った瞬間から味が落ちるし」

　と言いながら俺も一口。味を楽しむ間もなく女性に背中をばしばしと叩たたかれた。

「わかってるねぇ、お兄さん。穫れたてを食べられるのは本来、生産者の特権なんだけどさ。今日はハレの日だし、特別ってことで急いで持ってきたのさ」

「へぇ」

「なるほど」

　感心したように陛下とレティシアはうなずく。気をよくしたのかリンゴ売りの女性は、通りの向こうを顎で示した。

「素材そのものの味を楽しむのもいいけどさ。あっちの屋台、うちのリンゴやら大森林で採った苔こけ桃ももを使ったジャムを添えてクレープ売ってるから、よろしくー」

　クレープ、と聞いて女子たちの目の色が変わった。

「行ってみなくって？」

「いいですね！」

「クレープも好きー」

　と、歩き出す女子三人の後に俺も続く。クレープの屋台に辿たどり着つくまでにもあれこれと気になったものを買った結果、ベンチに辿り着くころにはみんなの両手が完全にふさがっていた。

「こんなに食べたら絶対太ってしまいますわー」

「もー。クズノハ様の罠わなですよ、これー」

　困った困ったと言いながらも、顔だけは幸せそうなレティシアと陛下。ククルに至ってはさっきから無言のままハムスターのように両頬を膨らませている。

　身分の差を考えず、教導院の同期として付きあうのはなんとも不思議で、新鮮な感覚だった。そんな休日を満喫していると、喧けん騒そうの中に気になる声が聞こえてきた。

「パンフレットー。〈披ひ露ろう戦せん〉のパンフレット、いかがですかー。参加選手の情報を始め、知っているとより〈披露戦〉を楽しめる嬉うれしい小ネタ満載。しかもあのクズノハ様直じき々じきのコメント付きで一部、たったの銀貨一枚。一部、たったの銀貨一枚です。パンフレット、いかがですかー」

　パンフレット。せっかくの祭りだ。そういうのを買うのもいいだろう。陛下も俺と同じ気持ちだったのか、ほぼ同時に進み出た。

「すいません。一部、ください」

「私も、一部」

「はい、どうぞ」

　銀貨と引き換えにパンフレットを受け取ると、レティシアやククルが横から覗のぞきこんできた。

「なにが書いてあるんですの？」

「わたしも、見たい」

　通行の邪魔にならないように道の端に寄って、みんなで額を突き合わせてパンフレットを読む。序文は〈披露戦〉を知らない者に対しての歴史やルールの説明。トーナメント表や、有力選手へのインタビューや下馬評なんかも載っている。俺の存在は当日まで伏せておく方針らしく、『謎の操鎧士ラウンダー』としてトーナメント表に登録されている。

　さらに、俺についてはクズノハからのコメント付きだ。

「『わけあって今はまだ正体は明かせぬが、今大会の台風の目になるであろう』ですってよ？」

「煽あおりますねえ、クズノハ様」

　レティシアと陛下は口々にからかってくる。俺もそんな期待をかけられては、いよいよ無様を晒さらすわけにはいかなかった。

　そこに、ダミ声が響き渡った。

「さあ、張った張った！　ここで張らずにどこで張る!?　今年の〈披露戦〉の優勝者を、当ててみないか!?」

　俺はそちらに視線を向ける。賭け、か。珍しいものではない。ペリクリーズでも、市民大会程度の規模でもこういう賭けは行われる。

「今一番人気は去年の優勝者、コリンズ！　二番手は今年初参加のクズノハ様の秘蔵っ子、デアドラだ！　対して大穴はいまだに正体を伏せられている謎の操鎧士！　当たった時の倍率はなんと三〇〇倍！　誰かこいつに張るやつはいないか!?」

　三〇〇倍。パンフレットのコメントから期待値が上がっているのかと思ったらそうでもないらしい。大穴にもほどがあるけど、東の民が堅実であると言えばそれまでだ。

　俺だって得体のしれない選手に賭けるかと言われれば尻込みする。だというのに──

「なら、わたくしが張らせてもらいますわ！」

　硬貨の入った革袋ごと掛け金を胴元に投げてよこすレティシア。その豪儀な行為に周りから歓声が上がった。

　周りの反応と対照的に俺は、冷や汗をかいた。

「レ、レティシアっ？　お前、さすがにそれは思い切りが良すぎないか？」

「確信がありますのよ。この操鎧士ラウンダーが勝つって」

　妙に自信満々なレティシアに再び歓声が沸き起こる。一方で俺は、血の気が引いていた。俺が負けたら、レティシアに損をさせてしまうわけだ。

　負けられない理由が一つ増えた。さらに──

「私も賭けちゃいましょう。あ、ポケットマネーなのでご心配なく」

「オリヴィアまで!?」

　ぽーん、とレティシアに倣ならって気前よく革袋を投げる陛下。二人の行為にククルが、俺の袖を引いてきた。

「マキト。私もやりたい」

　レティシアや陛下がやっているのに自分だけ仲間外れ、とでも思ったのだろうか。不安そうな顔をしているククルに俺は、銀貨を一枚だけ渡した。

「これだけな？　全額使っちゃうと、この後遊ぶ金がなくなるから」

「ん！」

　ククルは駆け足気味に俺から渡されたわずかな銀貨を胴元に持っていく。幼い見かけのククルを心配してか、胴元のコボルトは丁寧に説明してくれた。

「はい、チケットだ。それが無いと配当金の引換ができないから、なくすなよ？」

「わかった」

　ククルは、こくこくと胴元にうなずき返してこちらに戻ってくると、引ひき換かえ券けんを誇らしげに俺に見せびらかす。

「もらった」

「ああ。俺たちが勝つと、さっきのお金が三〇〇倍になるから頑張ろうな？」

「さんびゃくばい」

　ククルは、ぼんやりと俺の言葉を繰り返すと首をかしげる。

「それって、どれくらい？」

　ククルにわかりやすいような表現を俺は、どうにか思いつく。

「えーっと……ベーグルが、千個くらい買える」

「せんこ」

　積み上げられた千個のベーグルを想像したのだろうか。ククルは興奮したように目を輝かせた。

「すごい」

「ああ、すごいんだ」

「絶対勝つ！」

「ああ、勝とうな」

　と、ククルと手を繋つないで浮かれているとレティシアが低い声で耳打ちしてきた。

「マキト。あまり自分が『謎の操鎧士ラウンダー』であることを公言しないでくださいまし」

「あ……そうか、悪い」

　バレていないかな、と辺りを見回す。どうやら誰も気づいていなそうだったので俺は、胸を撫なで下ろした。

　ふと、辺りを眺めているうちに俺より少し幼いくらいの人間の少年が、同じ年頃の異族デミヒユーマンたちに囲まれて路地裏に連れて行かれるのが目に入る。仲良し集団って感じじゃないしあの雰囲気……間違いない、よな？

「悪い。ちょっと行ってくる」

「あ……もう。マキトらしいですわね」

　諦めて肩をすくめるレティシアの声を肩越しに聞きながら、少年たちの後を追う。路地裏に入ったところで、さっそくわかりやすい現場に出くわした。

「おい、祭りで金持ってんだろ。全部出せよ」

　異族が数人で人間の少年を壁際に追いこみ、すごんでいる。案の定、ってやつか。止めないわけにはいかないな。

「お──」

　い、と呼びかける寸前。

　割って入るように、路地の向こう側から声がした。

「やめろ。そこまでだ」

　一斉にそちらを振り向く。俺も少年たちも反応は同じ。その闖ちん入にゆう者しやの姿にぎょっとした。

　祭りの衣装かなにかだろうか？　道化師のような仮面で顔を隠し、ゆったりとした黒衣に身を包んだ何者かだった。声や背せ格かつ好こうからして俺より年上の男のようだけど。

「な……なんだっ、お前！」

　カツアゲをしている側の少年の一人が上ずった声を上げる。それに対する仮面の男の答えは、ひどく不興げなものだった。

「なんだ、か。ふん。自ら思考することなく、答えだけを与えてもらおうという浅ましさが浮き彫りになる問いだが答えてやろう」

　仮面の男が一歩踏み出し──

「お前たちにとっての、災厄だ」

　不意に、加速した。

　膝の力を抜き、地に引かれる力を使っての足運び。ただの腕っぷし自慢ではなく、戦い方を学んでいる人間の動き方だった。

（間に合うか!?）

　俺は地を蹴り、とっさに飛び出す。思考するよりも早く、掌てのひらで男の肘を横から押すように軌道を逸そらしていた。

　積んだ鍛錬が体を動かしてくれたが、男の攻撃を受けてみて理解する。今の一撃、入っていたら危なかった。骨の一本は確実に持っていかれていただろう。

　そんな直感が、俺に叫ばせる。

「カツアゲへのお仕置きにしちゃ、ちょっと度が過ぎるだろ！」

　仮面の男は流れるような身のこなしで俺に崩された体勢を立て直す。構えを取った男と対たい峙じしただけで、一気に場の重力が増した気がした。

　プレッシャー……なのか、これは？　禍獣カラミテイと相対しても感じないものを、生身の人間が発しているというのか？

　早まってしまったかもしれない。反射的に割りこんだはいいけど、力の差は歴然。自らを『災厄』と名乗った通りこの男は、いわば人間と同じ大きさの禍獣のようなものだ。

　全身が粟あわ立だつのを俺が自覚する一方、仮面の男は意外な反応を見せた。

「お前は──」

　仮面の男が驚きを含んだ声を漏らす。その隙にカツアゲをしていた側もされていた側も、散り散りに逃げていった。

　男が彼らを追うことはない。もはや彼らなど眼中にないように、仮面の男はつぶやく。

「これも天命か。柄にもなくイレギュラーな行動をとってしまったのも、祭りの熱気にあてられたわけではなく、導かれてのことだろう」

「なんの、ことだ？」

　不思議な言い回しに俺は、警戒を強める。緊張で体を硬くする俺と対照的に仮面の男は、自嘲するように鼻を鳴らした。

「深く考えるな。たかが亡者の戯言たわごとだ。……さらばだ、少年。いずれまた会うだろう」

　不吉な予言めいたものを残して男は去っていく。俺は男の背中が見えなくなってから、ようやく構えを解いた。

　というよりは、体が自然と脱力してしまって壁に背を預ける。たった数十秒の対峙だったというのに、手のひらにはじっとりと汗がにじんでいた。

　思わせぶりな発言といい、何者なんだ？　向こうは俺を知っているみたいだったけど、心当たりはまるでない。自らを災厄や亡者と呼ぶ知り合いなんて──

「──亡者？」

　ふと、朝にクズノハから聞いた話を思い出す。一六年前の亡霊。偶然の一致かもしれないが、もしかしたらあの男が関係している可能性も捨てきれない。

　慌てて男が去った方向へ走り出す。しかし、祭りで溢あふれる人ごみの中にあの目立つ姿を見つけることはできない。

　まるで本当の亡霊のように、仮面の男は消えてしまっていた。
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　路地裏から表通りに戻り、ククルたちの姿を探す。ククルのちっちゃな姿はともかく、レティシアのあの目立つ外見ならすぐ見つかるだろうとタカをくくっていたが、甘かった。みんなの姿は、見当たらない。

　人助けのためとはいえ、ちょっと軽率に動きすぎたか──と後悔していると、

「マキト、マキト。こっち」

　聞きなれた、低いトーンの声。振り返るとククルがぶんぶんと手を振っていた。

　カフェのテラス席。そこでククルたちはテーブルを囲んでいたのだが……一人、新たに加わっていた。

　その人は、片方だけの目を皮肉げに細めて酒の瓶から口を離す。

「やあ。レディたちを放置して野や暮ぼ用ようとは、誉められたものではないな」

　その口ぶりは、カノン先輩を思わせた。先輩がああいうことをさらりと言えるのはこの父親がいるからか……なんて思いながら俺は、頭を下げる。

「以後、気をつけます。元げん帥すいも、祭りを見に来たんですか？」

　俺の問いに元帥は、瓶の中身を飲みほしてから手袋に包まれた右手で口をぬぐい、答える。

「そんなところだ。だが、一人で来るものではないな。孤独さを紛らわしたいがために、つい酒を頼んでしまった」

「誰か誘わなかったんですか？　主任とか」

「ザジはノリが悪くてね。馬車で一緒になったのは偶然だし、本来は誰かとつるむようなやつじゃないんだ。どうも、人となれ合うのが嫌いらしい」

　ラニの親父おやじさんの、極端な無口っぷりを思い出す。どこか人を遠ざける雰囲気があったが、あれは誰に対してもだったのか。

　元帥は新しい酒を注文すると、イスの背もたれに体を預けてゆったりと告げる。

「さて、話を元に戻そうか。今、陛下から兄君……ヴィクトール殿下についてどんな人物だったか尋ねられていたところでね」

　後からやってきた俺に、親切に状況を説明してくれる元げん帥すい。それはいいが──

「なんで、そんな話に？」

　俺の問いに答えたのは、元帥でなく陛下だ。

「昨日、クズノハ様から兄の話が出たでしょう？　それで、生前の兄について知りたくなりまして。私はほとんど兄について覚えてませんけど、元帥は兄の指南役でもありましたから私よりよっぽど兄について詳しいかと」

　陛下の言葉に元帥は、面おも映はゆそうに苦笑した。

「とはいっても、私が殿下に教えたことなど微々たるものだよ。ほとんど私が教える前に理解されてしまった。今でこそカノンが最年少にして〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉に入団したともてはやされているが、それは殿下という前例があったからこそのものと言わざるをえない。力量があろうと若輩であるうちはそれなりの地位にしかつけない──そんな慣例を殿下が排していてくれたからこその抜ばつ擢てきだ。幸いカノンもそれを自覚し、殿下を目標に研けん鑽さんしてくれているがね」

　あのカノン先輩が目標としているほどの操鎧士ラウンダー、か。どれほどの腕前だったんだろう。

「殿下も、〈守護竜牙団〉に入っていたりしたんですか？」

「いや。辺境調査の特別隊に自ら志願して入隊していた。調査だけでなく各支部への遊撃も行っていたから、そういった活動はむしろ支部長の方が詳しいだろう。君はたしか、ペリクリーズ北部の出身だったか。ならばクリソベリル卿きようあたりがいい例だ」

「辺境調査……なるほど」

　南の聖骸アルビオンを見つけたというのは、その活動の中でだろう──と俺が納得すると、陛下から声がかけられた。

「マキト」

　視線を移すと陛下は、「しーっ」という感じに人差し指を自分の唇に添えている。まだ内密に、ってことだろうか？

　たしかに聖骸が五体あったなんて事実を発表するにはタイミングを見計らうべきだろう。相手が元帥だろうと陛下としては「まだその時ではない」と思っているらしい。

　元帥は俺たちのやり取りに訝いぶかしげに眼めを細めたが、追及することはなかった。一呼吸、頭の中を整理する代わりというように、新しく運ばれてきた酒を口にして続ける。

「操鎧士としての才だけではなく王としては賢君、研究者としての閃ひらめきと勤勉さをも兼ね備えていた、まさに天才と呼ぶにふさわしい方だったよ。それでいて品性に優れ、驕おごることはなく高みを目指していた」

　人間としての理想像みたいだ。しかし元帥は、そこまで語ると不意に顔を曇らせる。

「だがそれゆえに、私のような凡人には理解しがたい人でもあったよ。あのクズノハ様がそうであるようにね」

「……なんとなく、わかります」

　クズノハを例に挙げられて俺はすんなりと納得する。会談の場でクズノハが、今までの不干渉主義を廃し、三国の共闘という新しい世界を示したのは記憶に新しい。ヴィクトール殿下もおそらく、そういう既存の考え方にとらわれない発想をする人だったのだろう。

　俺の反応に元げん帥すいは、小さくうなずいた。

「見ている景色が違う……とでも言ったところだろうか。殿下の語る世界は、常識からあまりにもかけ離れていた。だからこそ、それを共有し合えるあの二人は懇意にされていたんだろう」

　元帥の語り口に俺は、ふと疑問を抱く。

「そんなに仲が良かったんですか？　クズノハと殿下って」

　ちょっと交流があるくらいだと思っていた。俺の問いに元帥は苦笑する。

「クズノハ様はどうだったか知らないが、殿下はベタ惚ぼれという感じだったね。歳としの差もあるからいいようにあしらわれていたが、私たちはハラハラしながら見守ったものだよ」

「それは……たしかに気が気じゃないですね」

　一国の第一王子があの気まぐれなキツネに惚ほれたとなっては、側近たちの苦労は推して知るべきだろう。

　それで元帥がヴィクトール殿下について知るところは全てだったのか、元帥は酒の残りを飲み干して立ち上がる。

「さて。私はそろそろ野営地に戻らせてもらうよ。祭りを楽しむのもいいが、くれぐれも慎みを持って行動することだ」

　会計を済ませた元帥は、去り際に足を止めて振り返る。

「ああ、最後に一ついいか？」

「はい？」

　首をかしげると元帥は、ビシッ！　と俺の頭上のイヌ耳を指差して告げた。

「キミのそのふざけた格かつ好こうは、私の心証をばっちり損ねているのでそのつもりでいてくれ」

「このタイミングで言うことですかそれ!?」

　真顔で指摘しないでほしかった。
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　その後も思い切り祭りを楽しみ、明日に備えて早めに就寝ということになった。

　浅い眠りから覚め、俺は時計を見る。零時過ぎ──

（頃合いか）

　隣のベッドに目を向けると、ククルは予想通り寝入っている。これなら、問題ないな。

　念のためにまた浴衣ゆかたにイヌ耳の異族デミヒユーマンルックに着替え、部屋を後にする。向かう先は東の軍本部、格納庫ハンガーだ。

　どうもやっぱり、あの仮面の男が気になる。向こうの目的は不確かだが、とりあえず昨日、東の機鎧ラウンド・ギアがバラバラにされたという現場から足取りを追ってみよう。

　夜の街に繰り出す。昼に街中を歩いている間に、それとなく軍本部の位置は確認してあるのでまっすぐそちらに向かった。

（できればクズノハに一言、調査で出歩く件を伝えておきたかったけど）

　クズノハの後ろ盾があればもうちょっと堂々と動くことができたかもしれないが、どうやら朝からずっと出かけているようで、夕食の場にもいなかった。やれることは限られるが、その範囲内でなんとかするしかない。

　街外れに行くにつれ、人ひと気けは少なくなっていく。喧けん騒そうがだいぶ遠くなったと感じるころ、遠目に魔力の淡い光が灯ともった四角い建物が見えてきた。

「あれか」

　門の前には警備の兵が立っている。裏に回りこんでみるか。

　格納庫の周りは表の通りを除いて整地されておらず、膝ほどの高さまで雑草が伸びている。歩いているうちに、その雑草が倒れている箇所があることに気づいた。

　しゃがみ込み、よく調べてみる。獣道みたいに長い間踏み固められてきた感じではない。まだ真新しく、しかも一人分の足跡だ。

（これは、ビンゴか？）

　草を踏みしめた後を追っていくとやがて、開かれたままの鉄製の格子戸に行きついた。本来扉を閉ざしていたであろう南なん京きん錠じようが、むなしくぶら下がっている。どうやら侵入者は機鎧の分解だけではなく開錠にも精通しているらしい。

　さらに後を追う。敷地内は整地されていて、この暗がりでは足跡を追えない。ここから先は行き当たりばったりか。

　とはいえ、警備の目をかいくぐることを考えれば自然とルートも限られる。右手側からはなにやら兵士たちの話し声が聞こえるし、とりあえず左か。

　そんな具合に奥まで進む。けっこう来たけど、侵入者に出くわす気配はなく、同時に嫌な予感がした。

（もしかしてこれ、俺が昨日の侵入者と間違われて捕まるパターンじゃないか？）

　ここまで、その発想がなかった自分のおめでたさを呪いたくなる。濡ぬれ衣ぎぬを着せられてはたまらない。いったん、戻ろう。そして明日の朝、クズノハに例の男のことを伝えるのが無難だ──と引き返そうとする直前、曲がり角から出てきた影にぶつかられた。

「──ッ!?」

　頭を切り替える。例の侵入者だろうと警備兵だろうと対応できるように身構えるが、どうも向こうはだいぶ小柄で……って、

「ラニ!?」

　よく知る異族デミヒユーマンの少女は、前髪越しに目を白黒させる。

「マ、マ、マキ、ト？」

「お、お前、どうしてここに!?」

　お互いに動転していたがラニは、事情を話した。

「ひ、東の機鎧ラウンド・ギアが見たくてね？　ついてきちゃった。荷車の中に隠れて」

「荷車の中に……？　ここ数日、ずっとか？」

「う、うん」

　ラニは「怒らないで」と訴えるように頭をガードして小さく震える。どこかで見たことがある光景だと思ったら、初めて会ったとき──聖骸アルビオンを見るために教導院の地下に忍びこんでいたラニに声をかけたときと同じ反応だ。

　おどおどした様子ではあるが、ラニの行動力はとんでもない。いくら機鎧が好きだからといっても、呆あきれるくらいの根性だった。

「確認なんだけど……お前じゃないよな？　東の機鎧、バラバラにしたの」

　ぎくり、とラニは青ざめた。……この反応は、もしかして。

「ち、違うよ？　あ、いや、うん、その、違わないけど今日は違うよ？　今日は、組み立てに来たんだよ？」

　大慌てで弁解しようとするラニ。今日は、ってことは──

「じゃあ、昨日のバラバラ事件の犯人は間違いなくお前なんだな？」

　ラニはしばらく三角耳を垂らして黙りこんでいたかと思うと、小さくうなずいた。

「……うん」

　俺はつい、頭を抱えてしまった。

「なんでまたそんなことを……」

「ご、ごめん！　で、でもね？　だってね？　知らない機鎧を見たら、どうなってるのかなって気にならない？　バラして調べたくならない？」

　ならない。動けばなんだっていいのだけど──

「それだけ……なのか？」

「？　それだけ、って……他に、なにかあるの？」

　まるで自分の行動に疑問を感じていない口調。

　苦笑が浮かんでしまった。

「本当に、機鎧が好きなんだな、ラニは」

　これだけの熱意を否定するなんて、俺にはできない。シンプルな理由だからこそ共感してしまった。

　ラニはまだ警戒が解けないのか、おどおどと問うてくる。

「へ……変、かな？」

「いや。それでこそラニって感じだ」

「そ、そう、かな？　……えへへ」

　ようやく顔をほころばせ、三角耳を上下に動かすラニ。なごんでいるのもつかの間、遠くから鋭い声がした。

「おい！　誰かいるぞ！　例の侵入者かもしれない！」

　ヤバい、見つかった！　ラニに悪意はなかったとはいえ、東の機鎧ラウンド・ギアをバラバラにしたのは事実。捕まったら、ただじゃ済まない。

「とりあえず、逃げるぞ！」

「う、うんっ！」

　ラニの手を引き、走り出す。だが──

「いたぞ！　逃がすな！」

「こっちだ！　誰か、応援頼む！」

「回りこめ！　北区画の門、塞ぐように通達しろ！」

　逃げ回るが、続々と兵が集まり包囲網はせばめられていく。思わず愚痴がこぼれた。

「くそっ。どうしろってんだよ」

　八方ふさがりか──と思ったその時。

「こっちだ」

　かけられた低い声に、とっさに身構える。建物の陰に隠れていたのは、俺も知る人物だった。

「ラニの……親父おやじさん？」

　呆ほうける俺を急せかすようにラニの親父さんは、鋭く告げる。

「早く」

「──」

　なんでここにいるのかは後だ。ひとまずはラニの親父さんの言うとおり、身を潜める。

　息を殺し、多くの足音が去っていくのを聞き届ける。どうやら、やり過ごせたか。

　安あん堵どのため息をつくと俺は、改めてラニの親父さんに問う。

「助かりました。でも、なんでここに？」

「ウワサだ。見張っていた」

「えっと……？」

　言葉が断片的で、すんなりと理解できない。

「東の格納庫ハンガーに侵入者があったってウワサがお父さんの耳にも入ってたから、現場に誰か来ないか見張ってたってこと？」

　しかしラニは慣れたもので、通訳してくれた。

「……」

　ラニの親父おやじさんは肯定もしないが、否定もしない。たったあれだけの言葉で親父さんの言うことをちゃんと理解できているラニはさすがだ。

　口をへの字に引き結んでいたかと思うとラニの親父さんは、不意に踵きびすを返す。

「ついてこい」

　言われるがままに、ラニの親父さんについていく。警備兵たちの声など意に介さず親父さんは、ずんずん歩いていくけど、まるで自分の庭のようだな。

　今は、親父さんを頼るしかない。そう思っていたのだが、その先にあったのは閉ざされた扉だった。

「こっちもダメか」

「どうしよう……わたし、こんなことになるなんて」

　怯おびえ、震えるラニを親父さんは呼ぶ。

「ラニ。来い」

　言われるがままに進み出るラニ。親父さんの横には、なにやら見慣れない装置があった。

「目を」

「……？」

　ラニは親父さんの言うとおり、顔をその装置の正面に持っていく。すると──




　ゴゴッ……




　重々しい音とともに扉が横に動いていく。

「「開いた!?」」

　唖あ然ぜんとする俺とラニの背中を叩たたき、親父さんは促す。

「奥へ」

　そのまま進む。

　そこで俺たちはさらに、声を失うことになった。

「──ッ！」

　三日月。

　割れた卵。

　朽ちた、揺りかご。

　そんなものを思わせるもの。俺たちの目の前に坐ざしているのは──

「東の……聖骸アルビオン？　クズノハが言っていた？」

　俺の言葉にラニは、俺の服の袖を引く。

「ど、どういうこと？　東の聖骸アルビオンって、前に国境沿いで戦ったときに乗り手と一緒に回収されて、今はペリクリーズで修復しようとしてるんだよね？」

「いや。話すと長くなるんだけど、これが本当の東の聖骸だ」

　ラニの親父おやじさんがここに俺たちを連れてきた理由。それは──

「これで脱出しよう……ってことで、いいんですよね？」

「……」

　やはりなにも言わないラニの親父さん。俺の推測が当たっているかは知らないが、今はこれしかない。

「ラニ。こづくり……頼めるか？」

「う、うんっ！」

　ラニはこっちに振り向き、軽く顎を上げる。う……こうして向き合うと、本当にちっちゃいな。ククルである程度慣れたつもりでいたけどなんというかこう、妹とするみたいで少し抵抗感がある。

　ラニも前に夜よ這ばいをかけてきたときのような積極性はなく、あくまで受けの姿勢。勢いに任せて俺は、ラニの体を抱き寄せた。

「──」

　レティシアとしたような、軽く唇を重ね合わせるだけのこづくり。してから気づいたけど、前に一回、濃厚なのをしていた。もしかしてこれ、する必要なかったんじゃないだろうか？

　そんなことを思いながら唇を離す。一方ではラニの親父さんが、スパナを片手に手近な照明灯の分解を始めていた。

「……」

　鬼気迫る勢いに、戦せん慄りつする。なんで？　なんで今、それをする必要があるの？　お前もこれみたいにバラバラにしてやるっていうメッセージ？

　悪寒がしたがとにかく、まずはこの場を脱出することが優先だ。俺とラニはそれぞれの座席に移動して機甲ガントレツトに腕を通す。

（いよいよ、か──）

　夜這い事件から数日を跨またいだが、結局こうなってしまった。いつもの調子で集中力を高め、まだ見ぬ聖骸を想おもって象かたどる四肢を頭に描く。

　だが──

「──っ」

　一向に変化は起こらない。かといって俺は、戸惑わなかった。この空くうを切るような感覚が初めてじゃなかったからだ。

　俺が自分の不ふ甲が斐いなさに歯は噛がみする一方でラニは、まだ希望を失っていないかのように問うてくる。

「マ、マキト？　まだ？」

「……いや、ラニ。失敗だ。たぶんこのまま待ってても生まれない」

「な、なんで……っ？」

「いや、なんでかは俺も知らないけど」

　そもそも、聖骸アルビオンについてはまだ謎が多い。会談で有力な情報を得られはしたものの、それらの条件が揃そろえば本当に生めるのかどうかすらもわからない。

　生めたときと生めなかったとき。今までの経験から二つの状況を比較してみようとするものの、追手が迫ってくる焦りのせいで上う手まく頭が回らない。思考がむなしく空転を続ける中、ラニの親父おやじさんは他ひ人と事ごとのようにつぶやいた。

「やはり、茶番か。もしかしたら、と思ったのだが」

「お父さん！　落ち着いてないで！　それに、茶番ってどういうこと!?」

　ヒステリックな声を上げるラニに対して親父さんは、あくまでもマイペースなままだった。

「繋つながることなどできない。ましてや裏切りを受けた者の、呪われた血を引いているのならば」

「裏切り……？　なに、それ？」













　怪け訝げんそうに問うラニに、親父おやじさんはわずかな間を挟んだのちに短く告げる。




「ラニ・ウィンザー」




　耳を疑った。

『ウィンザー』──東の王家の名前が、なぜラニに？

　まさか、と思う。ラニも同様。愕がく然ぜんとしたまま続きを待つと、前髪越しに親父さんの鋭い目がラニを射抜いた。

「それがお前の、本当の名だ」









　　
第三章　魔眼の末裔





　父親の言葉にラニは、呆ぼう然ぜんと問い返した。

「どういう、こと？」

「……」

　ラニの問いに親父さんは、口をつぐんだまま。苛いら立だたしげにラニは声を荒らげる。

「黙ってないで教えてよ、お父さん！」

　悲痛すら感じさせて響く声に答えたのは、親父さんではなかった。

「一六年前にウィンザーで起こったクーデターの際、一人の側近が生まれたばかりの王女を託されてどこかへ落ち延びた。側近はその男、そして王女がヌシということじゃ。その扉が開いたのが何よりの証拠よ」

　背後からかけられた声に振り返る。そこに立っていたのは──

「クズノハ……」

　衛兵を引き連れた、キツネの異族デミヒユーマン。小さな体に見合わぬ貫かん禄ろくでクズノハは俺たちを見回す。

「ご苦労。最後の鍵を開いてくれて、礼を言うぞ。これで東の聖骸アルビオンが手に入る」

「鍵？　……どういうことだ？」

　俺が問うとクズノハは、くいっと顎で扉を示す。

「記録によると、そいつは王族の魔眼によってのみ開くのよ。とはいえ、魔眼なぞ〈代詠計画オルタナテイブ〉の際に偶然、アーリーの片目に再現できたのみ。どうしたものかと考えておった所に、件くだんのバラバラ事件じゃ。もしや、と思うて網を張っていたら見事にビンゴ。こうも思い通りに事が運ぶと、笑いしか出てこぬわ」

　ここっ、と本当に笑いを漏らすとクズノハはラニの親父おやじさんに向き直った。

「久しいのう、ザジ。息災であったか？」

「……」

　なにも語ろうとしないラニの親父さんにクズノハは、軽く肩をすくめた。

「そう警戒してくれるでない。ウチはあのクーデターとは何も関係がない。今さらヌシやその娘をどうこうする気なぞないわい」

「クズノハ様。ですが俺は、決めた。他人は信用しない」

「ヌシが友に裏切られたあの時に──ヌシの友が王を刺したあの時に、か？」

「……」

　やはり親父さんは、黙り込んだまま。でも、友に裏切られたって……どういうことだ？

　クズノハは手のかかる子どもを相手にするように苦笑する。

「やれやれ。すっかり無口になりおって。──そんなに、言葉が信用できぬかや？」

　その一言にラニの親父さんは、ようやく口を開いた。

「──無意味だ。上辺だけの言葉。繕っただけの表情。だから決めた。一人で守る。主あるじから託されたものだけは。一人で生きていけるように育てると。誰に頼ることもなく生きていける力を与えようと」

「なるほどのう。だから喋しやべらぬ、か」

　親父さんの口ぶりはたどたどしかったがクズノハは納得し、俺も何となくだが共感する。言葉は確かに便利な道具だが、万能というわけではない。それどころか、誤解を生むこともある。そのためにこの人は、他者とのかかわりを避けたのかもしれない。

　だがそれをクズノハは、一笑に付した。

「──馬鹿馬鹿しい。人の心なぞ、本来わからぬもの。だからとて、わかり合おうとすること自体を諦めるとは片腹痛いわ！」

　空気を震わせる一喝。言葉が形を持って叩たたきつけられるような感覚に俺はすくみ上がった。

　圧倒されたのは俺だけではなく、ラニも親父さんも固まっている。クズノハは強硬な姿勢を崩さないまま、ラニの親父さんを糾弾した。

「ザジ。たしかにヌシの言うことにも一理ある。じゃが……今は語るべき時じゃ。知るべき者が、目の前におるゆえにのう」

　クズノハの視線がラニへと移る。ラニもまだ、打ち明けられた真実が信じられないのだろう。小さな体をさらに縮めて場をうかがっていた。

　ラニの親父おやじさんは、そんなラニを見つめていたかと思うと、今までよりずっと饒じよう舌ぜつになる。

「……聞いてのとおりだ、ラニ。俺はお前をずっとだまし続けてきた。だが、そのことを後悔はしない。俺は信念を曲げるつもりはない。ずっとお前に教え続けてきたことを、今さら曲げてなるものか」

　そう断言し、さらに続ける。

「人と人とは理解できない。どれだけわかった気になっていようと……腹を割って話し合った仲だと思っていようと。ならば、個として生きる術すべを身につけろ。俺はそのことを、お前に教え続けてきたつもりだ」

　声を失う。

　親友の裏切り。主君殺し。それが……ラニの親父さんをこう変えてしまった原因か。

　前髪の向こうの瞳。それは深い闇を秘めていた。

「繋つながることなどできない。裏切りにあった王の娘だとしたら、なおさらだ。きっと繰り返す。あの悲劇を。それをさせないのが……俺の役目だ。主君を守ることができなかった間抜けな男の、な」

　重い呪縛のようにのしかかる言葉。ここで黙ったままだとそれを肯定することになってしまう。

　そんなこと──

「そんなことがあってたまるか」

　認めちゃいけない。

　なんでもいい。とにかくこの人の言葉を否定しなければと思って俺は、言葉を吐き出す。

「繋がれる。人は、誰とでも。俺が聖骸アルビオンを生みだしてきたように」

「ううん、マキト。たぶん、お父さんの言うとおり」

　だというのに、ラニは首を横に振った。

「ラニ!?」

　ラニは力ない声で、訥とつ々とつと自分の想おもいを言葉にしていく。

「マキトたちは繋がれるかもしれない。でもたぶん、わたしはダメ。さっき、聖骸を生めなかったみたいに。そういう生き方しか、知らないから」

　愕がく然ぜんとしてしまい、反論できなくなる俺にラニは続ける。

「機鎧ラウンド・ギアも、銀細工も好き。でもそれは、純粋に好きってことじゃない。お父さんが言うように、一人で生きていくための技術として好きにならざるをえなかっただけなんだよ」

　ラニの声にあるのは諦てい観かん。さっきの失敗と親父おやじさんの言葉が重なって自分自身に絶望してしまったやつの声だ。

　だからこそ俺は、わかってもらいたい。

「それでも……あるよ。繋つながりは。お前と親父さんがそうじゃないか」

　俺は、ラニの親父さんに向き直る。

「アンタ、主あるじとの約束をずっと守ってきたんだろ？　一六年もの間、ずっと。それが繋がりじゃなくってなんだっていうんだよ？」

　ラニの親父さんだって、最初から人との繋がりを信じていなかったわけじゃないはずだ。きっと伝わるはずだと信じて俺は、言葉を尽くす。

「自分の娘みたいに大切にして、男ができそうになったら不機嫌になって……どこにでもある親子の情だろ！　それでもアンタは、人はお互いに理解できないなんて言うつもりなのかよ！」

　こんなにわかりやすい繋がりがあるんだ。ラニの親父さんだってきっと、本当は気づいているはず。それを頑なに認めようとしないのなら、単に目を逸そらしているだけだ。

「親友に裏切られて、またそれを繰り返すのが怖くって……怯おびえてるだけの臆病者だ、アンタは！　アンタ自身がそう考えることまでは否定しないけど、それを娘にまで押しつけるな！」

　なんでそんなやり方しか選べなかったのか。ラニの親父さんの不器用さがもどかしく、固く握った拳を振り下ろす先に迷っていると飄ひよう々ひようとした声が挟まれた。

「威勢がいいのう、若造。知った風な口をきく」

　クズノハにそう言われ、俺はたじろぐ。

　クズノハは、にんまりと笑みを見せた。

「じゃがのう、ウチも同じ意見じゃ。ザジよ。わからないからといって、わかりあおうとすることすら放棄してその先になにがある？」

「……」

　クズノハの問いにラニの親父さんは、なにも答えない。その信念を示すように、無言を貫く。

　頑なな態度は一いつ朝ちよう一いつ夕せきには崩れないだろう。クズノハもそれを理解してか、続けた。

「なにもない。人は時に、思考や価値観の相違から争い合うかもしれぬ。だがそれすら放棄した先にあるのは停滞と衰退じゃ。……わかるかや？　停滞と衰退がウチらへ下される罰という結果なら、それを生む罪はなんという名か」

　俺たちの顔を見回してからクズノハは、その答えを告げた。

「『怠惰』。ウチらを滅ぼすとしたら、それは他でもない、ウチら自身の努力の欠如に他ならぬ。ウチとヴィクトールは、その未来を見ていた。不干渉主義という言葉の根底にある、他国への無関心が最終的になにをもたらすのかを。故に、そんな悪習を作り上げた先祖たちの贖しよく罪ざいのために動くのよ。かの審判が下る前にのう」

　しかし、クズノハの訴えはラニの親父おやじさんに届かなかった。

「……それでも、ラニは聖骸アルビオンを生むことができなかった。他者とのつながりの象徴である、神の体を。それが答えだ」

「重症、じゃのう」

　クズノハはため息交じりに肩を落とす。

「まあ、ウチの目的は果たせた。で、その娘の処置についてじゃが──」

「ひっ」

　肩を縮めてすくみあがるラニ。本来、国家間の行き来は商人を除いて禁止されており、しかも出入りは指定された商業都市だけとなっている。つまりラニのやったことは立派な密入国であり、相応のペナルティが課せられる。

　小さく震えながら、上目遣いにクズノハを見るラニ。小動物めいた仕草にクズノハは苦笑した。

「そう怯おびえるな。ウチからガミガミ言うつもりはない。ただ、かの王の娘ということがばれると厄介なことになるので帰国まで目立った行動をせんように。それさえ守るのならばウチの権限で滞在を許可しよう」

「あ、ありがとうございますっ」

　帽子がずり落ちそうな勢いで頭を下げるラニ。続いてクズノハは俺に目を向けた。

「そういえばヌシ、なぜここに？」

「いや、昼になんか、自分のことを『亡者』とか名乗るやつに出くわしてさ。それで今朝聞いた亡霊って言葉が気になって。俺はまったく心当たりがないんだけど、向こうとしては俺と会ったことが天命だとかなんとか」

「……ふむ。今回の件に関わりはないのかもしれぬが、その口ぶりは気になるのう。どんなやつじゃった？」

「真っ黒な長衣ローブで、顔は仮面で隠されていた」

「それはまた、なかなかに濃いやつよのう。変装のつもりなのじゃろうが逆に目立っておるではないか」

「だよな」

　やっぱり一般的な感覚としてあの格かつ好こうはアウトらしい。クズノハは「ふむ」と腕組みをしてなにか考えこんでいたかと思うと、深くうなずいた。

「なるほど、あいわかった。一応、警戒しておこう。そんな怪しいやつならば、例の件にも関与しておるかもしれぬ」

「例の件？」

　オウム返しにするとクズノハは、目を鋭く細める。

「禍獣カラミテイの異変。会談でもちと触れたが、ヌシも感じておらぬわけではなかろう？」

　たしかに、禍獣は今までにない行動をとっていたけど──

「異変は人為的なもの……誰かが禍獣を操っているってのか？」

「そうでなければ説明がつかぬ。たまたま禍獣が徒党を組んだり、争いに横槍を入れる。そんなことがあってたまるか」

　途方もないことで考えから除外してしまっていたが、クズノハの仮定が今の異常を説明するのに一番しっくりと来る。まったく、次から次へと──

「〈審判の獣パニツシユメント〉だけじゃなくて、そっちも警戒しなくちゃいけないってことかよ」

「というよりはウチの推測じゃが、件くだんの賊の目標は〈審判の獣〉の封印を解くこと、であろうな」

「──!?」

　耳を疑った。

「なんのために、そんなことを!?　禍獣を操れるならその親玉の〈審判の獣〉も手て懐なずけられるのかもしれないけど、リスクが大きすぎるだろ!?」

「さて、のう？　異常者の考えていることなぞ、とんとわからぬが……一つ言えることは、そやつがとんだ不届き者ということよ。自分がどれほど思い上がっていたのか後悔させてやらねば、のう？」

　ここっ、ともらされる笑い声。その美しくも凄せい絶ぜつな笑みを前にして、ぞっとする。

「さて、後のことは任せよ。夜も更けておることじゃしとりあえずは解散じゃ、解散」

　ぱんぱん、と手を打ち鳴らして俺たちを促すクズノハ。その時──

「待て」

　低く響くその声に含まれる意図を聞き逃さないようにそれぞれ、注意深く耳をすませる。声の主──ラニの親父おやじさんは、わずかな希望を託すように続けた。

「王城跡に行け。……もしかしたら、見つかるかもしれない。お前の言う、繋つながりというものが」





　　　○





　格納庫ハンガーから、やや北へ行ったところに王城跡はあった。

　クズノハから貸してもらった馬をその辺の木につなぎ、王城跡を見上げる。雨風にさらされ、時の流れのままに朽ちた栄華。その扱いから旧王朝を歴史の闇として葬ろうとしている意図を感じた。

　王城に足を踏み入れる。この荒廃した雰囲気といい、クーデターという曰いわく付つきなことといい、ちょっとした肝試しの場になりそうだ。それこそ幽霊じゃなくても、野生の動物が巣にしていてもおかしくない雰囲気だ。

　ラニが持つランタンに足元を照らされ、歩いていく。魔力が平均より著しく低い俺だと『淡い』なんて表現じゃ追いつかないくらい弱々しい光になったりする。

　埃ほこりっぽい廊下を歩き一部屋一部屋、なにかラニの親父おやじさんが言うような手掛かりがないかどうか確かめていく。ここもハズレ……と。

「骨折り損、か……？」

　思わず愚痴ると、不意にラニが足を止めた。

「マキト。ちょっと待って」

「どうした？」

　尋ねるとラニは、心ここにあらずといった感じでつぶやく。

「風の音が違う」

「え？」

「うん……こっち。壁の向こう、かな？　いったん出るよ」

　ラニはそこらへんに空いていた穴から外に出て、とてとてと、なにかを探るように歩く。かと思うと不意に足を止めた。

「ここ、かな？　でも、どうしよう？」

　どうしようもなにも、俺にはラニがなにを感じているのかすらわからないのだが。見守っているとラニは、「あ」と言って動き出した。

「もしかして、これ？」

　先ほど、東の聖骸アルビオンが隠されている部屋の前にあったような装置にラニは自分の瞳をかざす。すると──

「な、なんだっ？」

　ずごごごご……と鳴動する地面に身構える。一方でラニは、目の前で起きることを見守っていた。

「やっぱり。さっきと同じ仕組みだよ」

　重い地響きとともに地面が割れていく。その向こうから現れたのは──

「……隠し部屋、か？」

　明らかに人工的な空間。ラニはうなずき、注意深く部屋を眺める。

「だね。降りてみよう」

　ひょい、と軽々と飛び降りるラニに続いて俺もラニの後を追う。降りた先でラニの持つランタンが照らすのは、古びた背表紙が並ぶ本棚と机だ。

「書斎、みたいだな？　こっちは、歴史書？　それに……古代語の翻訳表、か？」

　書架に並ぶ本と、机の上にあった編纂中だったらしい紙の束を俺は手に取る。古代の記録はほとんど残っていないはずで、あったとすればその学術的価値はとんでもないものになる。

　本を無造作に一冊抜き出して、めくってみる。どのページにも魔術書めいた怪しい記号が並んでいるだけでちっとも読めない。歴史の研究をしている陛下やもしくは、古代から生きているククルなら読めるだろうか？

　俺がそちらに興味をひかれている一方、ラニが手に取っているのは机の上に置かれた銀細工だ。いくつものパーツが合わさったそれは東の国旗にも描かれている瞳を象かたどっている。魔眼に反応して開く扉があるくらいだし、東の王家は自分たちに伝わる眼めを特別視していたのだろう。

　まじまじとそれを見つめるラニは声をかけづらかったが、尋ねた。

「俺はよくわからないけどそれ、そんなにすごいものなのか？」

「う、うん。一ミリでも設計が狂ったら、できない。すごい職人だよ、これ作った人」

　ラニは再びじっと銀細工を見る。

「持ってっちゃって……大丈夫かな？」

　城内のおどろおどろしい雰囲気のせいか、びくびくするラニ。それについては心配ないだろう。

「大丈夫じゃないか？　ラニは本来なら、ここのお姫様なわけだし」

　ラニはきょとん、と硬直すると、やがて落ち着きなく三角耳を上下に動かし始めた。

「そ、そっか。そう……なるんだね。お姫様、かぁ……」

　ラニはぼんやりと俺の言葉を繰り返す。小さく首をかしげる様子からすると、どうやら自分がそう呼ばれていたことにしっくりきていないようだ。

「まあ、急に言われても実感ないって話だよな」

　ククルにも言ったことだが、存在なんていうのは所詮、相対的なもの。どんな事実があれ俺にとってラニは、ちょっと暴走しがちなほどに機鎧ラウンド・ギアが好きな友人だ。

　さて……ほかに目立った発見もない。ラニの親父おやじさんが言う『繋つながり』というのがこの部屋のことなのかはわからないけど──

「そろそろ戻るか。ラニ、今日の宿は？」

「また荷車の中に隠れて寝ようかなって。ここに来るまでもずっとそうしてたし」

「荷車なんて半分野宿みたいなもんだろ。お前さえよければ、俺の部屋に来ないか？　俺、床で寝るから」

「えっ？　わ、悪いよ、そんなの」

「そうか？　お前が嫌ならいいけど、遠慮してるならその必要はないぞ」

　ラニは迷ったようだが、さすがにずっと荷車で寝ていて体が温かいベッドを求めていたのだろう。はにかむように口元をほころばせた。

「……じゃあ、お邪魔しちゃおう、かな？」

「よし、決まりだ」

　来た時と同じように、馬に二人乗りをして戻る。クズノハに言われたとおり、城門の番兵に馬を預けると、宿への道を歩き出す。

　大通りは、祭りの熱狂で満ちている。獣の頭を持つ男やチビでひげもじゃのドワーフたちが楽器を演奏したり踊ったりとバカ騒ぎをしているのは、なんとも異界めいている。じっと見ていると精神力が削られそうだ。

　その途中で見知った顔に出くわした。

「これは詠士ドルイド殿。こんな時間に散歩か？」

　眼帯をした細ほそ面おもての中年は、優雅なバリトンで問うてくる。向こうからなにかを担いでやってきた元げん帥すいに俺は、ぎくりとした。

　夜遊びを咎とがめられたような気まずさ。その上、だ。元帥は俺の後ろに隠れる小柄な姿を見ようと体を傾ける。

「ん？　そっちはラニか？　なんでここに？」

「ち、違います……」

　律りち儀ぎに答えるラニ。元帥はいよいよ確信を持ったようで追及してくる。

「いや、ラニだろう。どうやって来たんだ……ということはいいか。来てしまったという事実は変えようがない」

「面識あったんですか、二人」

　元帥とラニの親父おやじさんはそれこそ軍でいくらでも話す機会があっただろう。けど、ラニまで知り合いだとは思わなかった。

　俺の問いに元帥はなにやらもぞもぞと手袋を外し始める。

「ああ。というのは見せた方が早いね」

　そこから現れたのは、鈍にび色いろの手。

　その事実を俺が認識する前にジャキン、と硬い音を立ててその手首から刃やいばが生えた。

「──!?」

　理解しがたいことに俺は、とっさに跳とび退のく。最初から、からかうつもりだったのか、元帥は朗らかに笑っていた。

「と、私の義手を作ってくれたのがラニでね。もともとはザジに頼んだ仕事なんだが、ラニが作りたがったから任せたんだ。出来に関しては概おおむね満足しているが、この機能だけはいただけないな。危なっかしくてしょうがない」

　刃を小さく振りつつ、あっけらかんと言ってみせる元帥だが、俺はまだ目の前の事実を受け入れられなかった。

「元帥、その腕……」

　俺の指摘に元げん帥すいは、自嘲めいた薄い笑みを浮かべた。

「ああ、この目にしてもそうなんだが四年前の作戦の時にうっかり、な。おかげで今や、裏方に専念せざるを得ない。機鎧ラウンド・ギアを駆っていたあの頃が懐かしいものだ」

　機鎧と自身を繋つなぐもの。それが機甲ガントレツトであって……つまりそれには、どうしても腕が必要になる。元帥の義手は、自在に動いているようだが生身の腕のように魔力を流すということまではできないようだ。

「ラニが作ってくれたこの義手のおかげで生活にはそれほど不便はしていないが……妙なギミックが多くて驚かされる。栓抜きとワインオープナーが入っているのはありがたいがね」

　カシャッ！　と金属がこすれ合う音がして元帥はそれを手元に出す。なんだかんだで使いこなしてるんですね。

　ラニはおどおどと、元帥の顔を見ようとしては目を逸そらし、というのを繰り返しつつ主張する。

「で、でも。腕ブレードは基本、だし。本当なら超振動機能もつけたい、ですけど」

　ラニなりのこだわりがあるらしいけど、俺としてはまるでピンとこない。なんで剣が振動する必要があるの？　と思うくらいだ。

　むしろ俺としてはさっきから、元帥が肩に担いでいるものが気になるわけで。

「それ……カノン先輩ですか？」

　ぐったりとうなだれているその人物をよく見てみれば間違いない。いつもの王子様のような高貴さは失われているが、先輩だ。

　俺の指摘に元帥は、口元をほころばせた。

「ちょうどいい。これを、軍の野営地まで運んでくれるか？　このまま帰るには飲み足りないと思っていたところでね」

「いいですけど……なんでこんな状況に？」

「せっかくの祭りだ。娘と一杯飲みたくなるというものさ。レティの誕生日が来ていれば、レティも誘ったんだが」

　元帥が惜しんでいるのは、ペリクリーズでは十六歳から飲酒が認められるからだろう。会うたびに酒を飲んでいて、なおかつ酔った様子も見せない元帥がアルコールに強いのはもはや疑うまでもないが──

「先輩、酒に弱いんですか？」

「そのようだ。思えばお互い忙しくてゆっくり飲む機会もなかったから、私も初めて知ったよ」

　律りち儀ぎなカノン先輩だ。酒好きの父親の期待に応えようと、酒に弱いなりに精いっぱい付き合ったのだろう。レティシアの生き真面目まじめさと似たところがある。

　父親の酒に付き合う先輩を想像して、その健気けなげさに心を打たれる。快く俺は元げん帥すいの頼みを引き受けた。

「わかりました。お預かりします。ラニ、悪いけど付きあってもらえるか？　宿の位置、口だと説明しにくいんだ」

「うん、いいよ」

　カノン先輩をこちらに渡す間際、元帥は押し殺した声で告げる。

「襲うなよ？」

「しませんよ、そんな後が怖いこと」

　元帥から十回くらい殺された後、先輩本人とレティシアから三回ずつ殺されそうな気がする。とは言ったものの、元帥から受け取った先輩はいい匂いがするわ、あっちこっち柔らかいわで俺の心臓が暴れ出す。

　感情を殺せ。先輩を運ぶだけの装置になれ──なんて言い聞かせてみても無駄だった。男の格かつ好こうをしていても、王子様みたいで女子からキャーキャー言われるような存在だろうとも先輩は女だ。人として尊敬できるのと同時に、女の子としての魅力にあふれている。こうして肩に先輩の体温を感じているとなおさらだ。

「じゃあ、そういうことだ。よろしく頼む」

「はい。任されました」

　元帥と別れ、来た道を引き返す。華きや奢しやな先輩の体は軽く、雨に濡れた干し草を屋内に避難させるよりも楽に運べた。重さよりもむしろ、肩に当たるふにふにした感触の方が俺の気力を削り取っていく。

　コルセットのような、分厚い布で押さえ込もうとしているのだろうけど押さえきれていないこの感触……街中の祭りの騒ぎ以上にテンションが上がってしまいそうだ。

　悶もん々もんとしながらもゴブリンの番兵に「お疲れ様です」という意をこめて頭を下げ、城壁の外に出る。軍の野営地はかがり火がたかれていて、すぐわかった。

「すいません。カノン先輩のテントってどこですか？」

　一番近いところにいる、かがり火の前で本を読んでいた年若い操鎧士ラウンダーに俺は声をかける。操鎧士は本に目を落としたまま暗闇の向こうを指差した。

「あそこに杯と蛇の班章の立て看板があるだろ？　あのテントだ……って、聖骸アルビオンの詠士ドルイド？　どうしてこんなところに？」

「元帥にお使い頼まれまして」

　俺の答えに操鎧士は、頭痛に悩むように眉み間けんを押さえてため息をついた。

「元帥とはいえ、詠士に使い走りさせるとは怖いもの知らずだなあの人も」

「いや、ただの新米なんで。変にちやほやされたりするよりは、俺も気が楽ですよ」

「そうか。そう言ってもらえると、俺たちも助かる」

　表情を和らげる操鎧士ラウンダーに俺は、ぺこりと一礼。

「それじゃ、どうもでした。失礼します」

「ああ。お疲れ」

　再び本に目を落とす操鎧士。俺は指差された方へ向かい、テントを見つけた。

　ラニはテントとは逆方向を指差し、告げる。

「わたし、水もらってくるね」

「ああ、サンキュ」

　たしかに起きたときに水があった方がいい。そっちはラニに任せ、俺はテントの入口の幕をめくって中へ先輩を運びこんだ。

　先輩の体をそっと横たえると、一息つく。あとはラニが水を持って戻ってくるのを待つだけだ。

　と思うと同時に先輩が身じろぎをした。

「……うぅ、ここは？」

「あ、気づきました？」

　暗闇の中で先輩は、ぼんやりとした声で問う。

「めいふぃーるど？　なんでここに？」

「元げん帥すいと飲んでるうちに、寝ちゃったみたいですよ。で、たまたま大通りで元帥と出くわした俺が頼まれて、ここまで運んできました」

「あぁ、そうか……。まったくふがいない……まだ、しゅぎょうがたりないな」

　修行とかそういう問題じゃないと思うんですけど。ある意味、真面目まじめな先輩らしいといえばらしい。

　先輩はブーツを脱ごうとしているのか、もぞもぞと足元をいじり始める。その手元はおぼつかなく、いつまでたっても紐ひもはほどけない。

「ん……？　おかしいな。めいふぃーるど、わるいがてつだってくれないか？」

「え？」

　と思うと同時にブーツのつま先がこちらに向けられる。寝転がったまま先輩が足をこちらに向けているというこのシチュエーション……ただブーツを脱がせる。それだけなのになぜか、やたらとやましさを感じるというか、どきどきするというか。

　ためらっていると先輩は、急せかしてくる。

「どうした？　はやく」

「は、はいっ」

　ブーツの紐に手をかける。だが暗いこともあって、すんなりとはいかなかった。悪戦苦闘している一方で先輩はみじろぎする。

「ふう……なんかしらないがあついな。よるだというのに……」

「それは、先輩が酒飲んでるからじゃ……って！」

　なにをしているのかと思ったら束ねている髪をほどき、上着を脱ぎ始めた。そのままネクタイに手をかけ、あまつさえシャツのボタンまで──

「先輩！　なんで脱ぎ始めるんですか!?」

「ねるときは、ぬぐのがじょうしきだろう？」

　俺が声を上げると先輩は「なんでそんな反応をするのかわからない」みたいな口調で返した。

「そういえばレティシアも寝るときはその方が落ちつくって……じゃなくて！　脱ぐのはいいですけど俺がいなくなってからにしてください！」

「んー、そうかー。いっこくもはやくぬぎたいんだけどなー。せいふく、きゅうくつだし。まあ、これだけでもすずしくなった」

　闇に目が慣れてきたためか段々、先輩が見えてくる。胸元まで半分開いたシャツというのは、それはそれで扇せん情じよう的てきなような……。

「めーふぃーるどー。これだけぬいでいいか？　これがいちばんきつい。ぬぎたい」

「これ、と言いますと……？」

　おそるおそる尋ねると先輩は背中をもぞもぞいじる。

「ん……よっ……あれ……っと」
















　ぽんっ




　そんな擬音が付きそうな勢いで、急激に先輩の胸が膨らんだ。

「──」

　ごくり、と自分の喉が生唾を呑のむ音を鳴らす。前に一瞬、事故で見たことがあったけど……改めて見ると驚嘆させられる。先輩、こんなご立派なもの隠して生きてるんですね。

「ふう。すっきりしたー」

　と、先輩は胸を押さえつけていたであろう布を投げ捨てる。

　煩はん悶もんを頭から追い出し、やるべきことに集中する。紐ひもをほどき、先輩のブーツを右足、左足と抜き取った。

「ブ、ブーツ。脱がせ終わりました」

「ああ、うん。ありがとう。めーひーるどはいいやつだなーあははー」

　意味もなく笑い出す上に、段々ろれつが怪しくなってきている先輩。普段、凛り々りしいものだからそのギャップたるやショッキングなことこの上ない。先輩のファンの女子たちにも見せてやりたいくらいだ。

　先輩は大の字になったまま話しかけてくる。

「とうさんからきいたけど、ひろーせんでぇ、ゆうしょーしなきゃいけないんだって？　なんかたいへんそうだね」

「大変なのは確かですけど元げん帥すいとしては仕方ない処置なのかなって。俺が失態見せたのは事実ですし──」

　愚痴っぽくなっても仕方ないし笑って済ませる。かと思った瞬間、不意にカノン先輩が起き上がって俺の頭を抱えた。

「──ってぇえええ！　ちょ、ちょっと、先輩!?　いきなりなにするんですか!?」

　未知の感触が俺の頭を圧迫している。全身の神経が抱えられている頭に集中して、それ以外の感覚がなくなってしまうほどだ。たぶん今、脚とか切り落とされても気づかないんじゃないかと思う。

　俺の戸惑いなど知らないように先輩は、よしよしと俺の頭をなでる。

「れてぃのぱーとなーってことは、ぼくのおとうとみたいなものだからなー。こまったらいつでも、おねーちゃんをたよっていいんだぞー」

「──っ！」

　顔が──いや、全身が熱い。久しぶりにこんな子ども扱いを受けたことが恥ずかしいようでいて、妙に落ち着くようでもあった。それはきっと、今のカノン先輩みたいなユルい口調でしゃべる姉が実際にいたからだろう。

　先輩は俺の頭を抱えたまま横たわる。この姿勢は、やばい。勢いに流されてしまいそうになる。

　だが、それ以上の問題があった。

　ばしゃっ、と水が地面にこぼれる音。そちらに振り返ると──

「……マキト？」

　ラニが、青ざめて立ち尽くしている。ヤバイ。この状況は！

「ラ、ラニッ！　これは……！」

　先輩が女であるということをばらしてはならない。この角度なら、ラニからは先輩のご立派なものが見えていないはずだが、隠し通せるか!?

　全力で言い訳を考えろ！　……と思ったが、そうするまでもなくラニは一人で納得した。

「……マキト、そういう趣味だったんだね」

「へ？」

　納得、と言うべきなのだろうか、それは。多大な認識の齟そ齬ごが俺たちの間にある気がする。

「そっか、それじゃあ、わたしと聖骸アルビオン生めないのも仕方ないよね。あれ？　でもククルやレティシアとは生めるんだよね？　なんでかなー？　なんでかなー？」

　その場にしゃがみ込み、地面を指でなぞり出すラニ。なぜかはしらないが、急激にその場の空気が重くなりだした気がした。

「ラニ？　誤解しているだろうから、とりあえず戻ってきてくれないか？」

　先輩にも離れてもらわなければならない。引きはがそうとするが、力をこめるまでもなく先輩はあっさりと離れてくれた。というか、ぐったりしているような。

「……先輩？」

　おそるおそる声をかけてみる。返事はないが、呼吸は安らか。どうも、寝てしまっただけらしい。

　さんざん心臓に悪い思いをさせられたが、こんな寝顔を見せられては苦労が報われてしまう。俺は苦笑して、立ち上がる。

　頼っていいんだぞ、と言ってくれたのは嬉うれしいけど、残念ながらそれには及ばない。……勝ち取ってこよう。自分の力で、自分の居場所を。

「おやすみ、先輩」

　俺はそっと告げて、テントを後にした。
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　宿に戻ると、その入り口で思いがけない人物と出くわした。

「帰ってきたか。どうじゃ、収穫は？」

　キツネ色に近い金髪を月明かりにきらめかせて立っているのは、クズノハに違いない。夜という雰囲気のせいか、いつもより大人っぽく見えた。

「待っていたのか、わざわざ？」

「ま、月見ついでにのう。今こ宵よいは、良いい月が出ておる」

　と、片手に持った杯を唇に持っていく。言われて俺も空を仰いでみるとなるほど、たしかに真円の月がこちらを見下ろしていた。

　空に浮かぶ単眼。東が瞳とセットで国章に月を描いているのは、月を王の魔眼の象徴だとしているのだろうか。そんなことを思わせる月明かりだった。

　一方でラニは、隠し部屋にあった銀細工をクズノハに見せる。

「あの、遺のこされていたのはこれだけ、です」

「ほう。たしかに眼めは王族の象徴じゃが、これを繋つながりというのはどうもピンと来ぬのう」

　しげしげと銀細工を見つめるクズノハ。俺は、思い切って尋ねてみた。

「なあ、クズノハ。前の東の王は、なんでクーデターなんか起こされたんだ？」

　ラニの親父おやじさんが掲げる、他人を信じないという主義。その理由となった裏切りの原因について知っておくことが、ラニを謡巫女バルドにするうえで不可欠だと感じての疑問だ。

　唐突な俺の問いにクズノハは目をぱちくりさせたかと思うと、逆に問い返してきた。

「ヌシはこの国をどう思う？」

「え？　な、なんだよ突然」

「単に答えを教えられただけではヌシもつまらぬじゃろう？　感じたままでよい」

　年寄りの遊びに付き合う気分ではないのだけど……引き下がるのも負けな気がする。言われたとおり、感じたままのことを告げた。

「そうだな……やっぱ異族デミヒユーマンが多いなー、って」

　ペリクリーズとの違いを上げるとすればその一言に尽きる。先ほど異界のような大通りを歩いたからか、なおさらそう思った。

　クズノハは細い腕を組むと、「うむ」とうなずく。

「ドワーフ、コボルト、ゴブリン、ドライアド、その他にも多くの種族がこの国にはおる。種族が違えば文化も考え方も違うものでの。初代様──バロール王のころにはまだ内乱が多かったそうじゃ」

「へえ。今のウィンザーからはちょっと考えられないな」

　街ではコボルトもドワーフも仲良くしているように見えた。どういう経緯で国が今のような姿に変わったのか──クズノハはその手法の一部を語る。

「そういう連中がいさかいを起こさぬための手っ取り早い方法はのう、共通の敵を作ることよ」

「それが、王だったってことか？」

「たわけ。それだと敵である王を倒してしもうた時点でこの手段は破綻するじゃろ？」

「あ……そうか」

　もう一回考え直せ。この国が設定する敵っていうと、やっぱり──

「禍獣カラミテイか？」

「おっと、これはウチの落ち度かのう。言い忘れておったが、禍獣の存在が確認される前からの根強い因習よ。最初から禍獣という存在を教えられてきたヌシらにはピンと来ぬかもしれぬが、絶対に敵かなわない相手を敵として想定するのは難しかろう？」

「これも違うのか。ってなると……」

　考えこむ俺を面白がるようにクズノハは尻尾を揺らす。

「このままでは落第じゃぞ？　どうする？」

　焦るな。クズノハの性格について知った風なことは言えないが、意地の悪い問いをしても意味のない問いをするやつではないという印象がある。考えても答えに至れないような問答じゃないはずだ。

　だから、考えろ。この国の民が敵とするものを、彼らの気持ちになって。

　この国に来て、自分の眼めで見てきたもの。それらを一つ一つ振り返ってみると、ヒントになるようなものがあった。

　そこから導き出される答えを俺は、口にする。

「人間、か？」

　クズノハはようやく満足げにうなずいてくれた。

「うむ、正解じゃ。意外と鋭いではないか」

「鋭くなんかないよ。実際にその現場を見てなかったら、思いつかなかったかもしれない」

　カツアゲの現場を見たことが頭の片隅に引っ掛かっていた。そんな俺にクズノハは、ばつが悪そうな顔をする。

「む。みっともないところを見せてしもうたな。やれやれじゃ」

「いや、それはいいんだけど……クーデターとどんな関係が？」

　クズノハは小さくため息をつくと、俺の問いに答えた。

「やつは……最後のウィンザー王、ロニはその風習をなくそうとしたのよ。やつ自身、人間の血が混じっておったせいで苦労を強いられたからじゃろう」

「人間の血が……？　人間を共通の敵とするこの国で、か？」

　信じがたかった。人間と異族デミヒユーマンの溝がこの国では思った以上に深いと知った今だからこそ、人間の血が混じっている者が東の王になるなんて。

「朝にもちと語ったが、ロニの経歴はやや異色でのう。やつはもともと市し井せいの出……ただの銀細工職人じゃった。というのも、ロニの祖父にあたる代のウィンザー王が奔放なお人だったようでの。あっちこっちに女を抱えていたようじゃ。──ここっ、どっかの誰かさんのようよ」

「放っとけ」

　誰かさん、というのが誰を指しているのかは言うまでもない。別に奔放なわけじゃなく、成り行きで複数の女の子とこづくりすることになっただけだ。

　クズノハは俺のリクエスト通り、そこを掘り下げず話を続けてくれる。

「その中には異族デミヒユーマンでない、人間の女もおってのう。で、その祖父の死後、継承権の関係でゴタゴタがあって壮絶な内輪もめの末、王家は壊滅した。唯一残っていたのは人間の混血であるが故に王族ということも名乗れず追いやられておったロニだけじゃった」

「そりゃまた……棚から牡ぼ丹た餅もちっていうかなんというか」

「因果応報というやつかもしれぬのう。己の利権ばかり求めて走った奴やつらの末路、というわけよ」

　クズノハはにんまりとキツネの牙を見せ、皮肉屋っぽく笑う。ゆっさゆっさと尻尾も揺らしていたと思いきや、そのふり幅が次第に小さくなっていった。

「やつにとっての理想であったのか私し怨えんであったのかは知らぬ。やつは人と異族の垣根のない国を作ろうとしたが……結局、それは叶わんかった」

　その話だけを聞けば、立派な人物に思える。それだけに一つ、気にかかった。

「アンタは、なにもしなかったのか？」

　クズノハほど先見の明があるのならその王の補佐をして、彼の目指した理想を実現できたのではないかと思う。だが事実、この国に差別という因習は残ったままだ。

　クズノハは気まずそうに目を逸そらし、月を見上げてつぶやく。

「……ああ。なにも、せんかった」

「アンタも、人間を共通の敵として異族たちをまとめ上げた方が、都合がいいって思っているのか？」

「そういうことではない。ただ……さすがに三〇〇年も生きておると、この国の民どもはみなウチの子どものようなものに思えてのう。子ども同士のケンカに親が首を突っこむのも野や暮ぼだと思って傍観しておった。王制だろうが議会制だろうが民が選ぶままに任せよう──とな」

　長命で、この歴史のおよそ半分を見守り続けてきたクズノハならではの感覚なのかもしれない。俺は口をつぐみ、クズノハが語るままにする。

「どちらがいいのかウチがここで語ることではないが……少なくとも、一六年前の選択は間違いじゃったな。あのときクーデターというやり方を止めなかったのはウチの後悔の一つじゃ。……まったく、歳としを取ったぶん利口になれればと思うが、後悔を積み重ねるばかりよ」

　年季の入った苦笑に俺は自分の浅はかさを知る。賢人といえども全能ではない。俺たちと同じように悩んできていた。

「……悪い。なにも知らないのに、軽はずみな口をきいて」

「構わぬ。それが若さというものじゃろう」

　クズノハの寛容さに感謝する。クズノハはそのまま話を続けた。

「ま、以上が東のクーデターの顛てん末まつじゃ。結局、首謀者はウチに後始末を押しつけて消えてしまうし……まったく、今ごろどこでなにをやっているのやら」

　腕組みをして苛いら立だたしげに鼻を鳴らすクズノハ。首謀者っていうと……ラニの親父おやじさんの友だったっていう人か。てっきりどこかのポストに収まっているかと思ったら失踪とは、意外だな。

　虚空を睨にらんでいたクズノハは、不意に向き直る。

「さて、こちらが問いに答えてやったのじゃ。次はヌシの番じゃぞ」

「え？　で、でも俺、聖骸アルビオンの謎とかククルが何者だったのかとか本当にわからないぞ？　本人すらわかってないみたいだし」

「たわけめ。ヌシ本人に関することよ」

「俺……？　アンタが訊ききたいようなことって、あるか？」

　全く心当たりはなかったがクズノハは、ずばり尋ねてきた。

「ヌシの体質についてじゃ」

「──」

　予想外のことに息を呑のんだが俺は、かろうじてうなずく。

「……あ、あぁ。陛下から伝わってるんだっけ？　聞いてるとおり、魔力の最大出力が低いんだって」

「じゃろうの。魔力の波長が乱れておる」

「波長？」

　耳慣れない言葉をオウム返しにするとクズノハは、波打つように手を動かす。

「人は皆それぞれ、魔力に一定のパターンをもつ。それを調節し、機鎧ラウンド・ギアの動力に変換するのが〈ダグザ・ドライブ〉なのじゃが……っと。今はこの話は関係ないのう。それよりヌシ、死にかけたことはないか？」

「ずいぶん昔だけど子どもの頃、禍獣カラミテイのせいで凍死しそうになったことがあるけど。関係あるのか？」

「ふむ……」

　クズノハは再び腕組みをし、しばらく考えこむと結論を出した。

「詳しく調べねばなんとも言えぬ。ウチの研究所ラボならともかくここでは設備が、のう。この件に関しては後日じゃ。それより明日は〈披ひ露ろう戦せん〉じゃ。とっとと寝てコンディションを整えよ」

　なんだか引っかかるが、クズノハの言うとおりだ。俺の体質がなんにせよ、とりあえずはまず目の前のこと──〈披ひ露ろう戦せん〉で元げん帥すいが満足する結果を出す、という目標に集中すべきだ。

「ああ。悪いけど、優勝するつもりでやらせてもらうからな」

　俺の意気込みにクズノハは、ニヤリと不気味に笑った。

「そう上う手まくゆくとよいがの」

「どういうことだ？」

「なに。明日になればわかる。それよりはヌシよ」

　クズノハに目を向けられ、ラニは忙せわしなさげに三角耳を上下させた。

「え？　わた、わたし、ですか？」

「まあ、おせっかいなのじゃがヌシさえよければヌシも謡巫女バルドとして参加してみぬかや？　データは多ければ多いほどいい故にのう」

　悪気はなかったのだろう。クズノハは、ラニが聖骸アルビオンを生めなかったことを知らないはずだ。生む前に自分が到着したのだと思っていても不思議ではない。

「あ……その、わたしは」

　ラニの反応から、事情を悟ったのだろうか。クズノハは顎に手を添え、「ふむ」と考えこんだ。

　口を挟むのがはばかられる、凛りんと張りつめた表情。息を呑のんでそれを見守っているとクズノハは、おもむろに口を開いた。

「聖骸を生めぬとしたらティターニアの言っていたことが参考になるかもしれぬ」

「ティターニアが？」

　問いながら俺は、会談でティターニアがなにを言っていたか思い出そうとする。たしかティターニアによると──

「聖骸を生むのは意志、って話か？」

「うむ。己の起源を自覚せよ、ということよ。なんのために聖骸を生むのか。今一度、自分の心に問うてみろ」

　クズノハは一拍置くと、瞳に強い力をこめて見据えた。

「ヌシらは、どうしたい？」

　──なるほど。それを考えろということか。一度、自分と謡巫女が共有する想おもいを話し合ってみる。試してみる価値があるかもしれないな、これは。

「では、のう。明日の戦いでヌシらの聖骸が見られること、楽しみにしてるぞ」

　と、部屋に戻るクズノハ。俺はさっそく、隣のラニに尋ねた。

「ラニ。その……どう思う？　クズノハの言っていたこと」

　ラニはうつむいたままだが、いつもの『人見知りだから視線が合わせられない』っていう様子とは違うように見えた。ラニの気持ちを表すように、沈んだ声がその口からつぶやかれる。

「それなんだけどね、ないんだよ」

「え？」

　うつむいていたラニが顔を上げる。

　長い前髪の下にある眼めに映っていたのは、『絶望』だった。

「わたしには、聖骸アルビオンを生みたい理由がない。ただ機鎧ラウンド・ギアが好きで……それだけで、機鎧の原形の聖骸を生みたかった。それ以外なにもなかった。ククルやレティシアにどんな『やりたいこと』があるかはわからないけど、そこが絶対的な差だよ」

　自虐的に告げるラニに俺は、かける言葉を持たなかった。その考えはよくないと言うべきだとわかっている──それなのに喉が委縮してしまっていた。

「生んで、終わり。そんなわたしと『生んで何かを成し遂げたい』ククルたちとは、根本的に違う。その違いが、聖骸がわたしを拒んだ理由」

　自分に言い聞かせるようにラニは、もう一度繰り返す。

「わたしにはないんだよ。聖骸に乗る資格が」
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　翌朝、まだ日も昇りきらないうちにラニはペリクリーズに戻ると言い出した。

　その理由について俺は、深く追求することはできない。ただ、昨夜見せた絶望が理由なのだろうな、と推し量るだけだ。

　宿の外まで見送りに出た俺は、ためらいながらも声をかける。

「本当に〈披ひ露ろう戦せん〉、見ていかないのか？」

　ラニはうつむいたまま、小さく首を横に振った。

「……うん、いい。ちょっと、そういう気分になれない」

「そっか……」

　いつものラニなら東の新型が動いているところを見たがるだろうが、その情熱まで失ってしまったのか。痛々しいラニの横顔に俺は、軽々しく口を開くことができない。

　ラニはそんな俺を気遣うように、明るく振る舞った。

「ありがとうね。急に押しかけたのに、いろいろ付きあってくれて」

「いや、気にするなよ。あのくらい」

　会話は続かなく、気まずい空気が漂う。ラニもそれに耐えきれなかったのか城門へと歩き出した。

「……じゃあ、行くね」

「ああ。その、道中気をつけてな」

　振られた手に俺も手を振り返す。朝もやの向こうに消えていこうとするその小さな後ろ姿が、本当に消えてしまいそうなほど心細くて──

「ラニ！」

　とっさに声を上げていた。ラニは足を止めて振り返るけど、現実的に考えると消えてしまうわけがない。なにをやっているんだか、俺は。

　引き止めてしまって「なんでもない」とは言えない。とりあえず、かける言葉を探した。

「えっと……前に頼んでた俺のネックレス、できてるか？」

　ラニは申し訳なさそうに三角耳を垂らした。

「ご、ごめん。ほかにも注文あって、まだ。急ぐね？」

「いや、急ぐ必要はない。俺、待ってるから。お前が作ってくれるの」

　ラニはしばらく間を置いてから、うなずく。

「──うん。ありがとう」

　再び歩き出すラニ。

　その背に先ほどの危うさはなく、今度こそ俺はラニを見送った。





　　　○





　部屋に戻ってもう一眠りしてから朝食を済ませると、身支度を始めた。

　南の代表として出るんだ。身だしなみにだって気をつけなければならない。いつも以上に隙のない服装を心掛けなければ。

　部屋に備え付けの姿見でネクタイが曲がっていないか確かめ、上着やズボンにも汚れや皺しわが付いていないか入念にチェックする。寝癖もなおした。ズボンのチャックも開いてない。問題なし、だ。

「マキト、だいじょぶ？」

　ククルも自分の喉元をさらしてリボンが曲がっていないか訊きいてくる。じっとその白い喉元を見つめて俺はうなずいた。

「よし。完璧だ」

「んふふー、かんぺきー」

　楽しげにその場でスカートを翻してくるりと一回転してみせるククル。……なんだろう。レティシアの影響でも受けているんだろうか？

　とにかく、身だしなみについては完璧だ。さっそく俺たちは部屋を出た。

〈披ひ露ろう戦せん〉の会場には宿からみんなで行くことになっている。一階のロビーで集合とのことだったが、そこにはまだ陛下とその侍従さんしか来ていない。

「おはようございます」

　俺に倣ならってククルも「おはようございます」と頭を下げる。新聞を読んでいた陛下はそれをたたむとこちらに向き直り、朗らかに笑った。

「おはようございます。それでは、出発しましょうか」

「あれ、レティシアたちは？」

「なんでも、クズノハ様に用事を頼まれたとかで観戦はできないとのことです。アーリーとエセルドレーダも同じ、と」

「用事？　しかもクズノハの頼みっていうのはどうも裏がありそうな……」

　なにを企たくらんでいるか知らないが、なんにせよレティシアがいないのは戦力的な面で痛い。〈フォートレス〉が使えないとなると、よりいっそうククルの体調、つまりはいかに魔力のロスを少なくして戦うかに気を配らなくてはなるまい。

　考えながら陛下の後ろについて歩く。馬車に乗ると陛下はおもむろに俺の顔を覗のぞきこんできた。

「マキト。考え事ですか？」

「──ぅおっと！」

　近い。陛下の顔が。反射的にのけぞったけど、もう少し距離感というものに頓着してほしい。

　陛下は自分のミスを悟るかのように、苦い顔をした。

「あ……すみません。無遠慮でしたか？」

「い、いえ、とんでもないです。……けど、女王陛下がすぐ目の前にいるっていうのは、やっぱり緊張するっていうかなんというか」

「そんなことは気にしないでください。教導院の学友くらいに思ってくれると、私としては嬉うれしいです」

　いつもの朗らかな笑みで言う陛下。その気持ちはありがたいんだけど……畏おそれ多いのと同じくらい、陛下ほどの美人に無造作に距離を詰められることが心臓に悪いっていうのがあるんだよな。

　胸の中央から響くどっくん、どっくんという音に気を取られる。俺の気も知らずに陛下は、人懐っこい笑みで尋ねてきた。

「選手の控え所は南と北の二つでしたよね。マキトはどちらですか？」

「え？　えっと……」

　しまった。それって、訊きいておくべきことだったのか？　向こうで大会の委員に訊けばわかることなのかもしれないが、即答できないというのは恥ずかしい。

　俺がうろたえているのを見ると陛下は、すぐに手元のパンフレットをめくり始める。

「待ってくださいね。ここに書いてあるはずなので……うん、一回戦は南側ですね。まずそちらへ。お願いします」

「はっ」

　御者から短く返事が来て馬車は進み、そのまま城門を出て街の東へと回った。

　合わせる顔もなく俺は、うなだれる。

「面目ないです」

「これしきのこと、気にしないでください」

　フォローされるが、情けない。せめて〈披ひ露ろう戦せん〉だけは、しっかりしたところを見せよう。

〈披露戦〉の舞台となるのは街の東側となる平野だった。なににも使われていない、だだっ広い土地。それはここが海岸に近く、いつ津波に襲われるかわからないという事情があるのだろう。

　舞台の西端にはひときわ高い櫓やぐらがあり、ここが陛下たちのいることになる貴き賓ひん席。そこから急造ではあるが観客席が円を描くように延び、北と南の両端に選手の控所がある。参加者を集めた天幕の後ろには様々な機鎧ラウンド・ギアが並んでおりその中には四肢を持たない揺りかごのような〈ユリゼン〉──いや、中央の聖骸アルビオンがあった。

　俺たちを天幕の前で下ろすと陛下は馬車のドアの前に立ってぺこり、とお辞儀する。

「では、ご武運をお祈りします」

「はい。全力を尽くしてきます」

「がんばってくる」

　ククルと一緒に頭を下げ、陛下を見送る。さて、と……これがライバルたち、か。

　天幕にはいかにも古参の実力者っぽいやつから、俺たちと変わらない年頃の少年少女まで幅広くそろっている。ただ一つ共通するのは、どれも一筋縄じゃいかないオーラを放っていたことだった。

　人間の俺たちへの明確な敵てき愾がい心しん。針のような視線が集まり、しかも異族デミヒユーマンばっかりなものだから、ククルは俺の背中にすっかり隠れてしまっている。

「マキト……イヌ人間がいる。トカゲもいるし、鳥もいる」

「別に取って食おうってわけじゃないから怖がるな」

　たしかに人間しか見慣れていないと周りの異い形ぎようたちは恐れるべきものだろう。だけどこの空気に呑のまれて実力が出せなくなってしまう方が怖い。

　ビビったら負けだ。フリでもいいから『こんな空気なんでもない』って顔をしろ、と自分に言い聞かせる。

　しばらく待っているうちに、花火の音が轟とどろく。おそらく開始の合図だろう。

　第一試合が始まるが、控え所は自分の試合に備えて瞑想する者やマイペースにメシを食い始める者と様々だ。せっかくだから俺は、観戦する列に加わった。

　一回戦の第一試合は重装型──南で言う〈ドライグ〉っぽい機鎧ラウンド・ギア同士の戦いだ。二機の実力は高いレベルで伯はく仲ちゆうし、初戦を飾るにふさわしい熱戦を見せていた。

　この操鎧士ラウンダーたちも東では指折りの実力者なのだろうけど、クズノハやカノン先輩の動きを見た後だとやはり霞かすんでしまう。第二試合、第三試合と見てきても感想は同じ。演舞ロンドだったらどうかわからないけど、さすがに聖骸アルビオンとのスペック差を埋めるほどの操鎧士はそうそういないか。

　敵の戦力を分析していると、ウィンザーの軍服に身を包んだドワーフに呼ばれた。

「えー……マキト・メイフィールド殿と、ククル殿。次、試合ですので機体までおこしください」

「はい」

　案内されるまま聖骸の傍そばまでやって来て、自分の試合が始まる直前まで待つ。それが不服そうにククルは、そわそわと俺の脇腹をつつく。

「マキト。まだ？　早くこづくりしたい」

「もうちょっと。今やってる試合終わってからだ。待ってる間にも魔力消費するかもしれないし」

「むー」

「もうちょっとの辛抱だって」

　ぷくーっ、と頬ほおを膨らませるククルの頭を撫なでてなだめる。こづくりだけして聖骸は生まずに待っている、という手段もあるのだけどこの試合で勝った方と二回戦で当たるので、立ち回りを研究しておきたい。

　見た感じ手前側の機鎧が押している。カウンターを得意にしているようで、巧みにシールドで捌さばいてはランスの一撃を入れる、という戦法でちくちく相手の力を削っている。

　その堅実さが功を奏したのか、そのまま勝利。そろそろ、こちらも準備するか。

「ククル」

「ん！」

　待ってました、と言わんばかりに俺の首に腕を回して背伸びをする。目をつぶり、くい、と顎を上げる仕草は俺からしろ、ってことか。

　まあ、前みたいに頭をロックされてから、無理やりされるよりは断然こっちの方がいい。ちゃんと想おもいを交わしている、っていう感じがする。

　前歯の間から滑りこんできたククルの舌を迎える。お互いくすぐり合うように舌を動かし、からめ合う。背筋を走る快感にククルを抱く力を強めた。

　柔らかく、華きや奢しやな体。下手をすれば折れてしまいそうなその感触に、思わず腕を緩めた。

　その隙にククルが一気に攻め込んできた。口内をくすぐるその感触は、言ってみればこの世で一番甘い毒だ。俺の体を痺しびれさせ、抵抗できなくしてしまう。

　自分の足を支えるのがやっとで、後はククルにされるがまま。やがてククルから唇を離した。

　どれだけの時間、そうしていただろうか。まったく想像がつかないくらい夢中になっていたせいで、唇を離した時にはお互いに呼吸が荒くなっていた。

　まだ、足りない。もっともっと、この時間に浸っていたい。だが俺たちは本分を忘れることができず、聖骸アルビオンへと向かう。

「……行くか」

「ん」

　俺たちのなすべきことをなすために──この一戦を、俺たちの未来に繋つなぐために。

　それぞれ座席に滑りこみ、機甲ガントレツトに腕を通す。白銀の輝きを思い浮かべ、我が子へ念じた。

（頼むぞ……〈クロウクルワッハ〉！）

　俺の呼びかけで命が吹きこまれるかのように、朽ちた揺りかごに翠すい緑りよく色しよくのラインが奔はしる。同時に膨れ上がる、魔素エーテルの輝き。視界は一瞬のブラックアウトを挟んで、中央から両側へと開いていく。

　巨人のそれへと置換された目に映るものは、収束した魔素エーテルが象かたどる白銀の四肢。肩や腰には己の武力を誇示するように厳いかめしいパーツが突き出て、名のある騎士の甲かつ冑ちゆうめいた壮麗さを与える。

　大地に降り立つ巨体は、甲冑であるのと同時に人によって造られたものとは明らかに違う生々しさを感じさせた。南の象徴──竜を思わせるのは首や胴に見られる鱗うろこに似た意匠のせいだろう。鋭い爪を持つ五指を握ったり開いたりして俺は機体との一致を確かめ、舞台の中央へと歩を進めた。

　突如現れた姿にどよめく観客席。そこに、クズノハの声が広い会場全体に響いた。

「えー、みなのもの！　伏せてあった謎の操鎧士ラウンダーの正体を、ここに発表させてもらう！」

　とんでもない大声だ。クズノハが口元に持ってきている、棒状のなにかが関係しているのだろうか。あれも魔力を使った発明品か？

「こやつらの名は、マキト・メイフィールドとククル！　なにを隠そう、南の聖骸の乗り手よ！　この度、〈披ひ露ろう戦せん〉を盛り上げるため特別に参戦してくれた！」

　会場のざわめきが、聖骸と一体化することによって鋭敏になった耳に届く。その多くが「なんで南が」というものや「聖骸だなんて卑ひ怯きようだ」というものだ。わかっていたつもりだったけど、完全に敵地アウエイだな。

　声援なんて端はなっから期待していない。せいぜい悪役として盛り上げてやるし、クズノハとしてもそれが目的だろう。

　俺としてはそんな気概だけど、パートナーまでそうとは限らない。この空気にククルは呑のまれていないだろうかと、声をかける。

「ククル、あんま気にするなよ？」

「ん？　ぜんぜん平気だけど？」

　膝の上に現れたククルの幻影はぐりん、と頭を動かして俺を見上げる。

「だって、聖骸アルビオンを通して伝わってくるから。マキトが全然気にしてないってこと」

「……ああ、そうだな！」

　ククルが俺を頼もしいと思っていることが、俺にとっては頼もしい。巡り巡る想おもいは俺を鼓舞した。

　向こうの控え所からも機鎧ラウンド・ギアが出てきて、いよいよか、と緊張する。一回戦の相手は〈ミスルト〉に似た、機動力が高そうなものだ。シールドを装備しておらず、代わりに両手でなければ振り回せないような長大な戦いくさ斧おのを構えている。

　防御度外視の一撃必殺──ってところか。とりあえず気をつけるのはリーチの長さ。課題はいかにしてあの懐に潜り込むか、ということだろう。

　相手の操鎧士ラウンダー──いかにもイノシシ武者って感じの筋骨隆々のドワーフは不興げに問うてくる。

「おい、お前。武器はどうした？」

「悪いが、これで」

　と、俺は掌てのひらを前に出して構える。途端に相手の額に怒りを表す血管が浮いた。

「なめられたものだな……！」

「なめているわけじゃない。全力でやらせてもらう」

　とはいえ、侮辱したと思われても仕方ないか。これは俺の事情であり、エゴだ。

　無手で戦いに臨む意味として、『武器を使わなくても勝てるだけの力がある』と示すことが一つ。また、〈クロウクルワッハ〉の問題として常に武器を持っていられるわけではない。禍獣カラミテイの攻撃をこちらの武器に転じる〝メビウスリンク〟があるにせよ、ククルの魔力を温存するために最初から使うのではなく奥の手としておくに越したことはない。

　これは、その試金石。素手でどこまで戦えるか。俺が故こ郷きようで〈師範〉から学んだ技術が実戦で通用するか、この〈披ひ露ろう戦せん〉で試させてもらうのがもう一つの目的だ。

「それでは一回戦、第六試合。構えて──」

　櫓やぐらの上から号令がかかる。控え所からだと聞こえなかったけど、あそこに審判がいるのか。

　眺めている場合じゃない。俺はすぐ意識を目の前の機鎧へと戻し、

「始め！」

　同時に号令がかかり、敵の機鎧が一気に間合いを詰めてきた。

　戦いくさ斧おのの先端につけられた棘とげが、鋭くこちらのコクピットを狙う。俺はそれに掌てのひらを合わせて難なく捌さばく。

　にもかかわらず俺は、やってしまったと思っていた。なにも考えず、反射だけで避よけてしまった。カノン先輩的には減点だろう。教えを受けておきながら、情けない。

　だけど、と俺は思い出す。〈師範〉はカノン先輩とまったく逆のことを言ってたな。

　稽古で何度も投げ飛ばされた後のこと。強さの秘ひ訣けつを問う俺に〈師範〉は語った。

『直感し、確信しろ。自分の望むビジョンに疑問を抱くな。そうすれば……結果は自然とついてくるものさ』

　どちらが正しいということじゃない。

　どちらも重ねて、今の俺だ。

　ならば試してみるか。来る──直感した通り、横よこ薙なぎに振るわれる相手の戦斧に合わせ、跳躍。振るわれる刃やいばを足掛かりにしてそのまま踏みこんだ。

「なっ──!?」

　曲芸師のような軽業に敵の操鎧士ラウンダーが目を見開く。だけど、悪いな。短期決戦って決めてたんでこのまま──打ち抜く！

　着地。重い金属が叩たたきつけられ、地面をえぐる轟音が一帯に響く。

　屈かがみこんだ姿勢から地を踏みしめ、伸びあがるように拳を相手の肩に放つ。一撃で吹っ飛ぶ相手の機鎧ラウンド・ギアの腕。さらに対角線──逆側の膝を狙ってローキック。

　これまた会心の手ごたえと同時に敵機の膝が砕け、バランスを取れなくなる。すかさず審判が宣言した。

「勝負あり！　勝者、マキト・メイフィールドとククル！」





　　　○





　その後も問題なく勝ち上がり、ついに決勝戦まで来た。

　あと一勝。それで元げん帥すいに認めてもらえる。俺が、南の詠士ドルイドなのだと。

　もはや俺とククルしかいない控え所。決勝戦に向けて集中力を高めていると、耳に馴な染じんだ声がした。

「快勝ですね」

　侍従さんを引き連れて陛下が顔を見せる。激励しに来てくれた、と思っていいのだろうか？

　俺は集中力を途切れさせないようにしながら応対する。

「いや。まだ気は抜けませんよ。決勝の相手……俺もこれまでの試合を見てきましたけど、手ごわいです」

　おそらくクズノハの養子の一人。アーリーたちと同じく様々な実験を受けてきた結果か、人間としての枷かせを外されている──つまり、『機鎧ラウンド・ギアは人間の体でできる範囲でしか動けない』という常識を破ったあの異い形ぎようの機体に、この大会で唯一乗っている操鎧士ラウンダーだ。

　パンフレットに載っている下馬評でも優勝候補者として挙げられ、クズノハもコメントでこの操鎧士について言及するほど。今までの対戦者と同じとタカをくくることはできない。

　それを踏まえた上で、あえて俺は告げる。

「でも、勝ちます」

「あなたならそう言ってくれると思いました」

　陛下は珍しく、悪戯いたずらを思いついた子どもみたいな笑みでささやく。

「マキト。勝ってきちゃってください。クズノハ様にはさんざん振り回されてきたんですから、今日くらいは私たちに華を持たせてもらってもバチは当たりません」

「──御意」

　粛然とした顔つきで告げてみるが、むず痒がゆくてつい顔を上げて確認してしまった。

「って、こんな感じでいいんですかね？　操鎧士って」

　陛下は腕組みをすると、小難しそうな顔で首をかしげる。

「うーん……そうなんですけど、いまいちマキトには似合いませんね」

「そうですか……」

　戯曲とかの見よう見まねでやってみたけど、自分でも違和感がハンパなかった。

　しょせん田舎者には田舎者らしい振る舞いが似合っているのだろうか……なんて悩んでいると陛下は、いつもの親しみに満ちた笑みで告げる。

「マキトはマキトらしくでいいと思いますよ。少なくとも私は、借り物の言葉を使うよりもマキト自身の言葉で仕えてもらいたいです」

　陛下らしいお言葉だ。俺も考えを改めてうなずいた。

「わかりました。これからは、そのように」

「ふふっ。よろしくお願いします」

　そんなやり取りを交わしていると、係員が呼びに来た。

「決勝戦が始まります。準備はよろしいでしょうか？」

「ああ、問題ない。ククル」

「ん」

　ククルを促して歩き出しつつ俺は、もう一度陛下に頭を下げる。

「では、行ってきます」

「あっ、はい。私も急いで戻らないと！」

　駆け足で天幕から出ていく陛下。さて……いよいよこれで最後だ。

　ククルと口づけを交わし、聖骸アルビオンを生む。聖骸の四肢が失われそうな例の違和感はない。この決勝戦にぶつけられるだけの力が残っている。

　闘技の場へと進み出ていくと、反対側からも同じように機鎧ラウンド・ギアが出てくる。決勝戦ということで観客席は沸きに沸き立ち、俺たちへの罵ば声せいと相手への声援とで混こん沌とんめいたものになっている。

　そんな中、向こうの機鎧が「よろしくお願いします」とばかりに小さく頭を下げる。乗っているのは俺たちと変わらない年頃に見える、コボルトの少女だ。白黒斑ぶちの犬耳を垂らした彼女にこちらも礼を返す。

　礼儀正しい、良いい奴やつなんだろうなと思う。だけど、情けは無用。泣いても笑ってもこの試合が最後──審判から号令がかかる。

「それでは決勝戦！　構えて」

　全身全霊。俺たちのありったけをここにぶつける。

「始め！」

　開始の合図と同時に身構える。今まで通り俺は敵の攻撃を受け、カウンターから主導権を握ることを狙い──

　その前に相手が吹っ飛ばされた。

「……は？」

　突然のことに反応もできない。吹っ飛ばされた機体の代わりに目の前に立っているのは、同じ異い形ぎようの機体だ。

　問題はその操鎧士ラウンダー。乱入してきた機鎧のコクピットに座っている人物を見れば一目瞭然だった。

　顔はキツネの面で隠されている。だが同じキツネの耳と尻尾、バスローブを薄くしたような珍しい着物。ここまで要素がそろっていれば思い浮かべるやつは一人しかいない。

「……クズノハ、か？」

　謎の乱入者は、わざとらしく首をかしげる。

「はて、人違いではないかのう？　ウチは通りすがりの操鎧士……人呼んで、マスク・ザ・フォックスよ！」

「正体隠す気ゼロだこいつ！」

　観客席からも「クズノハ様がんばれー！」とか「クズノハ様勝ってー！」という声援がかけられている。クズノハも手を振り返すなよ。今のアンタ、マスク・ザ・フォックスじゃなかったのかよ。

　これがあの思わせぶりな態度の理由か……。たしかに、クズノハ自らが出るのなら俺が優勝できる確率はがくっと下がる。

「ちょっと審判！　乱入とかありかよ!?」

　悪あがきだろうと思ったが、念のため確認してみる。審判は開き直ったように返した。

「クズノハ様の我がままに逆らうなんて無謀なんで諦めてくださーい」

　まあ、そんなところだろう。俺だってこのままクズノハが失格、俺の不戦勝になるなんてこと期待しちゃいない。

　ため息をつく俺にクズノハは、犬けん歯しを見せる凶暴な笑みになる。

「さて、覚悟はいいかや？」

「面白い……いい機会だ。リベンジさせてもらおうか！」

　俺の答えに、観客席の反応が少し変わった。

「よく言った、南の小僧！」

「強がりだとしても大したもんだ！」

「せいぜい善戦しろー！」

　よっぽどクズノハの勝ちを確信しているのか、同情的な声が多い。からかっているようなものだとしても……やっぱり、罵ば倒とうよりは声援の方が気持ちいいな。

　上等。そんな気持ちが強くなってくるうちに再び号令がかけられた。

「それでは改めて決勝戦……始め！」

　同時に異い形ぎようの機体が目の前から消える。だが俺の眼めは追えている。

（右──ッ！）













　蛇腹めいた腕の軌道をずらすように、掌てのひらで敵の棍棒メイスを打ち上げる。続けて振るわれる左の棍棒にまでカウンターを合わせることはできず、俺は仕方なくバックステップで距離を取った。

　鋭い。今まで戦ってきた操鎧士ラウンダーたちが弱いわけではないが、それよりもなお苛か烈れつな攻撃。でも、以前のように翻ほん弄ろうされっぱなしではない。

　そのことをクズノハも認めてくれる。

「ほう？　腕を上げたのう。この短い期間で、見違えたぞ」

「あいにく、いろいろ勉強する機会があったもんでね」

「ならば……これはどうかや!?」

　敵の蛇腹の腕が横から大きく薙なぎ払はらわれる。伸びる長さが計算された、ぎりぎり届く一撃。だからこそ、一歩退ひくだけでそれは空くうを切る。

　空振りした後には、隙だらけになった機体が残る。好機と見るところだが、不整脈のようなものがそれを阻はばんだ。

（なんだ？）

　そのせいで踏み込みが一歩浅くなる。かと思いきやクズノハはさらに機体を翻し、裏拳の要領で棍棒を振り払う。

「──っと！」

　すんでのところで踏みとどまり、避よける。なんてトリッキーな動きだ。定じよう石せきにない行動の数々は、やりにくいったらありゃしない。

　かといって、攻めあぐねてもいられない。長丁場はこちらに不利。ならば──

（一気に攻める！）

　軌道が不規則だろうと所詮、腕は二本。しかも振り回すように使うため、引き戻しのタイムロスがある。それならば手て数かずは自然と少なくなるだろう。

　一発程度もらうのは覚悟。向こうに華を持たせるつもりで突っこむ！

　地を蹴り、硬さと重さを併せ持った足音を立ててクズノハの機鎧ラウンド・ギアへ肉薄する。クズノハも意気揚々と俺を迎え撃った。

　鋭い突きがコクピットに向かって真っすぐ迫る。反射的に回避するが、それが通用する相手ではない。俺の動きを読んでいたかのようにクズノハは逆側の腕を払っている。

　受けるか？　いや、その間にクズノハはさっき突いた腕を引き戻して次の一撃を放ってくる。ここは──

（跳ぶ！）

　安置所の天井を突き破れるほどの跳躍力を持つ〈クロウクルワッハ〉ならできるはずだ。両足に力をこめ、バネを発揮させるつもりで跳んだ。

　狙い通り、クズノハの機鎧の棍棒が足裏をかすめていく。そして着地の先は、クズノハの機鎧ラウンド・ギアの真後ろだ。

「もらった！」

　そう確信した瞬間、真下からなにかが猛スピードで迫ってきた。

「──ッ！」

　とっさに空中で蹴りを放ち、軌道を逸そらす。着地と同時にはじいたものを見るとそれは、クズノハの機鎧の尻尾だ。

「これがあるんだったな」

「ここっ。さぁ、どうする？　南の小僧」

　クズノハはこちらの出方をうかがって動かない。持久戦狙いか。

　焦るな、と自分に言い聞かせるものの睨にらみ合あってばかりはいられない。ここまで余力を残してきているとはいえ、ククルの魔力は消耗する一方だ。

　よし──この〈披ひ露ろう戦せん〉の集大成だ。考えながら反射する──思考しながら直感することにも慣れてきた。

　敵の攻撃を予測しつつ、アドリブで合わせる。今の俺ならできる気がする。だから……臆せず、攻める！

　そう思い、踏みこむ。

　同時に、地面が揺らいだ。

「──!?」

　バランスを崩しかけ、攻撃する手を止めて踏みとどまる。揺れは長く続き、ただの地響きじゃないことは明らかだった。

　これは──地震!?　ってことは！

　予想通り、地面から巨体が飛び出す。魚のようなシルエットの禍獣カラミテイが大きな口を開けてこちらに突っ込んできた。

　俺は軸をずらして突進をかわすが、禍獣は再び地面にもぐりこんでしまう。ったく、こそこそしやがって……！

　苛いら立だつ一方で、観客席の悲鳴を聞き取った。そうだ。まずは彼らの避難だ。

　地中の禍獣への警戒を怠らないまま観客席を振り返る。そこに信じがたいものを見た。

「一体じゃない……!?　また群れか！」

　北の空から押し寄せてくる様々な禍獣。こうなったら大会どころじゃない。幸いここには〈披露戦〉の参加者も〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉もいる。全員で団結して迎え撃てば何とか──

　と思った直後、先陣を切るべきやつが予想外の行動に出た。

「来たか！」

　まるで禍獣の来襲を予期していたかのように言うとクズノハは、なんといち早く戦線から外れるように走り出した。

「南の小僧！　禍獣カラミテイは任せたぞ！」

「はぁ!?　任せたってお前、どこに行くつもりだよ!?」

「説明している暇はない！　戦力のことは案ずるな！　根回しはしておいてある……ふむ、こっちか！」

　なにかを探知するようにキツネ耳を動かすとどこかへ向かって駆け出すクズノハ。……ったく、やるしかないか。

「ククル。ここから先は、お前の力を借りるけど……体調はまだ大丈夫か？」

　膝の上でククルは、頼もしげにうなずく。

「ん。マキトが節約しながら戦ってくれてたおかげで、だいじょぶ」

「よし。よろしく頼む！」

　声をかけつつ、状況を掴つかもうとする。禍獣の数は十や二十にとどまらない。風は荒れ狂い、雹ひようは吹き荒れまさに天変地異といった有り様だった。

　この前の禍獣の群れなんか比じゃない。禍獣がどれだけいるか知らないが、残る戦力を結集してきたくらいに思える。

　同時に引っかかった。──なにが禍獣を、ここまで駆り立てる？

　おめでたいのかもしれない。そんなことを考えず禍獣を倒すことに徹するべきとはわかっているつもりだが、胸がざわめいてしょうがない。

　いったい、なにが起こっているんだ？





　　　◇





　王城跡の隠し部屋で見つけた銀細工をいじりながらラニは、馬車にガタゴトと揺られていた。

〈披ひ露ろう戦せん〉があるこの日にわざわざ会場から遠ざかろうとする人は他にいないらしく、貸切状態だ。誰とも会いたくなかったラニにとってはありがたい事であり、手元の銀細工にも没頭できた。

　様々なパーツが組み合わされた、いわばパズルのようなものは悩みを忘れるのにちょうどいい。なんとかしてバラそうと試行錯誤してみるが、これがなかなか曲くせ者ものだった。

　作った人間は、かなり腕のいい職人だったらしい。力任せにいじったところでびくともせず、しかるべき角度で力をこめないと解けないようになっているようだ。

　ラニもドワーフの血を継ぎ、銀細工職人として露店をやっている意地がある。銀細工の製法から逆算してその角度を探ってみたりと試行錯誤してみる。

「むー……んー……」

　ムキになって怪力任せに分解してやろうかと思うが、寸前でとどまる。怪力のせいで変に曲がってしまったりしたら、それこそ永遠に解けなくなる。冷静に、と自分に言い聞かせて再びパズルに挑む。

（ここを、こうして……っ）

　夢中になりながらもラニは、別なことを考えていた。まるでこの銀細工を作った職人と、対話しているみたいだ──と。

　こういう作風もあるのか、と感心しながらラニは一心にパズルを解こうとする。次第に手掛かりのようなものを得て、

「できた……っ、って、わっ」

　解いた瞬間、バラバラに崩れてしまうパズル。膝の上や足元に散らばるそれをラニは慌てて集めようとし、気づいた。

　そのパズルの裏面に、びっしりとなにか文字が彫られていることに。

「──」

　ラニは無心でそれらを集める。文頭にはそれぞれ数字が振ってあって、順番に並べた。

　その文章は、次の言葉から始まった。

『愛するわが娘へ』

　この銀細工が置かれていた場所からして、メッセージの送り主が誰なのか問うまでもない。

　これは、ラニの父の遺書だ。

　ラニは目を見開き、次の番号が振られているパーツに刻まれている文字を読む。

『これがお前に届くことはあるだろうか？　あるとして、それは何年先になるだろうか』

『願わくは、これを見ることになるお前が健やかに育っているように。お前の生きる世界が、裏切りや差別とは無縁の世界であるように』

『お前には済まないことをしたと思っている。ザジはどうにも無口で、手先の器用さと裏腹に不器用な男だが信頼のおけるやつだ。困ったときは、頼るといい』

『このような結末を迎えてしまったが、私は自分の行いが間違いだったとは思っていない。この国の──いや、この世界のあり方を変えることに一欠けらの疑いも持っていない』

『未練があるとすれば、それを創れなかったこと。ラニ、お前にはどうか私と同じ道をたどってほしくない』

　そして、最後のパーツ。メッセージは次の言葉で結ばれる。

『祈っている。お前が、お前の望む世界を創れることを』

　ラニは直感から、ばらばらになった銀細工をそれぞれ繋つなげ、一つの形に組み直す。

　それは東のシンボル──三日月の形をした髪飾りとなった。

「──っ」

　溢あふれ出る思いは声にならない。ただ目頭が熱く、こぼれる涙をこらえられなかった。

　刻んだ文字ではなく、この細工こそが父の思いだと直感したのは親子の繋つながりがあったからだろうか──都合のいい解釈かもしれない。それでもラニは自分のために作られたこの銀細工にこめられた父の想おもいを感じていた。

　ばらばらになろうと、新たな形で繋がることができる。それこそが父が自分に求めることなのだろう、と。

　溢あふれ出る様々な想いの中、最後に浮かんだのはクズノハの問いだった。

『ヌシらはどうしたい？』

　今ならそれに、答えられる。

「すいません！　ここで降ります！」

　とっさに声を上げた。止まってくれなくても、飛び降りる覚悟だ。

　しかし馬車は、予想外の動きを見せた。減速し、止まるかと思いきや──その行き先を変えたのだ。

「──え？　あ、あのっ」

　なにが起こっているのかわからず混乱する。そんなラニに御者は振り向きもせず、向かう先だけを見据えて告げた。

「引き返すんでしょう？　そういう顔をしていなさる」

　すべてを見透かしたような御者にラニは、ただ問うことしかできない。

「なん、で？」

「その魔眼ですよ。……俺が刺した人と同じ輝きを持つその眼めを、見間違えるはずがありませんや」

「──っ」

　耳を疑いたくなるほどの衝撃。神の悪戯いたずらと思いたくなる出会いにラニの思考が凍結する。

　御者は手綱を引きながら続けた。

「あなたの父親を刺したあの時はあれが正しい選択だと思っていた。だけどそれをなして初めて自分の行動が間違っていたんじゃないかって思って、逃げ出して……ずっと、馬の世話ばかりして過ごしていましたよ」

　なんていう皮肉。だが同時にラニは思う。これは偶然ではなく、必然だ──と。

　出会うべくして出会った。お互いの過去を清算するために。そういう出会いが、世の中にはある。

「あの時の償つぐないになるなんて思えない。それでも一度でいい。今この瞬間だけでいいから……あなたの役に立ちたい。そう思わせてくれませんか、姫様」

　姫様。慣れない呼び名はラニの背をくすぐる。

　それでも今だけは彼の求めるように振る舞った。

「はい！　行っちゃってください！」

「御意！」

　鞭むちを入れる音ともに馬車は加速する。揺れが激しくなる馬車の中でラニは、考えていた。

　自分のなしたいことについて。





　　　○





「くそ……キリがないな」

　思わずそんな愚痴がこぼれた。それくらい、禍獣カラミテイとの戦いは長期戦を強いられた。

　次から次へと、本当にしつこいったらありゃしない。特に、地中に潜む地震の禍獣が厄介だ。攻撃をしかけてくるとき以外はずっと地中に潜んでいるせいで、こちらから手を出すことができない。

〈披ひ露ろう戦せん〉の参加者やウィンザーの軍、〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉と総出で迎撃に当たっているがそれ以上に禍獣の数が多い。会場はもはや荒れ狂う風や雹ひようで、〈審判の獣パニツシユメント〉が暴虐をふるった時代の再現のようになっている。

　禍獣が多すぎるせいで敵の攻撃を反転させてこちらの武器にする〝メビウスリンク〟も存分にその力をふるえない。敵ごとに武器を変えていたらククルの体力がもたないからだ。

　どうする……押し返せるのか、この状況？

　心に芽生え始める不安。その隙をつくように、猛禽のような姿をした禍獣がこちらに嘴くちばしを向けて突っこんできた。

「しまっ──」

　足を軸にして体を翻そうとする──だが、間に合わない！

　回避は諦めて、防御に切り替え。腕を交差し、衝撃に備える。

　だが次の瞬間、禍獣は横から割りこんだ〈ドライグ〉のランスに貫かれていた。

　禍獣が分解された後に残る粒子を散らすようにランスが払われる。その機鎧ラウンド・ギアの操鎧士ラウンダーは、この状況でもなお優雅さを失っていない声をかけた。

「無事か、メイフィールド？」

「カノン先輩！」

　続けて、先輩の班なのか肩に同じ班章を印した機鎧が間に入ってくれる。先輩は〈クロウクルワッハ〉の前に立ちはだかったまま俺に告げた。

「無理そうなら、もう下がれ。キミたちを失ったら元も子もない」

「そうしたいところなんですけど、ね」

　禍獣にどんどん増援が来る一方でこちらは着実に損耗している。普通は六対一で囲んでようやく互角という相手に物量で押されているのだから、この結果は当然といえば当然。むしろよくここまで戦線が維持できていると言える。

　ここで俺が引いたら、保ってきた戦線が崩れてしまうかもしれない。そう思えば、まだ退くことは──

　気持ちではまだ戦いたい。だが事実として聖骸アルビオンは象かたちを保てなくなってきており、指先から魔素エーテルに戻りつつあった。

「ククル！」

　俺の呼びかけにククルの幻影は、膝の上で小さく首を横に振る。

「……まだ。あと、もうちょっとだけ」

「──っ」

　ダメだ。ククルは絶対、『もうちょっとだけ』と言い続けてしまう。ずっと心を繋つないできたパートナーだからこそそれがわかってしまった。

　ここまでなのか──弱気になりかけた、その時だ。

「《闇の帳とばりは落ちた。逃げまどえ、怯おびえ、漆黒の牙に震えろ》」

　聞き覚えのある謡うたが風に乗って届き、次の瞬間──

「穿うがて──〝ナイトハント〟！」

　彼方かなたより飛来した魔弾が、禍獣カラミテイに風穴を開けた。

　その一発にとどまらず一体、二体と確実に禍獣を仕留めていく。間違えるはずがない。この術式！

「アーリー！　エセル！」

　黒い聖骸が跳躍して俺たちの隣に並び立つ。足元に林立する猟銃を抜きながらアーリーは吼ほえた。

「貸し一つだぞ、南のォ！」

「そんなことより、その聖骸は？　どうして〈ガンドッグ〉がここに？」

「ババアに頼まれてな。テメェらが王城跡で見つけたっつー〈ルヴァ〉、回収してきた」

「そういうこと。さ、今度こそ正真正銘〈ガンドッグ・ルヴァ〉の初お目見えよ！」

　足元の銃を次々と抜き、禍獣を淡々と仕留めていくアーリー。しかもその間に軽口を挟む余裕があるくらいだ。

「ったく。食えもしねェ獲物ばかりで猟師としちゃ気が乗らねェぜ」

「でも、害獣駆除も猟師の仕事でしょ？」

「はっ……そのとおりだ、駄犬！　たまにはいいこと言うじゃねェか！」

「いぬじゃない！」

　禍獣がガラス細工かなんかみたいにあっけなく砕け散っていく。その光景は圧巻の一言に尽きた。

「すっげぇ……」

　よくこいつらに勝てたな、と呆あきれかえる。さらに、だ。

「一匹ずつ仕留めるのも面倒くさくなってきたな。駄犬！　一気に頭数減らすぞ！」

「だーかーらー……って指摘してる場合じゃないか。行くわよ！　メンタルライン、重層オーバーラツプ確認っ！　〈ダグザ・ドライブ〉、超過駆動イグニツシヨンスタート！　第二術式展開セカンドシフト・オープン──ッ！」

〈ガンドッグ・ルヴァ〉の足元の影が手元に集う。徐々にそれは漆黒の弓へと姿を変え、

「《飢餓に悶えし猟犬よ！　漆黒の顎あぎとにて、存分にその空腹を満たせ》！」

　アーリーは引き絞ったその弦つるを、離す。

「喰いちぎれ──〝シャドウディバイダー〟！」

　──轟ごう！

　空くうを切る音とともに放たれた闇色の猟犬の牙が、射線上の禍獣カラミテイを引き裂いていく。その威力に俺は慌てた。

「お、おい。味方まで巻き込んでたりしやしないか？」

「誤射なんてみっともねェマネするわけねェだろうが。さァて、これでちったァ見晴らしがよくなったな」

「アーリー。さらに見晴らしがよくなりそうよ」

「あン？」

　訊きき返すと同時に戦場の反対側で、多数の禍獣が光の粒子となって消えた。それらを薙なぎ払はらったのは複数の節を持って伸びる、蛇腹めいた異い形ぎようの剣だ。

　刃やいばが引き戻される先。そこには以前戦った東の新型機が立っていて、コクピットにいるのは──

「レティシア！」

「間に合ったようですわね！　クズノハ様の研究所ラボは遠いから冷や冷やしましたわ！」

　レティシアはまた多節剣を一いつ閃せんして禍獣をひとまとめに両断しながら、アーリーは魔弾で敵を仕留めながら俺に促す。

「さ。ここから先はわたくしたちに任せてよくってよ」

「そろそろ謡巫女バルドの体調、ヤベェだろ。後ろでオレたちの暴れっぷりを眺めてろ」

　かつて戦った二体の聖骸アルビオンと機鎧ラウンド・ギア。それが今、味方として並び立っている。

　その頼もしさに俺はようやく、退却という選択肢を選ぶことができた。

「悪い。後は頼んだ」

　禍獣を警戒しつつ戦線を退き、距離を取る。四肢の形成が危うくなったところで俺は聖骸を止め、合一化を解いた。

　俺は機甲ガントレツトから腕を抜くと、すぐ前のコクピットにいるククルに呼びかける。

「ククル、大丈夫かっ？」

「……ん。ぎりぎり」

　ククルは強がって笑ってみせる。安心したり、その健気けなげさに胸を打たれたりで衝動的にククルを抱きしめた。

「よく、がんばったな」

「うん。ほめて」

「ああ、誉めるよ。めちゃくちゃ誉める」

　わしゃわしゃとククルの髪をなでる。クズノハじゃないけど、『生きていてくれてありがとう』と心から思った。

　無事を喜んでいる場合じゃない。前線からは退いたとはいえ、まだ禍獣カラミテイの被害が及ぶ範囲からは抜けきっていない。ここから、どうにかして避難しないと。

　視界を遮る雨の中、どこへ向かったものかと辺りを見渡す。その時、豪雨の向こうから一つの影が見えた。

　一台の馬車がこちらに向かってくる。禍獣の姿は人の目では見ることができないとはいえ周りの状況を見れば何が起こっているかはわかるだろうに、どういうつもりだ？

　馬車が完全に止まりきる前に、小さな影が飛び降りてくる。その影はこちらに向かって声を上げた。

「──マキト！」

　三角耳が特徴的なドワーフ。もう一つの特徴である、目を覆う前髪は銀の髪飾りによって止められていたが、間違いない。

「ラニ!?　どうして──」

　問うまでもない。ラニが戻ってきたというのならば、理由は一つ──

「見つけたよ、わたしの答え」

　俺が予感した通りラニは、迷いのない瞳で言ってくれた。ククルもそんなラニを応援するように背中を押す。

「やってきて。ラニのやりたいこと」

「うん……ちょっとの間、借りるね。ククルの席」

　ラニはククルにそう返すと、ククルを馬車に乗せて御者に言う。

「すいません。この子、安全な場所までお願いします」

「心得ました」

　御者はうなずき、馬車が走り出していく。ククルの安全は確保できたし後は──

「じゃあ、マキト」

「ああ」

　やるべきことをやるだけだ。俺とラニは同じ思いで、体を密着させる。

　雨に打たれながら、雫をぬぐうようにラニの唇に自分のそれを重ねる。冷えていく体の中、重なった一点だけが熱かった。

　ごうごうと吹ふき荒すさぶ風の音が遠い。今さら時間をかけてお互いを理解し合う必要はなく、触れ合いは時間にしてみれば一瞬だった。

　それでも俺は、確信している。今度こそ生める、と。

　唇をそっと離す。俺たちの間に言葉は必要なく、それぞれの座席に乗り込んだ。

　と、その前にだ。前回、レティシアには言い忘れていたことをラニにはちゃんと言っておかなければ。

「ラニ。初めての時はなんか痛いらしいから気をつけてくれ」

「え!?　そ、そうなんだ？　う、うん……」

　痛い、と聞いて怖おじ気けづいたように見えたのは一瞬。ラニは覚悟を決めた声で返す。

「平気だよ。耐えてみせる」

「なんか、あったのか？」

　俺のよく知るおどおどしたラニとも、ラニ『さん』とも違う。一本、芯が通ったような強さでラニは答える。

「詳しくは、あとで話すね。今は、アレをなんとかしなきゃ」

　ラニの視線の先には、見えていないけど禍獣カラミテイの姿があるのだろう。俺もまったくもって、同感だ。

「……だな。それじゃ、行くぞ」

　目をつぶり、まだ見ぬ聖骸アルビオンを思い描きながら、機甲ガントレツトに腕を通した。













「──ッ」

　例の痛みが体を貫く。こっちも覚悟ができていたおかげか、最初の時のような戸惑いはない。それよりも俺は実感する。この手応えは──

　予感のとおりに朽ちた揺りかごの周りに魔素エーテルが集っていく。〈フォートレス〉のように逞たくましいが、あそこまで堅固なわけではない。〈フォートレス〉の防御力を攻撃面に回したかのように体は絞られ、手元には長大な槌ハンマーが現れた。

　これが、ラニの聖骸アルビオン。その美しさに魅入られていると、いつものように俺の膝の上にラニの幻視が現れる。

「え？　え？」

　その感覚にラニは戸惑っていたようだったが、そんなものは聖骸を生めたという事実で吹っ飛んだ。

「生めた……生めたよ、マキト！」

「ああ！　やったな、ラニ！」

　俺も自分のことのように喜ぶが、いつまでも浸っていられない。足元をぐらつかせる揺れに俺は眉をひそめた。

「こいつが厄介なんだよな。ずっと地中に潜ったままで、攻撃させてくれないんだ」

「地中……」

　ラニは考えこむように黙りこむ。かと思うと、ぽつりとつぶやいた。

「なんとかなる、かも」

　この状況を打破できる可能性。それはつまり──

「お前の〈法〉か？」

「うん……マキト。ハンマーをランスみたいに持ち直して、地面に突き立てるようにして」

「こう、か？」

　言われたとおり振るうためではなく突くための持ち方にして、勢いよく地面に振り下ろす。その間に、ラニの謡うたが流れた。

「《汝なんじは千せん変ぺんである。汝は万ばん化かである。集いし想おもい、今ここに熱を帯びて新たな力を呼び起こせ》」

　大気中の魔素がハンマーに集まっていく。やがてそれは別の形を得た。

「創れ──〝クラフトアームズ〟！」

　ラニの詠唱と共に、変化が完成する。見た目はランスだ。だがそれには螺ら旋せん状に溝が刻まれており、先端が地面に触れると同時に高速で回転して地面を穿うがち始めた。

　そのギミックに興奮して思わず叫んでしまう。

「なにこれすげぇえええ！」

「えへへ……レティシアの髪形見てからずっと考えてたんだ。ランスが高速回転して貫通力を高められないかなって」

「アイディアの元までは聞きたくなかったけど」

　言われてみればたしかにあのくるくるした髪形っぽい。そんな俺の感想とは裏腹にランスは一気に地面を掘り進む。

　やがて、先端が地面とは違う感触を捉えた。同時に俺はさらに腕を突きこむ。

　ガラスを割るような硬い感触。同時に禍獣カラミテイが魔素エーテルに帰っていく光が地面からこぼれ出した。

　たしかな手ごたえ。なにより魔素の光が禍獣を仕留めたと伝えてくれる。

「よっし！　これで面倒くさいのが片付いた！」

「でもまだ、いっぱいいるよね」

　ラニの言うとおり、しょせん面倒くさいのを一体片づけただけだ。手際よく頭数を減らせる手段が欲しいところだが──

　と考えたところで、ふと思った。

「ラニ。お前の術式ってつまりは、武器を自由に創る、ってことでいいのか？」

「う、うん。そうみたい」

「ならアーリーのアレ、真似できないか？」

　ラニは禍獣を仕留めるアーリーをじっと見て、答える。

「できるけど、でも、一発一発銃を取り換えなきゃいけないのは効率悪いよね。連射がきいて、威力ももっと──こんな感じ、かな？」

　両手にアーリーと同じ猟銃が現れる──かと思いきやそれは両腕と一体化して、砲のようなものになった。

「まだまだ……！　メンタルライン、重層オーバーラツプ確認。〈ダグザ・ドライブ〉、超過駆動イグニツシヨンスタート。第二術式展開セカンドシフト・オープン──」

　そこから両肩、腰──それだけにとどまらず、空中にまで。〈ガンドッグ〉のように地面から銃が林立するのではなく銃身──いや、砲塔が形成されていく。

「《炉に火はくべられた。其そに捧ささげるは鉄火の葬送歌。重なる鍛造の音の元、我が工房の贄にえとなれ──」

　その数、総勢十四本。聖骸アルビオンを武力の塊みたいなものへと化したその術式の名をラニは、口にする。

「燃え上がる意思をここにっ！》〝フルメタルファクトリー〟！」

　まるでこの聖骸そのものが砲台。バランスを取るため俺は自然と腰を深く落とし、砲口を正面に向けるように腕を構えた。

　聖骸の視界にはいくつもの十字が現れる。それは俺がなにをするでもなく、目の前にいる禍獣たちに重ねられた。

「マキト。これがわたし。わたしそのもので、わたしが想おもいを託す聖骸アルビオン。……創りたいんだ。この力で、もっともっと新しいものを。禍獣カラミテイに脅おびやかされない世界を」

　その一言で理解した。ラニの本質──〈原初の法ロスト・コントラクト〉について。

「『創造』。それがお前の、やりたいことなんだな？」

　聖骸を創りたいと言っていたラニ。それは、なにかをなすために創りたいんじゃなく、ただひたすら、根源的な衝動として創ることが目的だった。

　ある意味ラニらしいと言えばらしいし、これ以上の答えもない気がする。ラニもそれを理解したのだろう。もはやその目から絶望は消えていた。

「手伝って、くれるかな？」

「ああ！」

　俺の叫びに呼応するように並んだ砲口に光が灯ともる。場違いなことに俺は、小さな頃に聞いた童話を思い出した。

　鉱脈に住まうという妖精。ドワーフとも縁が深く、地面を叩たたく音で鉱夫を導くそれらはよく、ハンマーを担いだ姿で描かれる。

　この聖骸は、それだ。重い一撃の音でこの世界を新たな形へ導け。この号砲は、その記念すべき最初の一発だ。

　俺は子どもに想いを託し、名前を叫ぶ。

「ぶちかましてやれ！　〈ヘヴィノッカー〉！」

　俺の声に呼応するように砲塔から放たれた光の帯が奔はしる。

　災いを薙なぎ払はらう光の一撃によって、戦況はこちらに傾いた。









　　
エピローグ





　また一体、禍獣カラミテイが光の粒子となって消える。いつの間にか乱れた戦列は整い、マニュアル通りに六対一で禍獣を相手取るウィンザー軍や〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉を、二機の聖骸アルビオンとレティシアの大型機鎧ラウンド・ギアで遊撃的に支援するという形ができていた。

　人類側が押し返し始め、戦線は〈披ひ露ろう戦せん〉の会場からやや北寄りに移っている。禍獣たちも往生際悪く抗戦しているが、この流れはもはや決定的だ。

　ならば、と俺は決断に踏み切る。

「アーリー。あと、任せていいか？」

「あン？　いいけど、どうするつもりだ？」

「クズノハを追う。あいつ、禍獣が来ると同時にどっかに行ったんだけどなにか知ってる感じだった」

　俺の答えにエセルは、眉をひそめた。

「くさいわね。ぷんぷん匂うわ」

「南のォ。そういうことならこっちは任せろ。オレらだけで充分だ」

「ああ、サンキュ。ラニ、まだ行けるか？」

「うん。むしろまだ創り足りないくらい、かな？」

「頼りにしてる！」

　禍獣たちの群れに背を向け、駆け出す。隙だらけだったがそこはアーリーたちがしっかり退路をフォローしてくれた。

　禍獣たちの群れを引き離し、クズノハが去った方向──海岸線に沿って北側へと走る。次第に、山裾で戦う二機の機鎧が見えた。

　断続する、金属同士がぶつかり合う音。だが──

（なんだ、あれ──）

　敵の背に広がるマントのようなもの。それはまるで意志を持つように、クズノハの機体を襲っていた。




　ガギィン！




　硬く、重い音が響き渡ると同時にクズノハが乗っていた黒い異い形ぎようの機鎧が空中に弾はじき飛とばされる。身をひねり、着地の姿勢を整えようとするクズノハに敵の追撃が迫っていた。

（間に合え！）

　ここからじゃ、走ったところで届かない。そうなると頼りになるのは──

「ラニ！」

「猟銃、出すよ！　右手！」

　思考が繋つながっているのはこういう時に便利で、俺が具体的な指示を出すまでもなくラニは先読みして望んだ武器を創り上げる。宙に掲げた手に銃じゆう把はが握られると、そこから銃身が伸び、完成すると同時に俺は引き金を絞った。

　敵の機体が飛とび退のき、銃弾は地面をえぐるだけに終わる。まだだ。敵がクズノハの機体から離れるまで、弾丸の雨で牽けん制せいする。

　同時に俺はクズノハの機体に駆け寄り、声をかける。

「クズノハ、無事か!?」

「醜しゆう態たいをさらしてしもうたが……助かった。礼を言う」

　クズノハもさすがの腕前で着地に成功している。俺は横に並び立ち、問うた。

「クズノハ。なんだ、向こうのマントみたいなやつ。あれも東の機鎧ラウンド・ギアの尻尾みたいなものか？」

「たわけ。〈ギャリートロット〉のテイルユニットはウチが一から機構を開発した自慢の逸品。あれはもっとおぞましい、インチキそのものよ」

「うん。あれ、今の技術じゃ作れないものだよ。なに、あれ……？」

　機鎧に詳しいラニが言うのならそうなのだろう。その問いにクズノハは答えた。

「先史兵装ロストユニツト──過去の遺産の復元じゃ」

　過去の遺産。この世界の全盛期からの贈り物──ってことは、聖骸アルビオンに匹敵する未知の武装ってことか。

　改めて敵機を警戒し、観察する。敵の機鎧は一部を除けば、甲かつ冑ちゆうをモデルにしたようなスタンダードなデザイン。ペリクリーズの汎用型機である〈ミスルト〉をより人型に近づけたようなシャープなものだ。

　だがその一点──右腕に俺は禍まが々まがしさを感じずにはいられない。

　見るからにアンバランスな異い形ぎようの右腕。カギ爪というよりは五指のそれぞれが鋭利な刃物というべき代物だ。

　ただそれだけの機体、と断じることはできない。直感や本能。そういったものが告げる。

　やつは危険だ──と。

　そうさせたのは機体の異形だけじゃないのかもしれない。むしろ、警戒すべきは機体よりも操鎧士ラウンダー。クズノハと対等に渡り合っている腕前はもちろんだが……やつには、見覚えがあった。

　先日、路地裏で出会った仮面の男。災厄や亡霊と自ら名乗ったあの男が、異形の機鎧の操鎧士だった。

　なぜ、ここに？　やはりクズノハが予測していた通り、あいつが禍獣カラミテイを操っている張本人なのか？

　考えている暇はなかった。クズノハはすぐに、機鎧ラウンド・ギアを前進させる。

「行くぞ、南の小僧！　援護を頼む！」

「──おう！」

　言われたとおり、援護に徹する。クズノハの腕前はさすがのもので、俺がピンポイントで相手の動きをけん制して銃撃を放っているうちに相手を圧倒し始めた。

　やがて、向こうに決定打が入る。

「もらった！」

　クズノハの振るう棍棒メイスが相手の機鎧の胸を直撃する。コクピットを揺らす衝撃。その拍子に操鎧士ラウンダーの仮面が外れた。

　その素顔を見て、追撃をしかけようとしたクズノハはぴたりと止まる。

「なぜじゃ──」

　いつも飄ひよう々ひようとし、余裕を崩さなかったクズノハらしからぬ緊張に満ちた声。信じられぬと目を見開き、仮面の向こうから現れた顔にクズノハは問う。

「なぜヌシが生きておる、ヴィクトール!?」

　ヴィクトール。それは聞き覚えのない名前ではない。

　ヴィクトール・ペリクリーズ。陛下の兄──つまりは、将来ペリクリーズを背負う王となるはずだった第一王子の名前だ。













　だがその存在は、俺にとってもっと重い意味を持っていた。

『記憶なぞ、ふとした拍子で思い出すものよ』

　王城跡から戻ってきた後、クズノハが口にした言葉を思い出す。クズノハの言うとおり、きっかけさえあれば忘れたと思っていたものなんて簡単に蘇るものだった。

　脳裏に浮かぶのは、白い世界。俺は、呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「アンタは……あの時の」

　遠く、幼い日の記憶。深々と降り積もる雪に包まれた世界。

　そこに現れた巨人の手。

　そして──震えることすらなく、ただじっと死を待っていた俺にかけられた言葉。




『生きていてくれて、ありがとう』




　その声の暖かさに触れて、小さな俺は安あん堵どするとともに意識を失った。

　思い出した。なんで今まで忘れていたのか不思議なくらい、大切な声。俺の原点ともいえる、操鎧士ラウンダー。

　それと同じ声が、目の前の男から発せられる。

「因果なものだな、少年。あの時助けた命と、こうして相あい見まみえることになるとは」

　目の前に脅威として立ちはだかる異い形ぎようの機鎧ラウンド・ギア。

　そのコクピットに座っているのは、かつて俺を助けた操鎧士本人に違いなかった。





あとがき




　お久しぶりです。長い期間を空けている間に、東京駅で京葉線から乗り換えるだけで息が切れるようになった内うち田だです。そろそろ健康に気をつけたい所存。

　そんなわけで三巻です。しかも続きます。四巻を書くのは初めてとなります。ロボの数やキャラクターもそろってきて、各機体にパラメーターを設定して比較したり、某ロボット大戦風に精神コマンドを考えてみたりとニヤニヤしている今日この頃ごろです。珍しくおっさんキャラも登場して、楽しく書かせていただきました。

　また、今巻はとあるキャラの登場がやけに多いですが別に狙ってそうしたわけではなく、書いた本人が二回ほど読み返してから「あれ？　またいるんだけどこの人」ってなるくらいでしたが無害です。無意識だから、しょうがないですね。

　ですので、筆者が「ロリババアの謡うた」なるものを、ことあるごとに「ロッリババア～♪　ロッリバッバァ～♪（以下繰り返し、音程は気分次第とする）」と口ずさんでいるのもしょうがないのです。たまに両親に対して申し訳ないような気もします。今回、イラストも増やしていただいてさらに身が縮こまる想おもいです。




　というわけで以下、恒例の謝辞。

　担当の神かみ長なが様、中なか道みち様。いつもお忙しい中、多岐にわたるご助言、ご助力ありがとうございます。なにかと手のかかる作家であると思いますが、これからもよろしくお願いいただければ、と。

　硯すずり先生。いつも素敵なイラストで華を添えてくださり、ありがとうございます。特に今回のカバーは、現場を見られたらドン引きされるレベルで「カワイイ、ヤッター！」と、身悶えさえていただきました。

　前編集長の三み坂さか様、校正様、営業様や印刷所の方々を始め出版に関わってくださった皆様。今回も本を出させていただいたことを、深く感謝申し上げます。

　知人各位。いつも私の口から垂れ流される妄言におつき合いいただき、申し訳ないようなありがたいような。最近、口を開くたびに「ロリババア」としか言っていないような気がして恐縮です。

　最後に読者の皆様。今回もお手に取っていただき、ありがとうございます。物語も佳境に入ってきましたので、もう少しおつき合いいただければ、と。

　それではまた次巻でお会いできますように。





二〇一三年　十一月　内田俊しゆん　











　著者

　内田　俊（うちだ・しゅん）

　　千葉の端っこにひっそりと生息する物書き。

　　ストッキングが好きでしたが今回のカバーを見て「ニーソックスも悪くない。いや、むしろ良い」と主張を変え、ちょっぴり大人になった気分です。




　イラスト

　硯（すずり）

　　横浜在住。フリルと銃を愛するイラストレーター。

　　今回の作業は風邪をひいて大ピンチ！

　　季節の変わり目はご用心…。
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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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